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住宅・都市整備公団企画「すまいづくり講座J 協 賛

総合! 照明器具 製 造 版 売

小 泉 産 業 株 式 会 社

代 表取 締 役社 長 小 泉 純

!! ¥¥明ギ業本背11 干541 大阪市東区備後町 3 丁目長作ビル 31Wi ｾ ＱＱＺ 話 ＰＶ Ｍ 262- 0861  

本 社 干541 大阪市東区備後町 4 丁目 43 屯 話06- 262- 1751

東 京 支 社 、干 101 点京都千代 田区神 凹佐久I i ¥j! l円3 丁 目12 7 E話03- 863- 2359

総 合 設備 工事( 設計 ・施 工 ・監理 )

住 友電 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 代 谷 正 フE

本社 干553 大|仮111制 山区制品 7 - 2 2 - 8  " 正前06- 452- 1151 ( 大代 )

束京 干 105 点京都港区芝 2 - 2 - 17 ';: 11: 話03- 454- 7311( 大代)

4 圏園P 園屋E固| あなたもアイデアマンになれる

現場マンのアイデア発想
四六・ 224頁・定価1800円

}  i  IJJ 建設株式会社 合原 一夫 著

厳 し い 時 代 を 生 きぬ く原 動 力 は ア イ デ ア だ イ/

マンンヨンバルコニー手V りを

尭伺けできはいか

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろうつ

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか ?

;金頭

厳 し い 不 況 か ら の 脱，'p，を|ニ|指 し，各社ともコスト 品質競争に必死である . 本

金属工事ではコストを大きく左右するアイデアテーマが多い

伺窃ITI 好評発売中 |

T Q Cから見た建設業 問題解決の決め手

荒木睦彦著 / 四六・ 192頁・定価1600円

ｉｉ ｾ は ， そうした現場で生かせる施工のアイデアや ， 盲点にな って いる改普テー

マなどを数多く集めた . また ， どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

LI 常生活や職場での ア イデアづき危! 法などを従案. ll ll 実行に移せるアイデアの本

• 
建物の値打ちの高め方 ビルマンションの新しい評価法

小林j青周著・四六・ 208頁・定価 1700円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富著 / 四六・ 224頁・定価1800円

空調設備のトラフル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラフル研究会著・四六 ・ 224頁・定価1800円

パソコン会計術 設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価 1800円

( 目録進呈〉

衛生設備のトラフル50 建築に鰐わる人へのヒン卜

建築設備トラブル研究会著 ・四六・ 224頁・定価1800円

6 学芸出版社

〒600 );(  t.i l  rtn  ) ; ( 区木 j本泌総@ lllj il 日! 院*人

T E L  075(343)  0 8  I I  



‘ 大阪、阿倍野再開発事業を見る

( 阿倍野 B 1 地区第 2 種市街地再開発事業)

阿倍野再開発卒業は、大阪市の市街地再開発卒業として、大阪駅

前事業についで行う施行面積 28 ha の大型再開発事業です。

昭和44年に構想、が発表され、同51年から 10年にわたる長期計画の

のち、このたび B 1 地区が完成しました。

再開発の目的は、あくまで都市整備にあり、そこに建つ建築物は

従と考えられがちですが、この B 1  地区には、駐車場 ・商庖街・住

宅 ・事務所 ・体育館からなる複合総設( 地下 4 階・地上17階 ・10万

m') がつくられ、デザイン的にも、建設コスト的にもかなりカが入

れられたものと思われます。

今回は、大阪市都市整備局並びに大建設計 ・小西設計 ・昭和設計

および竹中 ・フジタ ・鴻池建設工事共同企業体ほかご関係各社の特

別のご厚意とご協力により見学いたすことになりました。

多数のご参加をお待ちいたします。

日 時

集合場所

定 員

参加会費

10月22日 附 集 合14 : 00 → 解 散16 :  00 

現地・阿倍野体育館北側広場

地下鉄 ・谷町線「阿倍野駅J 下車、徒歩 3 分。

( 詳細は参加証にてお知らせいたします)

50名

会 員 500円 1

^ = u  ｟｟｟ｾｾ当日受付にていただきます。
会員外 800円 j

申 込 はがきまたは電話にて、氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・連絡

建物概要

所 在 地

設計監理

工事監理

施 工

敷地面積

建築面積

延床面械

主要用途

最高高さ

精進規模

工 期

電話番号・郵便番号 ・催し名称、及び会員 ・会員外の稜別

をお知らせ下さい。申込締切は 10月14 日( 刈。

申込者多数の場合は抽せんにて決定の上、参加証をお送

りいたします。( 日本建築協会事業課: 〒 530 大阪市北区

梅田 1- 1- 3- 2100 大阪駅前第 3 ビル ・21階f t 06 - 348- 0633 )

大阪市阿倍野区阿倍野筋 3 丁目 60番地

大 阪 市 都 市 盤 備 局 側 大 建 設 計 附 小 西 設 計 鮒 昭 和 設 計

向 上

( 建築) 竹中・フジタ ・鴻池 建設工4 共同企業ー体

約 10，600m'

約 9，700m'

約 101 ，200m'  

住 宅 約25，700m' ( 337戸) / 底舗約17 ，∞Om'

F務 所 約 4，400m' / 体 育 館 約 5，900m'

駐車場等その他約l 1 ， 400m' / 共 用 約36，800m'

約70m

S  RC、B4 、17F 、P3

昭和57年 3 月~昭和61年 1 月

日本建築協会会告一一一一

‘ 新入会者ご斡旋お願い

本会は大正 6 年 3 月創立以来、建築法規の法制l化に努めたほか、

わが国初の住宅博覧会の開催、四会連合工事務負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、建築界をリードするとともに、一般社会との

結びつきを深めてまいりました。また、建築界の総合団体として常

に建築関係各部門の連繋と調墜に当たり、相互の親陸、共存共栄に

意を注ぎ、会誌「建築と社会J の発行や、朝食会、怒親会の笑施、

実務に直結した諸種の事業活動を行っております。

そして、来年の 3 月30 日には創立70周年を迎えることになりまし

た。つきましては、会只倍加運動を展開して会勢をはかることにな

りましたので、新入会者のご斡旋をお願い申し上げたく、何卒特別

のご高配をお願い申し上げます。

事務局への電話番号は 0 6 - 3 4 8ー 0635 です。

新幹線

‘ 大阪~東京乗車券の割引販売

日本建築協会では、会貝サービス事業の一環として上記乗車券を割

安価ばにて販売いたしますので、ぜひご利用下さい。

お申し込みは、社団法人日本建築協会総務課まで。なお、日曜日、

土縄目、祝祭日は、本会の休日ですので、販売はいたしません。

大阪市北区梅田 1 丁目 l 番 3 - 2100 大阪駅前第 3 ビル21階

電話0 6 - 3 4 8一0635

昭和61年 2 月 1 日より ・脇会で回数券を賜入し、会只に原価でパラ売り.

普 通 車 往 復

グリーン車往復

本会頒価 |  駅 売 価 格

23 ，000同

28，400円

26 ，200円

37 ，∞o円

‘ 日本建築協会会議室の活用を/

日本建築協会の大会議室は 60m' ( 内法9 .  7  m X  5  .  65 m ) の大きさで

す。ここで、建築の仕事を通じての建築家の仕事の域を出る作品の

個展や、海外の有名建築のスライドの会などを開いてきました。ま

た、在阪の弦楽四重奏団のミニコンサートもありました。建築に携

わる会員の皆さま方の趣味の発表の場として、さらには建築家と建

築の周辺の人々をつなぐ場として、ロビー 22m' と併せてこの会場を

ご活用いただきたいと車買っております。

大会議室とともに、小会議室は会議室としてご利用下さい。大阪

の町を一望できる部屋です。

いずれも、利用時間は午前 9 時半から午後 8 時までです。( 土 ・

日 ・祝日および本会使用時は除< ) 使用料金は下記のとおりです。

ー三ここ
室別 大会議室60m' (30名) 小会議室30m' ( 16名)

時間帯 種別 会 員 その他 会 貝 その他

9:  30- 12 :  00 6，000円 8，000円 3，∞0円 4，000円

13: 00- 17: 0。 8，000 10 ，000 4，000 5，000 

17:  15- 20 :  00 10，000 12 ，000 6，000 8，000 

9: 30- 17: 00 12 ，000 14 ，000 6，000 8，000 

13 :  00- 20 :  00 15 ，000 17 ，000 9，000 11 ，∞o  

建築と社会/ ゆ86年 9 月号 1  



昭和61 年 度 建 築 工 事 実 務 講 習 会 主催社団法人日本建築協会

ーすぐに役立つ建築技術者へのガイド 一一一一一ー

一歩踏み込んだ先手の計画. グ 計画と一致した仮設費をグ 迅速かつ合理的な積算.グ

施工計画仮設見積積算業務

金 田 宏氏 安 立 俊 夫 氏 黒 川 征 一 郎 氏

( 練) 大林組本庖建築工務部次長 ( 株) 大林組本庖建築工務部工務際長 ( 株) 竹中工務庖神戸支庖見積課長

過 小 な 計|同 は勿論、過大な計画も

詐されなし、。厳しくなる 一 方 の 施

工 環 境 に 、いかに令砲的に対処し

ていくか、その要ｽ，ｾｾをわかりやす

く説明する。

仮設費は、 一般には非常に把悔し

にくい面があって、ついつい単位

回砧当り、あるいは請負金比率の

みで処F i l . されがちである。しかし、

これからは特に合瑚的な、迅速な

費用の算出がますます要求されて

くる。

現場をコストの面から管F i l . するに

は、元凡.W，守が必要なことは巾す

までもありません。

より合則的で正確な梢算業務を解

説する 。

趣 旨 ・官公庁 ・設計事務所 ・建設業をはじめ、設備 ・常繕 申 込 下記受講申込 iZに必要』ド項をご記入のうえ会践を添え

と など幅広い分野の有能な技術者を養成する日的をも

内 容 って表記簿科会を開催します。

- とくに取りっきにくい施工;ni百! と仮ぷ凡級、現場実

務の基礎であるmJ r - 技術にJ I i 点をおき、減義します。

- また、都市環境の変化に伴う法令 ・脱恨の改正など

も加え、技術の進歩に日/J ! i i S した由主新の知識の修得を

はかります。

Ｍ 実例として、 ｒｃ 造 ・地下 ｬ 階・地 ｬ 二 Ｕ 階建 Ｇ ｊｾ 務所

ビルをとり上げ、その必工準備から完成に至るまで

をわかりやすく解説します。

と き 昭 和 61 年 10月21 日( 火) 午前 9 時~午後 5 時

ところ 建設交流館・ 6 附 . 603室

( 大阪市両氏立先制 2 J i l  1 得 2 ¥;- .  TeI 06- 543- 2551)  

定 員 1  0 0 名

会 費 1  1，0 0 0 円( 合テキス卜代)

テキスト体重量 : B  5 判 ・図袋入リ 300J U( ' 定 L

f也に「モデル盛物見f tU，<! 畠J と「モデル娃物ぷ，H凶放ぴ施 L11-11局関 !kJ イ円。

キ リ ト リ 線

昭 和61年 度 建 築 工 事 実 務 総 習 会 受 講 申 込 書

社団法人 日 本 建 築 協 会 御 中

量 出 便 番 号

住 Pii 

事 』 甚 所 名

( また は 氏 名 }

担 当 資 任 :r.

電 話 番 号

会費支払方法 - 持参 税金送金 - 銀行桜込 - その他(

2  

て本会総務課までお1 " 11込み下さし、。( 現金送付も可)

引替えに受必券を発行致します。

申込締切日 10月15日( 水) (!U. し 広Hに注し次第締切ります}

( 社) 日本建築協会

千 ＵＳＰ 大阪 ､ ，ｾヒ｛ｘＺ悔 ＱＱＱＱ f l l l  併3- 2100 ( 大阪駅 liij 第3ピル21附)

T  E  L  (06) 348- 0635  ( 代ぷ)

・受付時f I I J 毎日、 '1'liiJ 10時~午後 5 時{ 日し上・ 11 ・悦 H を除〈 。

.  ＮＮｲＮ制は、 Ｇ Ｑ Ｇ 務 Ｑ ，， ＱＧＱＧｾＮＤＧＺ へおｊｩ司令わせくださＢＮ

No. 

s! l 初 61 年 月 日

受 講 者 氏 名 年 令

)  いずれかにO印を付して下さい



設 計/ 大日本土木株式会社

｀｛ｄＩｾｾＥＷｾ＠
C A Dは、 設計者の鋭敏な感性と、 線密な

解析から生まれる設計案を、迅速に精確に表

現していきます。

繰返し行われる修正 変更やあらゆる設計

二 ズに柔較に対応して、設計業務の省力化

と設計の賃の向上に大きく貢献します。

A R Cは完成度の高い、機能性 ・1索作性に

富んだC A Dシステムを提供し、設計者と共

に新しい設計手法の開発に取組んでいます。

世界中の設計者に使い込まれた先進のソフト

ウ工戸ガ燦々な分野で多目的lこ活用されてい

るのです。

A R C  

G D Sユーザー (1986年 7月 現 在 調 繍・敬榊昔)

大成建設株式会社

ミサワホーム株式会社

積水化学工業株式会社

株 式 会 構 租

大成ブレ' J¥ブ株式会社

株式会社パウハウス丸栄

株式会社日建設計

株式会社 T

株式会社ヤマギワ工作所

株式会社工ーディ設計事務所

株式会社建築計画事務所平噸

阪急電鉄株式会社

株式会社久米建築事務所

大日本土木株式封土

株式封土日将知事務所

日本情報サ ビス株式会社

株式会社安井建築設計事務所

大末建設株式会社

小田急建設株式会社

( 東京)

( 東京)

( 東京)

( 東京)

( 東京)

( 岐阜)

( 東京・大阪)

( 神奈)11)

( 東京)

広島)

( 大阪)

( 大阪)

( 東京)

( 大阪)

( 東京)

( 大阪)

( 大阪)

( 大阪)

( 東京)

や y 畠 岡 昌 笥 日 山 昌

エイ ・アール・シー・ヤマギワ株式会宇土 干 151 東京都，告谷区千駄ヶ谷| ー7- 16 T. I. (03) 405ー7811
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窓が綾なす光と影のインテリア

フライシド肉鹿すさ ＢｙＩｾ ク

窓 は 建 物 を デ ザ イ ン す る 上 で 重 要 な Ke y

P oi nto。それだけて'インテリアのひとつにな

ってしまいますL できれば遮光や断熱の為に

カーテン等でさまたげないで済ませたいも

の。新日軽のフeラインド内蔵サッシは窓にブ

ラインドを組み込んだサッシて'すから、ひと

つで採光・遮光 ・換 気 ・断 熱 ・防 音 な ど5つ

以上の機能を果します二 しかもブラインドの

操作コー ドをガラス面にかからないようにし

たスマー 卜でさり気ないデザインですL

⑥ 新 日 軽 株 式 会 社



表紙デザイン ・吉田隆一

( 束畑建築事務所)

ハリ京駅近〈 バリむこの付

近まで米ると、均 Ifli の制イ7が

ガタガタして、 JI[が1J ) l を巻き

上げて走ります . ，n; い吹のill

物は二階が中朱飯山で、昨日

夕食をお世t ，;5になったので、

破〈通勤- I ' i を公にしながら 1111

くことにしました. 1.0'[((内な

i J i 並みです

- 特集予告

10月号/ インテリア ・イクステ ンシヨン

とリニ ューアル

/ 新し いオ7 イス空間の4脅威

11 月号/ 第33回青年技術者
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作品作風

GALLERY 

設計者のプ ロフィール

G B R Cニュース

ニの人

会員グループの頁

書官干

私が読んだ本

法令コーナー 216

新建材紹介コーナー

すまいづくり講座25

建築の眼

特集

総 論

各 論 I

各 論 日

I NFORMATI ON 

委員会の横顔

設備の頁 143

権造の頁

施工材料の頁 142

月報

1 詰託11語E A ND…  

特集・C A Dーその応用と展開 -

SPECIAL FEA T即 日 ONCAD- /7S APPLl CATI ON &  DEVELQPMENT -

大阪 ・ 阿倍野再開発 Ｇｬｾ［ 監を見るＨ阿倍野 ＸＱ 地区第 Ｒ 般市街地再開発事業Ｉ ， 建築工事笑務講習会

( 大阪) ，新入会者こ' 斡綻お願い . そのほか

フ ェ ニ y ク ス ・プ ラ ザ 設 計 日 建 設 計/ 名 市 民 監 理 福 ナ1市 ・日越設i計一一日

地 工 : 熊谷組 ，m lJI ill 設工業 ，ｊｉｾｉＺＮＧｪ 往設共 Ｑ ， ［ｊ Ｚ￱＿Ｚ ｊ､ Ｎ 本

本 町 西 井 ビ ル 払￬ｉＭＧｬＮＺｾＮｅＧｊｬ :  ｾｩｕｮｩｬｬｾ ふ没， ｩｬ ・ Ｇ ｬ ｾ 務所地工大日本 ｬ 二本大 ＱｾＮｻＩ｛｟ｉ ， ｬｩＭ Ｍ Ｑ ο

佐伯信用金庫
11 

加藤邦男( 京都大学助教按) 氏を訪ねる 一段終回一/ インタピュア hl 同事力

l民洞実験自動計 ijJI J システム 111 

山 岸 盟( 大筒堂性脂府主 ) / 聞き下塚口明洋 / 引

大建設計 20 

劇場空間は魔術的 (r大いなる小屋」服部幸雄脊) / 僑本敏子 2 2  

読むはもっぱら車の中/ 佐々木恵子 2 8  

日彩規制の許可制度の適切な五 ｬ ｕｈ ， 建築基準法自 Ｇ［ＱＲ 粂の規定に ｊ ，ｾづく定 ｊ 朗報管対象建築物等の桁

定の拡大/ t'JI 川兼宏 2 1  

「セブン C R C システム J ( コンクリート保設工法) / 長続尖彦 24 

2 0世紀を 21世紀につなぐ住宅像( その 2 ) ー住んでみませんか F こんなすまい ・・ 15のプラン/ 竹

俊平+ すまいづくり講座編集委員 一般終回ー が

活制する町衆プランナー/ 三村浩史. ? ? 少年問題と住環境/ ノド城博一

西安でのこと ( その 3 ) / 山本忠司 . 雑誌に紹介される新しい館/ 大辻其喜夫 211 

C A D ー その応用と展開一

建 築 設 計 に お け る C A D ー そ の ア ッ プ リ ケ ー シ ョ ン か ら み た 展 開 一 一 山 口 重 之 - ，'10

建 築 設 計 に お け る C A Dー そ の 応 用 と 展 開 ー

C A Dシ ス テ ム の 動 向 と 利 用 :rjJ.伊'J

3 次 元 C A D

三師、_ i E - - : 1/ 

安 部 椅 -:111

沢 井 健 一 n

和 地 一 日IJ - 1(， 

稲 庖 光 氏 ・前 回 良 治 一l 引

ア ニ メ ー シ ョ ン

ノマソコン C A D

ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 1'1' 1報 の 共 同 利 用

建 設 業 界 と C A D

建 築 C A Dの 現 状 と そ の 取 り 組 み 方 一 統 兆 二 ・板 紙 F，E二 - : ; 2

優良冊目 ｾｊ 発主 ｌ 喋物整備他企 ｩ 喋一民間の主 ｌ 喋物の共同化に、 Ｑ ｬｊ周のー音防， Ｑ 肋を ＮＧ Ｏ渋 谷康雄 ， < 控築 ・ノ、

ース〉の国家試験. 第 l 回 DA S 高校生デザイン賞 .

「出版委員会の動き」を追って/ 山 田 修

テ' ィリベントシステムと! t t ' 1 l 場/ 鎚専次

( 休峨)

ヘリコプターによる資料の桁あげ/ 原 俊斗

日本建築協会月間の動き( 昭和61年 7 月分)
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フェニックス・プラザ

設 計 日 建 設 計/ 名古屋

監 理 福 井 市 ・ 日 建 設 計

施 工 熊谷組・前田建設工業・飛島建設共同企業体

ふれあい広場

所 在 地 福 井 県 福 井 市 田 原 ト 13- 6

敷 地 面 積 8，537. 19m'  

建 築 面 積 5，687 . 4 5 m'  

延 床 面 積 13 ，488 . 63 m' 

キ常造規模 S RC( 一 部S) ，81 ， 4F  

工 期 昭 和58年 5 月~ 昭 和60年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 北 陸 線 福 井 駅

この施設は、賞i 3 次全国総合計聞において従 11，11，さ

れた定LEf昨tt! をよL体化する施策のーっとして梢 怨

され、設計競技を経て実現されました 。

フェニ ック スの名の由来は、過去、数j支にわた っ

て致命的ともいえる大災害に遭遇した郁 ) 1・が、市

民の不l瓜の努力によ って立ち直った歴史によります。

施設は、大ホール( 2000人収容 ) . 小ホール( 500人

収芥 ) を始めとし、観光、消費、生i援教育、視聴

覚そして住民情報の従供と多種の機能を持 っ絞令

性の ，: 目5いものであり、設計 上のポイントは、これ

らの機能をいかにi ! l i 結して一体感のあるものとす

るかにありました 。建物中央に設けられた 5 附分

の日さを持つ "欠抜空間「ふれあい広場」には、 !日|廊

をめぐらせ、すべての機能を見せることにより向

い案内性を {J'{I保すると共に、来館者には' 市に 1'1分

の位ｌｬｬが ｚｚ 減できる安全性の高い ｾ ｮ｜｝ として ｾ ｉ Ｎ ｪｩｬ￯ｪ

しました 。

また、 ｉ Ｚ ｉ ｾ や， ｉｾ Ｇ の多い 綴井 に お いて 、住民相 ｉ ｔｌ のふ

れあいの場 として活用 されるように、 ヒ部内問 か

らは光が入 り、'1] 央には「稲井市の花」 であるア

ジサイをモチーフとしたタピストリーを吊るなど、

全体として、くつろいだ、 和やかな手間気となる

よう JI. 阿しました 。

中心焔設である大 小ホールは、企阿段1; 許より、

従米のホール機能を越える多目的なものと位 iEづ

けられ、いずれのホールも平土問として平IJ川 tB米

るよう、ｾｇＺｪ｛ｩＩｊ［＼Ｇｃ可動段床 ｊｬ ｴ を装世しています 。 大

ホールて"は一般の多目的ホール相 当の釦fh 祁設備

を備え 、，北が{ からコンサートまで申ill 広い平IJJTJ に 対

応すると共に、展示会等の利用も可能な J I阿とし

ました 。

一 万小ホ ールで は、大ホール問機の妹 ｦ￬ｾ ｙ￮ 設 Ｑｾ ｩｉを

設け、小島u; ，: : ; の発表会、講演等に対応することに

1mえ、パ ンケッ トホールとしても干IJm可能な訂阿

としました 。

( f主総J童日 / ll ill :lJJ: ，汁)
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断 面 図

大ホール上部吹き

2 階平面図
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本町西井ビル

設 計 監 理 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

設 備 伊 藤 忠 商 事 富 士 電 業 新 明 和 工 業

本町西井ピル

搬 Jj5 奥田 "，' i'鍛



全 ;it

所 在 地 大 阪 市 西 区 靭 本 町 ト6- 10

敷 地 面 積 529 . 130m'  

建 築 面 積 495 . 381 m'  

延 床 面 積 3.755. 828  m'  

ヰ湾造規模 S ( 地下部R C ) 、8 1 、9 F  

工 期 昭 和60年 5 月~ 昭 和61 年 4 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 、 四ツ橋線本町駅

大| 坂ビジネス 111のrl'心地であり御堂筋と IJq・1 紙筋の

!日1にあり、地下鉄御堂筋線、四ツ儒総本町駅からは

至近距離にありながら、西 IJIIJ には紋にあふれた初公

開があり、ビジネスと n然とが出会 った、またとな

い-]( 止i直の立地といえる場所である 。

歴史的にみても卜八世紀の頃から我が11' 1の成業、 u

易、工業、金融の' 1' 心が京高11から大阪に移り、尺下

の台所とな った時代7Tj 去をみても 、大阪商業の特色

のひとつである諸国仰受問屋がこの地と北! 日IJ の叫戸

刷、南は ill 申'i[J-Ai の/ l Hで栄えたという記録があり、非

常に意義深い場所て・ある 。

このような邸J党から 、;j;; 1IIj" のビジネスi J . i にふさわし

い、少しグレードの正5いオフィスビノレをと巧ーえた。

倣J也条件も点 ・南の角地ということから、外観につ

いては今までの ｬ 川角いｾとせず、光の美学を取り入

i したを感ずる他物にしたいとの与・えて¥全 l而に斜線

反射カa ラスでlりl るく、続↑ λ な雄物としてみた 。

!lj l， '11 スペースはこのmA良としては多すぎる位の42台

を地下則市場に設け、自IIT行機能を重視した水、判的EZi

設ｦａｬ υｲｩｪ て Ｇ は、作 ＱＺ 皆、各室伽ｼ別ｩｉ ｾＱ 術 ｬ 可能な空調 ｽｊ 式を

f:1.: Jf J し、安全' 門ニとlりi 災体il，IHこは万全を JUJ した設.nーと

した 。

特に、近年の社会椛巡の絞維化と企業: の多様化にそ

なえ、Ｇ百四 Ｑｭ で自己ｉＮ￦Ｚしたことの 一 つにカードロ ｾ 1  

の ｴ ＺＱＮＺ ｭ があり、テナントの夜間 Ｑ の Ｚ ｾ ｕ 入りについても

呼Wi Uの予を ui わすことなく出入可能な使間専用カ

ードロ ンクによる扉を、 .n' IU4b績と玄関繊のニ ヵ所

に設けてみた 。

このピルがビジネスと総あふれる似公 l羽と |刻j ! 1fをも

ち、いつまでも季節I を感じながら 、ゆとりと心安ら

げる場となることを原Hっている 。

Ui Ux fi' 史)

1  :  300 

④ 



i naの伊奈製陶株式会社は、株式会社I NAXに

社名ならびにシンボルを変更いたしました。

、X" のひと文字を加えて、

|NAX は大きく飛躍します二

I NAXは、i na+  x
o
60年の歴史をもっこれまで月

のi na に、未知数X を加えて、新しし、価値創造がて、

きる企業を目指します二 X はたったひとつの文字

ですが、このひと文字にいくつもの決意がこめ

られていますｾ I NAXの商品が都市空間で、

あるし、は生活空間で美しく機能すること

もひとつ。たえず先進的開発力をもつこともひ

とつ。ユーザーの方々の要求に真撃に応えて

ゆくこともひとってもこれらはし、わば来るべき21

世紀へ向けるI NAXの「あるべき姿」。その姿

を模索しながら「日本のI NAXJ から「世界

のINAXJ へ羽ばたきた l ' 1: . 考えていまも

。

I NAX  

椋式会社 I NAX

本社/ 干479 愛知県常滑市鰻江本町 TE  L .  <05693> 5- 2700fftl 
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圃 の =学

り恥ャープに演出します Ｍ ｾＺＷＺＺＷ，ＱＭ

窓にも個性が求められる時代一一一。

住友ウオールシステムの S フラ ッ 卜シリーズは、外壁と

同面に納まる個性的なデザインで、時代のニーズに応え

ました。 このため、従来は級殺しスクリーンでなければ

得られなかったフラ ッ 卜な外壁を、引違い窓、片引き窓

で実現。 シャープな外観カ¥ビル を個性的に演出します。

スムーズな操作、すぐれた気密性、水密性など、機能面

も充実。 シンプルな美しさを主張する高性能ビル用窓、

ｓ フラ ッ ト シ リー ズをぜひご検討くだ ｾｌ 、 。

S フラットシリーズ

o  8  • 
令 ' 圃 '

|… S フラ ト 計…………一→引引刊ク列灼仰………(β伽附…S弘 制 山A削A-l0ωO

F 一 一『町一ー『司 r r = 主与当ぺ唱 I? a=吉三L も 百

... 

| 悶 片 引 き 窓 口 ラ Y ト 片肘阿m… … ヨ 引M州山…|同削ω叩き飢“ 山(侶伽S剖仙山一… …A削山……1什川川1市15S臼S

0 8 .  

ｾ ー ＹＺｘｊ］ ー］ 司「 一 Ｍ Ｕｆ 二『 百 ｾ日

4・

。 住 友 ウ ォ ーlし乙ヌテム格式会往

本 社 干 101 東 京 都 千 代 図 区 神 田 美 土 代 町 1 (住 友 商事美 土it ヒル ) T E L.03 (294)  8511 (大 代 表)

大 阪 支 社 干54 1 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14 (住友生命南本町ビル) T E L.06 ( 252)  1881 (大 代 表)

支 庖 備 浜 名 古 屋 営 鎌 所 札 幌 仙 台 広 島



私たちは、昭和57年以来、佐伯信用金庫の 4 築を 、基本的に形態の問題として犯え、ある場

つの支庖を設計し建設してきた 。 この問、オ一 合 ( やよい町、長島 ) は く調和的〉に、ある場

ナーの出納理事長が私たちにｾＡＱして求められ 合 ( 鶴岡、新屋敷 ) は く対立的〉であ ったりし

た基本的なニーズは 「目立ちつつ目立たない、 ながらも、それぞれの環波への般極的な応答の

目立たないが目立つ建物を建ててほしい」とい 中で形態を考えてい った。結来として 4 つの支

うなぞなぞのようなことばに集約的に表現され 庖は皆それぞれ異なる表情をもつことにな って

ていると思う 。 しま った。

佐伯市は 、大分から日笠本線で 1 1時間程南の このような仕事をなし得たのは、何よりオー

ところにある人口 5 万の小都市である 。 それ程 ナーの、建築の形態が果たす環境的役割! の大き

広いエリアではないが、その 中にあ っても各支 さについての認識と、それを右I j り出す私たちへ

脂が営業を開始しようとする 地域は、それぞれ の期待があ ったからである 。その事に感謝した

皆異なった立地環境め 中にある。私たちは 、「目 い。

立ちつつ目立たない 、目 立たないが目立つ」建 Ｈ文ｾｾ : 黒坂君主総)

Gal l er y 

まち・建築・ひと

佐伯信用金庫 4 底

設計施工鹿島建設九州支庖
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っロマ
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やよい町支庖 2  長島支庖 3  鶴岡支庖 4  新屋敷支l苫

敷I也l扇町I 511. 84m'  824. 24m'  853 .23m'  801. 1601'  

娃 築 l百fl ' 1 297. 22m'  274. 1001'  358. 4701'  411. 0601'  

延床而f l ' 1 236. 3301'  420 .00m'  605. 30m'  769. 30m'  

構 造 規 模 RC. S. 1F (一昔112F ) R C.2F  R C.S. 2F RC. 3F 

竣 工 昭和61年 昭和57年 昭和59年 IIl :HrJ 58年

コーディネータ立山 ，e(45歳) 企阿編集絵村孝治( 作品作風小委只会)

設 iJl- . Ii l当，' ，1，1;坂昭雄(39歳) 武線敏明 (38歳) q'野敏樹 (36歳) 搬 彩 河 野 博 之



いろんな顔、

主ルミンの顔

ブラインド内蔵二重硝子回転断熱窓

現代建築に要求される窓開口部は、自然の

光と風を豊かに採り入れた' 快適な住空聞を

釦lることにあります。 また同時に建物全 体 の

美 観にも大きな役割をもっています。しかも、

省 エえ、ノレギー の立場からは、百五 L 、断熱性

や遮蔽性が、そして音やホコリをシャットアウ

卜する機構、 更にはメ インテナンスに手間が

かからない点な L 実に様々な ファクターが

あります。

エ ノレミン慾はこれらの窓 開 11部に要求され

るファクタ ーの全てに自信をもって お応えて.

きま丸空気汚染や騒音のひどし、地 域 や、

酷 暑 や 極 寒 の地 域ても主l ! 物の中には快適

さをお約束します。

製品はカ、、ラスやブラインドの組込みまで全

て工場生産ですので、品質の? 与さは定評

あるところで'-90 しかも施工も当社の責任施

工ですので、安心してお任せいただけます。

建物のグレードアッフ。にエルミン窓をお役

立てください。

=m硝-f-の1:1] にベオ、シアンブラインドを内 JI:長させた

回転断熱怠のエノレミン窓は、スエーデンでl初予をさ

れ、全世界で圧倒的信頼制作てL 必 凶 際 品 で す。

わが国では、当 +1:が 昭 和 39
i
l
oに技術持入し、日本

の 気 jl 柔j民 仁 l こ令うように改良したI' lijJ 則的な窓として、

全 国 3，400件 以 |二の主主物に保川 されて丸、ます。

園

日本エル三コヲ・3 三J 株 式 会 社

本 社 干 101 東 京 都 千 代 国 区 岩 本 町 1 11 2( 三 泉 ビ J レ) T E L 0 3  861 1891 ( 代表)

大 阪 営 業 所 〒550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 7  9( 東 ，羊ピル ) T E L 0 6  44 1  1978 ( 代表)

札 幌 事 務 所 干 060 札 幌 市 中 央 区 大 通 西 4 6( 往 生 札 幌 大 通 ビ ル ) T EL OI I  2223575 ( 代表)



設計者のプロフィール 50 関西の昭和生まれの建築家 I

加藤邦男
京都大学

聞 き手 ・編集総事 加藤 力 ( 京 都 工 芸 繊 維 大 学 )

プ ロフ イー ル撮 影 島 修一 (S T U D I O A ・T )

略 歴 かとう くにお

生年n口 昭 布J J O年 8 Jl 2J  fI (51  政)

出 身 地 大 阪 府

枇終学歴 京r. l 1大学工学部主l ! 築ρ向。抑制日

33年半業

教 戦 京 都 大 学 工 学 部 助 教 授

k 学所h 地 干606 京r. l ldi 左京区六回本町

石川県立向絵病院( 河北 i出向

松田J ) 鈍鶴市総合文化会館

舞 鶴市 総 合文 化会 館

( J 埠鶴 di l 京郎大学工学部

ill 築 系 教 室 新 実 験 棟 ( 京m

rnl 

時与な担車京 J レ コノレビュジェ

7 ランク ・ロイド ライト

h干さ主空 1111 ゴＯＢＧＢＯクの ｾｬｬ ｬｉ

ノぐ ロ ｹ クの ｾｉｕ ｊ

京都大学工学部建築系教室新実験棟

固執し、常に厳格たれ

森田建築論の継承者の 1 人である 。B1:H日生まれの設計者のプロフィ

ール企画50名の最後に 、特に登場願 った。建築論と設計との聞の思

考を実践している立場から、今後の建築に立ち向うべき姿勢などに

ついて、ご教授いただくためである 。

学で設計と研究 ・教育の双方を両立させ20年を越す。 それ以前、

京大卒業後エコール ・ラ ・ポザールで学び、引き続きフランスで都

市設計を経験している 。 日本に戻り、ポール ・ウ'ア レリーの建築論

の研究に打ち込む一方、 sI !i の:TXI凹友也先生のもとで設計に取り組む。

処女作が西宮下1]民会館。その後方憾の計画などにたずさわり、最近

では主として精神病院の諜題と計画に取りくんでいる 。お';H{ こめた

ゥーアレリーの研究では、昭和60年度日本建築学会貨を受賞。

設計者と研究者の 2 足のワラジをはくことについては、 1 人 2 役い

っぺんにこなしているとの意識はま ったくないという 。 その理由を

次のように語る 。「創造とは、全身全主かたむけ、 1 例の人間の中で

会人的に行なわれるもの、全人的につくられる作品が人に感銘あた

えるためには、感性や技術も必要であるが、っきつめるところ創る

者が全人的なものとして存らねばならない。すなわち学問をし、日

常の努力によ って人格を謄くこと、これが作品に反映する 」 さらに

森田、増田両師から学びと ったという建築家のあり方にも 言及し、

「建築家とは 、決して一級建築士などというレ ッテルで示されるも

のではない。単なる技術の職人でもなく、人間生活の求極の目的に

対し、建築技術を正しく選択し、酷伎できる者」 また 「原理を見つ

めつつ努力して仕事を完成し、それが人に深い感銘を与えるもの d

この意味で 、建築家も、詩人も、芸芸術家も皆同じであるという 。建

築家たらん者は、第 1 に真理の探求、第 2 にそのための日常のたゆ

まなき努力 。 そして第 3 に芸術的なものに向か つての笑現の意志、

この 3 点が必要だと説〈 。 そしてこの 3 点が現在の自ずからをいま

しめ、引きしめている基本的な立場であると語る 。

ところで今日、点から線、線から而に拡がるように、建築は者11市、

都市は門然へと次第に解体されている 。 こうした出沌とした状況に

あって、建築が本来なすべきことは 何か ? それは再び建築的なる

ものを復活させることにあるという 。過去のモニュメンタルな表現

とは呉な って、社会と人間の生活と実用に答えるべく新しい記念性

を建築は持つべきだという。さらに 、中世日本て・山水画を完成させ

た雪m. を引き合いにして、それは例えば、 雪舟が現実の風最を山水画

という手法で置き換えたと丁度、同じように、全体の風景を見る目

を再構築することが必要だと諮る。この点で中世ヨー ロッパの ゴシ

ック ともう一つパロ ックの建築様式の 2 つに大きな感銘を受けると

いう 。前者は全世界を視覚化することに成功し、なおかつ建築的 に

魅了したこと 。そして後者は形式にとらわれたルネ y サンスの建築

から、自分のヴィジョ ンと して解釈し絵を他くように建築を生み出

したと分析。歴史は過去のものとしてみるのでなく、みずからの芸術

的な仰として見つめ確認していくことが大切であると語る 。同じ意

味で、近代建築に対してもすでに古いものと性急に歴史の分類の中

に入れてしまう者が居れば、その人自身のまなざしがすでに風化し

ているのではないかと指摘。そこでものを見据え、勝負することが

大切だという 。

イ ン タ ヴ ュ ー の 最 後 は 、 ポ ー ル ・ヴアレリーの標語でしめくくっ

た。 Hosti nato Ki gor e、つまり 「常に自ずからに厳格であること、

そして固執すること。人生の最大の目的は自分自身の能力を白から

努力して切りひらくことにある 。 その目標は深〈、はるかかなたで

ある。実現するために自ずからの意志を強固にもち妥協することな

かれ」建築家のモラルにも通じるという。

建築家の人生は長い。20年から 25年、おぼろげなが ら手探 ってき た。

これからがいよいよ研究と設計とを発展させる時であるという 。あ と

10年、 20年 、あるいは 30年、長〈仕事を続けられるよう体の調子を

整え維持するという 。おだやかではあるが強固で妥協を許さぬ、哲

学者でもありそして建築家の目が光っていた。

( 本シリーズは 今 回 で 一 応 終 了 し 、 こ れ ま で の 州 頁 を 収 録 し た 臨 時 制 号 )

を来春に発行する予定です . )  
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風洞実験自動計測システム

1. は じ め に

日本建築総合試験所風綱試験係では、この度、風洞実験の自動計

illiJ システムを完成したので、ここにご紹介する。このシステムは 、

多くの 11寺聞と 1!i 用を必要とした従来の風洞実験のあり方を変えるも

のである 。 また、 111コ今コンビュータ化の披はこの分野にも押し寄せ、

風洞実験よりも数値シミ ュレーションが注目されてきているが、風

洞笑! 験による確認の意義は薄らいでいない。むしろ、 )! Ri問実験をよ

り身近なものにしたことによ って、これからますます風洞実験が必

要になると忠われる 。

2. シ ス テ ム の 概 要

当システムは次の 2 つに分けられる。

(1)  周辺気流illiJ 定

(2)  風圧係数 illiJ 定

システムの梢成ハードウェア概略図を 図一 1 に示す。

( 周辺気流測定用)

( 測定結果出 力用 )

図 - 1 システム概略図

2.  1  周辺気流測定

( 風圧係数測定用)

) ! i ! 止さ! ，: を対象とした周辺気流の笑験で、計画している高層建物肢型

の周辺に設定した iHl J定点の風向と風速を i!iJ J定する 。風向および風速

の測定は、それぞれ風向計および風速計をパーソナルコンビュータ

制御によるトラノ〈ース装置を用いて、一点ずつ測定点上に移動して

行なう 。 風速計は白金巻線のｾ Ａ ｜ｉｩ指向センサーを用いている 。 また、

風向計は当試験所が独自に ｼ制 発したもので、 ｩ ｈｬ ｊ 定点の平均ＩＡｬ ｬｾ 向を高

村 j支に求めることができる 。ハンドへルドコンビュータは建設予定

地付近の気象データを入力するためのものである 。

当システムを用いると、模型を) ! i ¥U同内にセッ トしiHl J定点の座標や

結来 11¥力用の地 図等をコンビュータに入力すれば、測定はコンビュ

ータによりすべて自動的に行なわれる。 if!l J定結果は if!l J定と同時に 写

真 一 Ｑ のように表示される。また、気象データとＩＡｩ｜ ｾｩ ｉｩｩ ｊ 実験結果を組

合わせて、笑| 努の風環境を予測することができる。

2 . 2  風圧係数測定

風圧係数の illiJ 定は外装材の設計荷重の算定等に必要であるが、建

物表而の風圧分布が充分に杷J症できる桜に密に il!l J定点を選ばなけれ

18 

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 誌 験 所

所 在 地… 吹田市藤白台5 - 8 - 1 〒565

電 話 ・(06) 872 - 0391 F A X  ... ( 06) 872- 0784 

業務時間ーー平 日 : 9  :  ｏｏ ｾ＠ 17 :  00 土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ Ｚ＠ 00 

写真一 1 周辺気流測定例

写真一 2 風圧分布測定例

ばならない 。通常、圧力百十は 1 fi で、名点の圧力を庄力百十に伝える

導圧告を切換えて礼IIJ 定するが、当システムではコンビュータi I ，IJ 御に

よるエアスキャナーを採用した。 iHl J定結採はやはり測定と同時に表

示される。 写真 一 2 はilliJ 定終了後の風圧分布を等圧線で表示した例

である 。

3.  おわりに

風洞笑! 験を自動化したことによ って、 11寺! 日! と経11 ( の削減が可能と

なり、当試験所の) ! i ¥U悶を手 '1をに利用していただけるようにな った。

今後、建築設計者の設計資料として役立つ基礎的データを者椴し、

|姐H寺公表していくつもりでおり、関係各位のご意見や漸新なアイデ

ア等をお寄せいただけたら幸いである 。 なお、当システムの詳細は

当試験所の機関誌 r GBRCJ 44号 をご覧いただきたい。 また、ご: i i l i

絡いただければ5 ] IJ 刷をお送りします。

( 研究員: 西村宏昭)



この人 岸山
豊 ( 大 問 時 主 ) 聞 き 手 塚 口 明 洋(塚口明洋建築研究室)

屈を建築家のサロンに

大部立fD-応は全国でもめずらしい建築 ・土

の専門E!? だけしか扱っていない本屋さんで

ある 。庖は河原町通りから一筋西へ入った静

かな袈通りに面して、京都らしい町屋のたた

ずまいの中に、その連続性を失わず存在して

いる 。べんがら塗りの格子戸だけが、全体に

沈んだ色調の中に浮き出ている 。庖舗i内部は

ゆったりした休だ! スペースが設けられており、

そこでコーヒーを飲み、主人と歓談しながら

本を吟味したり、世間話ができるようになっ

ている 。 このスペースが庖に集まってくる人

たちの交流の場として、京都の建築界の活動

の場として有意義に使 ってもらえるように、

というのが山岸さんの願いでもあるようだ。

大龍堂書庖 2 代目

昭和51年、父 ・龍次氏が突然亡くなられて

山岸さんが府を引き継がれた 。山岸さん28歳

のH寺である 。それから 4 年後にコンビュータ

ーによる合病の販売管理ソフトを導入。配達

販売が主体で煩雑な業務の省力化をはか った。

以後、 3 固にわたるレベルア ップを行い、現

在ではどこにもJ l けない自信を持っていると

のお話し 。 r コンビューターを入れて、得意

先の人からは 『大能堂さんも 2 代目にな って

おやじさんの面彩がなくな ったなあ 』 という

声もありますが ・ 」と笑いながら語られる

山岸さんの阪は、すでに 2 代目庖主としての

自信に満ちているように思えた 。

吉村先生との出会い

「昭和57年に庖を改造したんですが、その

設計を彬{ んだのがおやじの代からのおつきあ

いのあ った有村篤一先生でした。 r屈を建築

家のサロンに 』 というのがおやじの頃からの

ダでして、庖 ｾＱ Ｑｩの改造て Ｇ 庖内のイスを二つか

ら四つにしました 。 こうして建築家に設計を

お願いして実際にものができあがって、なる

ほどこの先生はうまいんやなあ、これが建築

デザインというもんやなあと、少しずつ建築

がわか ってきたような気がします。」と熱心に

語られる 言ー誕の 中に、主主築に対する愛情が感

じられた 。

ミニコミ誌「京都建築フォーラム」

その秋、庖の改造て・懇意にな った吉村先生

及び京都市風欽諜の人達と共同で「京都建築

フォーラム」というミニコミ誌を発行された 。 中の建築家の紹介とな っており、ミニコミ誌

メインの州は 『京都の街 ・怨築の点検』 と、 ならではの地域に箆: 着した内容が: t !:nl 主されて

『京都 ・私 ・往築』の二つで、前者は京都の おり興味深いものとな っている 。現在 8 号ま

町なみに| 刻するエ y セイ、後者は京都で活躍 で発行。寄干'I' ，，'J やインタビューは ノーギ ャラ、

やまぎし ゆたか

1948年、京都市生まれ。

1972年 、 立命 館 大学経営学部二部卒 明。

以後、家業の大龍堂書広を手伝い、 1976年より庖主。

1982年、庖を改造、建築家のサロ ンを兼ねた 書底を目

指すとともに、ミニコミ誌「京都建築フォーラL . J を

発行。

大講堂書底 (Sal on de TAIRYUDO)  fi 075- 231- 3036 

京都市中京区河原町通丸太町西入一筋目下ル二丁目

印刷、発行政は大龍堂負担。 r雑誌はあまり

無理! して出しても長続きしません。雑誌はど

れだけ続けられるかに意義があると思ってい

ます。京都建築フォーラムの発行を通じて人

の輸が広がったのが財産だと思 っています。」

さらに、シン; f - : 、講演会の開催もや っておら

れ、去年の 11 月に は京都国立近代美術館を 中

心とする繊先生の講演会を開催するなどタイ

ムリーな企画が私たちの目を 51 < 。

「本業のf!?庖と直接関係のないシンポ、講

演会、 出版は今、赤字にな っているが、決し

て慈普でや っているわけではなく、情報を提

供しながら本を売るという長期的な戦略のも

とでや っています。あくまで目的は以上のよ

うな文化活動により、ちょ っとでも本を買っ

てもらうことです。」と経営者としての新鮮な

経営方針を語られる 。

建築家が望む本を

2 年前から出版を始める 。「建築家が望む本

の出版というのがおやじの代からの考え方てや

読者に便利な本をつくりたいというのが主旨

て'す」と諮る 。今までに 「日本建築古典叢書」

f H E T E R O、アドルフ ・ロ ース」等を発

行しているが、企業としてはしんどい状態で

いつも嫁さんには苦労をかけている( 日本建

築古典E笹山は内藤昌先生が30年間帯和された

資料をもとに編集されたもので、この本全十

巻が完結すると工匠の道に関する秘伝が洩れ

なく公| 井! される )。建築家に便利な本としては、

「京都府主主築士事務所名部 J r建築法令実務ハ

ンドブ ックJ r京都市ボーリングデーター集」

を発行。 とにかく得意先が何をしてほしいか

を聞 き、そのメ ッセンジャー役。商売をつい

で 9 年目でようやくおやじがや ってきたこと

をできるようになったと語られる 。

「人は偶然の積み重ねを必然と考えて、そ

こに自分なりの道をみつけるべし 。」山岸さん

の好きな 言楽である 。山岸さんの人生に対す

る秘極的な姿勢が感じられる 。

庖告i I i の改造から始ま ってこの 4 年間、 3Fは

若々と手の届〈範凶に近つーいて来ているよう

だ。将来は府内に建築関係のビデオを置き、

T V で放映されたものをサービスで見ていた

だけるような形にもしたり。一般ユーザーに

も建築関係の本を買 ってもらえるような状況

にしたいと語る 。

山岸さんの人との出会いは、これからも京

都の中に新しい風を吹き込んでいくのではな

いか。今後の活動を楽しみにしています。
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会員クループの頁

2  

大 建 設 計

1986年 8 月来日夜、冷房の切れたビルの一室に をかわされました 。パフォーマンスの一言にひる N 氏 : 仙日本建築協会という半公共的立場の特性

中年の一団がよｾま っ て、中元のビールを前にして んだのか、しばし閑話休題、飲み交わす酒杯。酔 を生かして、各地域の公共事業体が主催す

いました 。突如、中でも甲維を経た一人がこう l叫 う中に、息をふき返した一団は、いつしか話題は る競技設計の結果を公表して欲しい。

びました 。「若いのはどうしたんや / J 会貝グルー 建築協会を離れ放縦無辺。いつもの顔ぶれとは進 S 氏 会資を安くして欲しい。

プの頁を飾るためにｾま っ た ｩｬ ｩ ｩ 中が 、 その集団の った沼会に楽しい i時を過ごした全貝から「建築協 G氏 : 緯築に関わるすべての人々の協会だが、知

特殊性に気づいて騒ぎ始めたのです。 会さん有難つございました ん っている会貝は少ない。会貝同志、会員と

一週間前の苦い思いが、幹事の頭をよぎりまし

た。忙しさにかまけて、これとい った準備もして アンケー卜 集計 ( 回収11名 )

いなか った幹事は、あたふたと準備を始めたので ・毎月「建築と社会」は

す。 まず会貝の拾い出し、酒 ・会場の手配、ア ン ・封を切 ってパ ラッと見るだけ

ケートの文笑作成 ( これは前回の近畿地建さんの ・ザ γ と限を通す

原稿を参考に作成)。 会只の名前を拾いながら思っ ・決ま った記事には nRを過す

たのです。高齢者の多いこと 。会員 28名中、 50歳 1  ギャラリー

以上 8 名、 40代 12名、 30代 6 名、 20代無し 。 2 作品 ・作風

モゴモゴと言い訳する幹事に、多声がかぶさり 3  設計者のプロフィール

ます。「若いのを呼ベ グ」 とるものもとりあえず、 4  インタビュー

5  建築の 11艮

・ご意見

協会のつながりが「建築と社会J を通じて

だけなので、明ラウンジ卵、、ロビーか等のス

ペース提供をも っと積極的にはたらきかけ

0 名 て欲しい。

7 名 S 氏 : 特集記ぶには興味深いものがある 。

4 名 A 氏 ・「協会に入 っていて良か った」ということが

4 名 無い。 なにも 「得する J ということではな

2 名 〈て、 「意義があ った」ということでも良い

3 名 のだが一一。具体的にどういうことかとい

2 名 われると適当に言い表せないのだが。小生

1 名新入社貝を含む れ若いのH が 4 名、酒の餌と年長

者のすごみで辿れられてきました (写真参照 )。 し

かし、異様な中年集団に若者のなじむはずも無〈、

ただ猶をしばし喰 った若者は、 i受然とした 中年の

入会勧誘をやんわりといなしつつ消えていきまし

T 氏 当社会員はほとんどロートルばかり 。若者

も後然と入 っているだけという感じ 。そん

な人が多いのではないだろうか。活性化の

必要大いにあり 。具体的な名案はと 聞かれ

- 新入社員に対する入会 P Rが不足。雑誌 ると困るが ・。

の内容、会の活動に不満があるわけではな

た。 こうして新入会只は増えませんでした 。 いが、もうそろそろ脱会しょうかなあと思 幹事のひとこと

突如:矛先は、取材におみえいただいた、事務局 築中 。 i酉会は矧せずして、大建設計をあますところなく

の活手 M氏への質問に集中し始めたのです。「建築 S 氏 作品 ・作風の頁が、一昔11のゼネコン、設計 表現できたのですが、ったない幹事の畿はそれを

と社会」編集に対する不満 、卒業に対する不満、 事務所にかたよ っている 。 もっと会員誌な 十分お伝えすることができず残念です。協会の利

会貝に対する 不満、そして多彩な質問。 しかし、 ら、会員の作品をまんべんなく載せるべき 点を生かして、今度は、他社との他流沼会も面白

「今日の主題は 、皆様が、ご自身でパフォ - 7ンス だ。 いなどと思 っています。

して s依〈企画ですから ・・。協会は皆様会員の方 M 氏 年間特集を組んで、一つのこと ( 特定建築、 Ｈ 文ｽｾ北村恭一 Ｏ 大住設計 Ｉ

方によ る自主連営組織ですから 、皆様によってす 特定工法、特定建築家、ディテールなど )

べて決まる訳ですから ー ・。」と M氏、巧みに矛先 を官民〈掘 り下 げた記亭が良いのでは ? 次回は大林組大阪本庖設計部を予定

20 
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法 令 コ ー ナ -

2 1 6  

日 影 規 制 の 許 可 制 度 の 適 切 な 運 用

建設省は、昭和61年 7 月17 日付けで各特定行政

庁に対し、日影規制の適切な実施を図るために、

建築基準法第56粂の 2 第 l 項ただし位の的確な活

用を進めるよう指示した 。 また、ただし告の規定

の適用が適切と考えられる場合について、具体的

な参考i j 1 . 例もあわせて示している 。

建築基準法第56条の 2 ( 日影による中高層

建築物の高さの制限) に係る許可ll ，Ij}3l : の適

切な迎用について (抜率)

主主築基準法 ( 以下「法J という 。) 第56条

の 2 の規定に基づく日影による中高層建築

物の高さの制限 ( 以下 「日影規制」と いう 。)

については、古車行以来おおむね 8 年間を経

過し、広〈一般の理解を得、定滑をみてい

るところである 。一方、日影規制は、都市

計画による用途地域等の指定と述動して適

用区域及び規制内容を定めている場合が大

半であるが、市街地における土地の状況の

多機性などにより、日影規制が目的として

いる敷地相互間等の比較的近隣における地

区の環境の問題と都市計画上の観点の聞に

議離を生ずる場合もあることなどから、個

々の具体的ケースについてみると、局所的

に規制の適用において合理性を欠き、同条

第 1 項ただし舎の規定により迎用の適正化

を図るべき I )'; 例もみられる 。

問項ただし st の規定の運用については、

昭和52年 10月28 日付け建設省住指発第 771

号をも って建設省住宅局長より、この規定

は土地の状況等によ って は問項本文の規定

による一般的規制をそのまま適用すること

が不適当な場合もあることを考慮したもの

であるので、必要に応じ適切な許可の運用

を行うべき旨通達しているところであるが、

今後、日影規制の適切な笑施を図るため 、

問項ただし岱の規定の的確な活用を一層進

めることが必要と考えられる 。( 以下略)

1.  法の規定上は日影規制の適用を受けるが、地

形、敷地の周囲の状況等からみて日影規制を適用

することの意味がないか、または規定どおり適用

することが不合連! と認められる場合

回

道路

ー| 動 惜 別 車

図 1 10; ( - 卜) 1; ぞライン

(1) 敷地と北側隣地との高低差が極めて大きいこ

と、敷地が南向き斜面にあること等のため、日彬

の測定面が地盤面下 1;: あ る も の ( 図 1 )  

(2) 敷地と道路、水面等の聞に、帽の狭い土地が

あるもの ( 道路等と敷地の聞にその道路等と一体

をなす修素的な機能の路線状の公図等がある場合

等) ( 図 2 )  

道 路

図 2

(3) 地物等による日; 診が大きく、建築物による日

影は笑質的に他の敷地に及 lまないもの( 建築物の

敷地の北側に土提などの施設があり、建築物によ

る日影は実際には他の敷地には生じず、かつ、土

堤等の上に生ずる日影を規制する意味のない場合

等) ( 図 3 )  

地物による日景殺事

. . /  

ど /

図 3

2.  日影規制の対象区域の境界線付近に敷地があ

る場合で、敷地の位t也、周囲の土地利用の状況等

から、局所的に日影規制を適用する意味がないと

認められる場合

困

(l )  建築物の敷地は、日影規制lの対象区域内にあ

るが、当該敷地内の部分を除〈対象区域内には軽

微な日影を生ずるのみであり、かつ日影を生ずる

区域の土地利用の実態からみて日影を規制する意

味のないもの。

(2)  建築物の敷地は日影規制lの対象区域外にある

が、対象区域内に経微な日影を生ずるため日影規

制の適用を受ける場合で、日彩を生ずる区域の土

地利用が対象区域外の土地利用と一体的、連続的

であること等により、日彬を規制する意味のない

もの。

3.  日野を生ずる土地が建築物の敷地とならない

ような措置が講じられており、日影規制を適用す

る意味がないと認められる場合

( 大阪府建築指導繰 押川兼宏)

建 築 基 準 法 第 12条 の 規 定 に

基 づ く 定 期 報 告 対 象 建 築 物

等 の 指 定 の 拡 大

従来の特殊建築物 に加えて、事務所その他 これ

に類する 用途に供する 建築物についても 、① 多数

の者が利用 する等によ り、発災の際に特殊建築物

と同様の被害が予想されること、②防火関係の規

定が特殊建築物とほぼ同様に適用されること等に

より、階数が 5 以上で、延べ面積が 1，000 m' を超

えるもの、も定期報告の対象建築物とされた 。

これをうけて、大阪府および大阪府下特定行政

庁では昭和60年 4 月以降、防火関係規定が厳しく、

また大規桜で適正 な維持管理の確保を必要とする

階数が 5 以上 であ り、床面積 の合計が 3，000m' を

超える事務所ピルを定期報告の対象建築物に 指 定

し、定期報告制度の積極的な運用を図ることとし

た。 ( 別表 )

定期報告対象建築物および建築段備 (別表)

対象建築物 建 築 股 繍

用 途 組 ffi 報告 内 Il! !fi 組柑

時 1111 時 !111

学 校 体rr I  2. 0oo m' をこえ

航 るも円または 3

階以上のもの

昭和55

年よ' )

公会堂 ・集 2 年ご

会場 とに l

回

劇館場・ 主映主渇画

( 屋鋭?覧外直場にあ

る<>ものを除

ホテル・旅館 ト一一一 5∞耐をこえる 毎 年

児m編祉地 300 m'こえるも もの l 回

股等μ グ(コ袈収品限在健 的

ぺtEE' ヵe る

Z施も量町に る)

f d院

診政者療向が収所あ容る( 施lもE  

のに隙る }

百 貨 庖 守 l 似ぬ 昭和56 ! 1 似氾

ーケ y ト m' をこ 年よ' ) ! ，げをこ

展 示 場 物 え る も 2年 ご え る も

品 販 売 業 を 町 とに l 的

営む庖舗 』一一一一 1. 5∞ 

5∞m'  I  I  I  5∞m' 1' げをこ

公揖浴場 をこえ を こ え え る も

るもの 1. 500 る も の の ( 出

m' をこ ト一一一

キャ" レー える ?途も昆 合l I l i主)

カフェー ' の (

ナイト 7 ラ 1. ∞0 合周 )1 1  1 冊。 毎 年

プ ・パー 耐をこ m' をこ

F革 開 場 ・ 遊 え る も えるも l 回

技場 ・待 合 同 町

科連庖

飲 食1苫

博物館・: x ! 昭初55

術 館 図 書 2. 0∞ rげ を こ え 年 よ q

館・ポーリン 3 年 ご 2. 0∞ m'をニえ

グ 場 ス ケ ー る も の とに l

ト3晶 水 祢 回 るもの

場 ス ポ ー

ツ 練 習 場

年昭和5e16 ＵＰＰｲ げをｾ［Ｚ之、
寄宿舎 34ニ かつ3階以上町

500 m' をこ之、 とに l むの

回

かつ 3 階以上町

昭和57

むの 年よ' )

共同住宅 3'" ご

とに l

回

'1' 務所、そ 階数が 5 以 上 で 昭 和61 階数が5以上て二

円他これに 3目∞Om' を こえ 年 よ ' ) I  3. 仮泊耐をこえ 毎 年

却するもの るも円 3 年ご るもの

とに 1 I  1 1  回

回
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劇場空間は魔術的

小学生の頃、年末になるとよく南座の顔見

世につれてゆかれた 。花道の脇の析j常l立、子

どもが連れられてゆくのには好都合の場所で、

理解不明のせりふが続く時には半分限 ってい

ても、大人達は気にせずに芝居を楽しんでい

たようだ。半分以上内容がわからないもので

も長時間の「大人の娯しみ J につきあえたの

は、芝居の流れはともあれ 、次から次へと見

せ場が速なり、全体として「序破急J の鱗成

による心憎い演出のためであろう、と気がつ

いたのは、もちろんずっとずっと後のことで

ある 。

』劇場 の様々なカ、たちと 意味解読

本fSの魅力は歌舞伎的構造をもっていると

ころにある 。新しい趣好のモノを巡る物語が

次から次へと登場し、それぞれが一つひとつ

の見せ場を持って速なり、あれよあれよとい

う聞に最後までひっぱってゆかれる。

仔IJ えばこんな話がある 。

舞台の 「主争J I守尋」といった言い方を

よくするが、なぜ舞台の左右を主予というの

か、不思議といえば不思議で・あ った。本{ Lt で

は、こうしたがり剣一 一近世の歌舞伎に限るが

一一ーを巡 る様々な事柄を豊富な資料と卓抜な

推迎力でも って読み解いてゆく 。

& 場面とまで言われた劇場空間が、宇宙大

のな l床を持っていたこと。その空間が現代の

プロセニアム劇場と異なり、観客席と舞 台と

が一体とな った空間であること 。 当時の劇場

を形成していた諸要素一一都市の 中の位置、

惚 、者板、桟敷、橋、道、幕、役者の名、見

得などが次々と解説される 。特に縦横に用い

られている川柳は、とりわけ印象的だ。

副題に「近世都市の祝祭空間」 とあるよう

に、江戸時代の者I1市空間を 、芝居小屋を素材

にとらえた文句なしのおもしろさに魅了され

る。

しかし、おもしろさが逆に疑問ともな って

隠れた秩序

芦 原 義 信 著

「街並みの美学j 、「続 ・街並みの美学J に絞〈

戸原美学の第 3 5単。前 2 冊が主張していた 「日本

も西欧的な計画的都市づくりをめざせ」と いう論

返 ってくる 。 まず第一に、こうした一種の民

俗学的手法での研究の場合によく感じる歴史

' 性の iil r . 弱さである。

江戸時代といっても、歌舞伎及びその劇場

の形は非常な変貌をとげている。一つひとつ

のモノの説明に資料を総動員していることが 、

かえ って 歴史性を弱まらせているようだ。

第二に、上方と江戸ではかなり劇場様式も

採な って いたわけだが、その追いが十分述べ

られていない。服部氏の 旧著「歌舞伎の構造」

大いなる小屋

近世都市の祝祭空間

服 部 幸 雄 著

大いなる小屋

1111... 

平 凡 社干IJ 2 ，100円

では、この点をむしろ強制しているのだカ九

第三に 、前述した歌鋒伎の諸要素の意味を

説明するのに、江戸時代の身分制、型の重視

を媛用していることが多い。本来、かぶ〈芸

能、悪所で祉行われ る芸能であ った歌舞伎の持

つアバンギャルド村利lや、栗本↑ 兵一郎風に言

うなら、| 制の者11市 て- 行われる絶対的な他者に

よる見世物とい った 狼維なるものの力が、や

や経〈扱われているところがある。

勿論、本舎の中にも都市空間での悪所性や

最下等役者の持つ逆転した優位性などについ

ての魅力的な叙述はあるのだが、少し物足り

なさを! 感じる 。

新刊寸評

よ1) 、都市レ ベルの枠組みから都市長観を美しい

ものにしてきた西欧的アプローチは、日本人に向

いていないというわけだ。個々の建築の街並みへ

の配慮が都市長鋭形成のポイントだという著者の

アピールは、建築家への励ましであると同時に、

都市景観行政へのポストモダン論からの反撃とも

橋 本 敏 子 (生活環境文化研究所)

ところで著者もあとがきで述べているよう

に、本書は建築史的なアプローチではない 。

具体的な劇場の「かたち J の深層的な意味に

ついて 、精神史的な商から考察しているもの

である 。

前述したような疑問は、読者の過大な「お

ねだり J でもあるわけで、むしろ、著者が力

点をおいた劇場の様々なな l床の解説を素直に

評価すべきであろう 。

とりわけ、劇場を構成する様々な要素が、

それぞれ深い意味と施術的な力を持つことを

わからせてくれる点は興味深い 。また、第一

主主で述でられているように 、劇場が街を活性

化させ、人を招〈カを持 っていることを思う

と、現代の消費社会と、江戸時代のスノビズ

ムとの類似性にも改めて気づかされる 。

最近の劇場建設に思うこ と

それにつけても、各地で次から次へとつく

られる最近の劇場、あるいは劇場のみならず

各種の文化施設を思い浮かべると、建築家逮

がどれほどまでに、空間の精神的な意味に深

くかかわって仕事をしているのか、考えさせ

られる 。

余談だが、本苫ーで示されたような忠、考が、

実際、建築にかかわる人々にどのように読ま

れるのだろうか、と気になる 。 もしかしたら、

情報消費のーっと して、これはこれ、仕事は

仕事、と きれいに 別 の回路で流れてしまつの

ではないか、などと考えてしまう今日この頃

である 。

讐評委員( 敬称略 )

{ 刑事郁自1¥ ( 日建設計 )

伊 従 勉 (京都大学教養部助教授 )

太図隆信Ｈ坂倉建築研究所大阪 ｾ ｉＺ ，務所長 Ｉ

加藤邦男 ( 京都大学建築学科助教綬 )

橋本敏子 ( 生活環境文化研究所所長 )

増掛l昌利 ( 神戸市営総書Il )

山形政ng (大阪芸術大学建築学科講師 )

近代建築のアポリア

八 束 は じ め 著

難解な本だ。用語の一つひとつがなじめない。

加えて持ってまわ った表現が統< 0  1920年 - 3 0年

代の近代建築についての一応の知識を持 ってい な

調から 「我国には固有の秩序一一隠 れた秩序ーー とらえられよう。
いと、まず読み通すのに苦労するだろう 。

が現に存在する」という風に変化している。建築

の外観の統一、あるいは計画的な道路パターンに
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( 地掛l昌平1] / 神戸市 ) しかし、おもしろい。これまでの定説をゆるが

( 中央公論社刊 1，600円) せるような挑発的切り口がある 。とく にポストモ



読書はもっぱら車の中

家では、本をほとんど読まない 。読む H寺間

があれば、食べる物を 一-一・ 、つまり料理に近

いことをしていたい方だ。 日H起日は家事デー

だし、週日は、帰宅するのが大体 9 時、食事

をすませれば、夕刊に目をとおして、 T V の

最終ニュースを見るだけ 。 こうい った生活を

していて、長い聞に身についた習慣なのか、

私の読書時間は、大低の場合、乗物の中であ

る。家から事務所への往復の' 屯専の中と、現

場への車中、 15分とか30分の細切れの時間に、

キュ ッと集中して読んでいるのだが、ちょ っ

と短かすぎて残念だ。 だから車中行程が 2 JI寺

聞とか 3 時間ある出張、それも 一人で行く出

張は大好きで、 tt 重で、仕事よりも読書が楽

しみだったりすることがある 。率で行くから

一緒にどうですか、などと誘ってくださる場

合は、ほとんど丁重にお断りする 。 こんな具

合だから、読主jーは好きだが、 11J : は僅めて少な

し、 。

イッキに誤: む

最近、イ ッキに読み飛ばしたのは、夏樹1静

子の「ドーム、終末への序曲J。こういう類の

本は、滅多に読むことがないのだが、資料が

形式なので、読むものの知識の無さがこたえ

て読みづらい部分もあったが、それでも南シ

ナからヒマラヤにかけて、食物や調理法、民

俗の信仰など、日本古来の文化と照らし合わ

せて興味深〈読んだ。民俗学、考古学、植物

学、歴史などの専問学者の共同研究という自

由な取り組み方は、さすが京大人文系である 。

もっ と早くに読んでおけば良かったと思う本

の一つである。

車中で読む都合上、分厚い大きな本は重く

て苦手。 どうしても軽便な文庫本が多くなっ

てしまう 。ゆっくり机に向かつて読みたいと

思 って只った本で積んであるのが何冊かある 。

佐 々 木 恵 子 (ア トリエ トリフオイル)

仕事の' t ' r の害IJ には見合 った 扱いを受けていな

いのではないか、という疑問から発した論文

である 。学者の論文に大仰次郎立が与えられ

たということにも大いに興味を持って買った

本である 。 I家事大革命」は、 「アメリカの

住 宅 ・近 隣 ・者s市におけるフェミニスト ・デ

ザインの歴史」という大変長いサブタイトル

のついた本である 。大学の住居学や建築学専

攻の人達が読めばいい本のようだ。 アメリカ

の家族意識の変化や傾向を知れば、日本の傾

向がt1jl し計れると思うほど楽天的で‘ はないが、

全てにアメリカナイズしてきた日本人の生活

を振り返ると、この本も多少は興味をそそる

ことになる 。家族の崩壊がどこまで進むかは

別として、住宅の設計に携わ っていると 、家、

家庭、家族の意識、形態の変化は、極〈日常

の問題として捉えていなければならない 。 こ

の 2 冊はなんとか今年中に読みたいと，思う 。

マイペースで読む

こんな瓜に書いてくると、読書の傾向なん

ぞ全〈見当たらず、手当り次第、気の向くま

まに読んでいるのがよくわかる 。 、時間がで

きたら読もうなんて思 っていると、年をとっ

ＷＷＲＲＲＺＺＳＲＺｇｌｦ［ＷＷＲ 開ＢＢＢ ， ι ｾ ， Ｎ ｾｾ ＮａＭ 刊 ｊｦ＿＿［［［［ｲｬｚＡ＿ｬｦ［［ 、
かして人類を生き残らせようと願 って、巨大 その中て¥無理して持ち歩いて読んだのが、 すぐ読みなさい愉とは先殺の言葉だったが、

なドームをつくる話である 。 テーマそのもの 今は亡き野上弥生子の「森J 。静かな、それで 故近、まわりが老眼で騒がしくな ってきて、

はシリアスでしんどいが、内容は、ドームの いて深い所に女性的な激しさを秘めた語り口 いよいよか、の! 惑がある 。かといって時間が

アイデアから、それを具体的に建築していく で、生生と綴られた文字通りの大作である 。 できたわけでもなく、まあ、この調子でぽち

プロセスがリアルに描かれていて、結構楽し 「秀吉と利休」で、その筆の綴密さに感動し、 ぽち読むことにしよう 。

んだ。瀧本敦若の「ヒマワリはなぜ来を向〈 以来、野上ファンを自認している私だが、こ

かJ は、電車を待つ間に苔庖へ入り見つけた の「森」は、とくに明治時代の日本のクリス ささきけいこ

ものだが、外見にはわからない組物の生理 ・ チ ャンと その周りの人々の生活と心的苦悩が 1940年 2 月20 日生まれ。

生活が、シロウトにもわかるように舎かれて 透明に拙かれていて、不思議なほどその時代 1962年京都工芸繊維大学意匠工芸学科卒業後、坂倉準

いる 。著者自身が、その不思議に素直に感動 に引き込まれてしま った。生きていれば、野 三雄築研究所大阪支所に入所。

されていて、それとこちらの鰐きとがダブ つ 上弥生子と同い年の祖母が聞かせてくれた普 1972年アトリエ ・トリフオイルを開設、現在に至る。

て読みやすい本である 。何げなくっ き合って 話に似た部分もあって、感銘を深くした作ｲＮ ｾ Ｑ 2 級住築士、日本イ ンテ リアデザイナー協会会只、大

いたテラスの組物への思いやりが深ま った気 である 。 阪市荻鋭態談会委只 ・まちなみ: ! ' t 審査只。

がする。上山春平他による 「照葉樹林文化」 松んである本で、なるべく早くと思 ってい 代表作、インテリア. ホテル西長門リゾート( 山口県)

とその続編は、十何年も前に発行されたも の るのが、芳賀徹著の「絵画の領分J と、ドロ ホテルニューオオタニ内なだ万( 来京) 、住宅説計 M

だが、日本の純文文化を含む文化系が、組物の レス ・ハイデンの「家事大革命」。前者は、 11下 さんの家( 京都下問) 、北白川 I 邸、東灘 S 邸、嵯峨野

照葉樹林帝という生態系と一致するという仮 年の大作品次郎1 ' i : ・を受けたもの。明治以後の洋 M邸、大阪 Y 邸、大津T 邸ほか。

説をもとに、解き明かされていく 。 こちらは 画家が、同時代の文学者や思想家に比べて不 アトリエ・卜リフオイル

「ヒマワリ ・3 ・」と異なって、専門家の討論 当に低〈評価されているのではないか、その 大阪市北区天満 3 ー1 - 1  f t 06- 351- 6 307 ・8920

ダン論華やかな昨今、 r  ... . . それは、近代の成立

以後、その幣害に対する反発として出てきたわけ

でない ー 。それはモダニズムに常に彩のように

つきまとう同伴者であった」という指摘にはうな

ずける 。

著者はまだ若い。読書会のテキストにも って こ

いの本。

( 地洲昌平1] / 神戸市 )

( パルコ出版事'J 2，300円)

新刊寸評

す き ま 風

柏蔭雑想

谷 口 尚 武 箸

長い会社生活の記念にと、在戦中に社内外の出

版物に そ寄稿した文章をとりまとめた随筆集である 。

昭和28年から、昭和60年迄、執筆順に並べられた

各文が、 WI せずして、関西建築界の歴史にな って

いる 。建築関係の文章だけでなく、思い出の記、

折々の随想が、ア γ トラ ンダムに 挿入されている

が、その附合いがとてもいい。各文ともに、無駄

のな い簡要をえたなかに、何とも 言えないほのぼ

のと した感じと、ひ ょう ひょうと した味わいがあ

る。楽しく、興味深〈、思わず読み ふけって しま

った。

なお、本当は限定非売品です。( 希望の方は 、日

本建築協会 ・制.J.I;;へ術J j A 給ください。)

( 太田隆信/ 坂倉建築研究所)
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| 新建材紹介コーナーぬ[ u 防 建 築 協 会 建 材 委 員 会 1

株式会社セブンケミカル

コ ン ク リ ー ト 保 護 工 法
本社 ・工場 t奇玉県比企郡滑川町大字都25- 43 (東松山工業団地内 ) (干355) n u493( 56)3195附

セブン C Rシステム

東京営業所 東京都新宿区西新宿7- 18- 5 中央第7西新宿ピノレ302号 ( 干160) n 03(366)261錦町

大阪営業所 大阪府大阪市西区江戸堀 1- 8- 15 ニューエドパシビル4 F (干550) 含06( 448) 5661刊

九州営業所福岡県福岡市東区馬出ト2- 21 第2岡部ビノレ2 F (〒812) n 092( 651)5748附

- は じめに となっております。

高度経済成長下において量産された建築物をは

じめ、老朽化とスト ック建築物のWI 大 が ク ロ ー ズ

ア ップされ、それらの建築物の耐久性向上と新し

い機能付加等による有効活用が今後の霊安な課題

このような背長のもとにコ ン クリート構造物の

早期劣化は、コ ン クリート - クライシスとして社

会 問 題 化 し 、 耐 久 性 向 上 技 術 と メ ン テ ナ ン ス 技 術

の 確 立 が 急 が れ て お り ま す。

褒ー 1 コンクリー ト欄造物の劣化要因と対策

劣 化 現 象 | 袈 因

コンクリートの ｼ空気中の炭駿ガスＨ水ＧＧＱＢＧに存証する炭般又は塩ｾＨＩの作

中 性 化 | 用によりコ ンクリ ー トのア J レカリ性が失われていく .

| 鉄筋がまわりのコ ンクリートの 中性化、ひぴわれ等に

鉄 筋 腐 蝕 ｼ伴う水分と桜並 ｅ による駿化巡元反応、溢分等のｾ似 ｬ 性

化学物質( C I - 、SO. -) 制 i曳1f t 流等によ って発錯する .

コンクリ ー トの |コ ンクリートの併容応力以上の応力 ( 主として引張強

ひ ぴ わ れ |度) が作用して生じるもの。

水 | 水が部材断而を透過して惨みでるか、部材内または郎

材聞の ｴ ｬｬＱｾ車部分をￌￚｬして漏出する Ｎ

使用環境、熱、化学作用によ って、ポ ップアウト、最 l

表 I茄 劣 化 | 離、制l 務等を起こす. 汚れ、脆弱化、粉化、 Jft;. 粍、 他

裂、エフロレ y セ ンス等を含む.

J点

E孟

ンクリ ー ト中の水分が凍結融触を繰り返し、ひぴわ

害 |

れが発生したり淡府が，70J 離したりしていく .

鉄筋が極化物の含まれた1 l I 解質溶液と接触することに

-m I  
よって鉄筋の腐触が巡行する 。

合且樹脂可 繍 性 ・高気 曹性 Ｍ ｾ垂水性 ・ 防水性高接 鰭 カ

ｾガス遭遇性 ・ ｯ￦ ・ 応 力緩和酎［ｊ ｗ 絵

銅 剣 理動性・安定住

セ〆 ント防'向性・耐水位・高温度

剤

材高いIl置 。耐υぴ割れ性

加 剤" 防銅佳作' 慢性

下地強化材料 下地補修材料

図ー 1 構成材料と組成

下地ひびわれ補修例

対 策

ン ｴ＿ 己 ｴ 性が悶＼ｾ気Ｈ C02 ) を巡

Wr する 。

C 0 2 や極分、その他の腐蝕物

質の似入を防止し鉄筋を充分 ｾｊｪ

触する .

下地挙動に追従し、下地ひぴわ

れを表面に出さない。

送水性が緩めて低〈水を完全に

遮断する .

f定期環境 ・熱、化学作用の影響

を遮断する .

l吸水・透水を少なくする .

t毎温粒子等、 二次的広分(塩紫イ

オン) の佼入を遮断する .

材調‘ い強度 ・耐υぴ割れ性

加 剤金属イヨT ン封舗 - 1写実性

仕上材料

新 政 時

。o 0  
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0  
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0  

0  
0  

0  

o  0  

n  
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0  
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A  ンーリ ング材

B  下地闘盤材 S

下地聞聾材 S

仕上材

劣化、 中性化が進行中のコ ンク リー ト面の補修例

。 ｾ。 . 1  1. "  、 弾性モルタルM

r  • ， 鉄 司 ・

. 。

(; 0  "  

。 ，

。

戸、，

.  .  

• r  

?  ' 筋

引｜ ｾ 批判

。

.  

露出鉄筋の繍修例

下地園整材 S

1  1  ｾ＠ 11¥ ｾ仕上材

U ρ 0  
¥リムーーセ プノメリッ ト • ｊＯ ｉＭ たミ ｾ ｜ 川 L_ _ - ! nM材R

ω o 。

"  e 、h 時々 型l 一J . . U- I単性モルタルM

;、 " ， 

本

。 仕よ材

。ｾ c  。 。

。

筋 下会也嗣蜜柑 S

。1 1  0  0 " も1¥- 戸セブンメ1) .. ，ト

。
c、

図 - 3 適 用 例
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表 - 1 にはコンクリートに生ずる劣化現象とそ

の主な要因を示しましたが、これらの諮現象を修

復 す る と と も に 再 発 を 防 止 す る た め に は 、 劣 化 現

象とその筏皮に凡合 った補 修 システムが婆求され

ます。

今回ここに紹介するセブン C R システムは、布Ii

修モルタル、下地調整基材、化粧仕上材の全てに f単

位を付与したシステム工法です。

- セブン C R シ ステムについて

図 - 1 に榊成材料と組成を示します。 このシス

テムは、セメ ン ト、アクリル系ゴム及び特殊骨材

からなる 3 組 類の蝉性ポリマーセメ ン ト系補修材

と、数般のfil1長 型 仕 上主主材 の組み合わせて' 構成され

ており、新築はもとより補修工事についても下地

の劣化状況により適切なシステムを選択できます

( 図 ー 2 及び図 - 3 参 照 )。

・狗i性 ポ リ マー セ メ ン ト 系 補 修 材

改 修 工 事 に お い て 鉄 筋 や 鋼 材 の l坊鈴材として用

いられる防鈎材 R 、はつり ・はく t高等の欠扱苦11の

事II i 修に用いられる iljl 性 モ ル タ ルM 、そして下地調

盤 材 S の 3般 で 椛 成 さ れ ま す。

これらはいずれも広範囲の温度領域において可

とう性を保持する型jl 性 ポ リ マ ー デ ィスパージ ョン

を使用したセメ ン トペースト並びにセメ ン トモル

タルて¥付活性、ガス遮断性、防水性等に後れた

性能を有し、コ ン クリートの劣化抑制に効呆を発

却 し ま す。

Il 合斡断

図 2  工程と使用材料



関西地区セブン C R会会員( 施工代理庖)

中央建材工業側大阪営業所 大阪市西区江戸堀ト8-15ニューエドパンピル ( 干 550) 含 06- 443- 6665

附大徳機工商会 大阪市浪速区幸町2- 2- 3 (〒556) 宮 06- 562- 2226

1清士技研興業側 大阪市東区本町2- 25ビ ジ ネ ス ピ ル ( 干541) 含 O令 26ト5222

( 附金沢塗袋工業 京郎市北区大宮北箱/ 井町 112- 9 (〒603) 含 075- 491- 2973

m住防水工業側 倉敷市述砧町i ! I ! ぬ4153 ( 干 712) 合 0864- 66- 0378

側 三 木 盤 裟m 大阪，Ij 佐官区苅 1112-9- 35 (干558) 宮 06- 699- 6565

1附小野工組 大阪府摂油市千里丘4- 14- 32 (〒564) 宮 06- 389- 2831

側大飯防水ill 般社 大阪市天王寺区糾差町7- 6 ( T' 543) 合 06- 762- 5621

サンプラス建材附 大阪市北区東天満 1- 2- 2 ? ナカビノレ

セ キ シ ュ ウ 技 研 附 大 阪 市 東 淀 川 区 菅 原 子 11- 35

竹林塗装工業側 大阪市淀川区新北野ト 12- 2

( 附特殊技研 大阪市北区末広町3-21 星和地所扇町ピ J レ

東洋シポデ ，' 7附 大 阪 市 東 区 布 施t.ff， I- 2- 1 高腿備東洋ピル

(附手!I日f防水工業 和歌山県西牟婁郡白浜町1075

鈴 木 興 業 側 京都市左京区正滋院川原町 12

( 干530) 宮 06- 358- 3616 

( 〒533) 告 06- 326- 1088

( 干532) 宮 06- 301- 9281

( 〒530) 含 06- 315- 0700

( 〒541) s 06- 227- 1571  

(〒646- 13) 宮 07394- 3- 1116

( 〒606) 宮 075- 761- 1226

- 伸長型仕上塗材

先に紹介した狗i性ポリマーセメント系補修材の

施工により相当の保護効採が期待できますが、な

お一層の耐久性向上と美装の目的でこの伸長型塗

材が用いられます。

これはポリマーセメント系の C R仕上材、アク

リルゴム系のセブンウオール、そじてアクリル系

のセブンコート等で構成されており、下地亀裂に

対する十分な追従性 、ガス遮断性、遮t ; j [ 性等を有

し、コンクリートを劣化させる外的要因を遮断す

果
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セメントと特殊合成樹脂

セメントと 7 '7 ' 11レ樹脂

10mm唖の拠形鉄筋をワイヤーブラシでサビ滋した( 3 組ケ

レン) 試料に1 . 5kg/耐の割合でハケ塗りし 10 日1111乾燥した.

褒 - 3  ! 単性モムタル Mの性能I l t 験結果

Jfj 白 プレーンモル7 ル 弾性モルタルM 備 考

耐ひび釦1111.性 f41i ' ; なし J I SAI 4011 

由J iir 蚊 性 異常なし J I SA13011 

1111 1-)' i立 l!r 87kgf  /cm'  70. 41唱 f/cm J  IS A  1172 

圧 縮 強 度 312. 5upkgf/arI 143. 6kgf/ cm J I SAI 172 

中 性 化 試 験 6  mm 3. 5m.  

lii¥ [幽 試 験 25. mゆ合指 J  [ S  K  5400 

進 水 試 験 11O. 0g (100)  1. 5g(  1. 36)  J  [ S A 1404 

表 - 4 下地開整材 S の性能紋験結果

その 1 書祖性能

項 目 試験条件 結 集 1柑 )!j 

2. . 厚 異常なし J  15- 6916ij1r拠

υ ぴ御lれ性 5. m厚 舛常なし

5mm厚36'C40%RH )'4干i; なし

iiJ ifi 黙1' 1 lロh、
絡 J I 5 - A- 1 3 0 1  

吸水古( ( g ) 0. 13  ブレーンは3. 2mm

t吊ijl l 10. 0( 100 )  J  [ 5  - 6916ij1r拠

付ｾＧｉｪ強さ 低温後生 7. 7(  77)  

J 15- 6910単 拠
( kg f  /arI) 1品冷繰返し 13.4 (134 )  

授水後 9. 3(  93)  

透 '水 試 験
。

プ レ ン lOO(l IO. Og)

(  ) 内は、権準状態を 100 としたときの愛化率

3. 5mm 0. 15mm 

8 Om.  1  0. 25. m 

- 1 2 5 m. ゆ合他

中性化試験はプレーンモルタル ( 1 ・3 W/ C60%) 1こ1.5kg/ rげ

の訓令で険リ、 14 日1111必生後5%C Oz 1宇| 羽気中にて常世' 品圧

肱: L' _届出i試験はブリキ板に試料を 1. 5kg/ rn'の割合でレ積り 14

日UII 養 生 後 J 1 5 - K - 54∞に市拠して試験した.

袋一 5 C R仕上材の特性

項 目 結 来 {柑 -'5'  

耐ひび; 期lれ性 』ヰ常なし

ヲ| 無 1 - 20"C 54. 6 

世1

処l _ _ _ 2Q" C 6. 5 

f車

l!r 
理 I 60"C 5.3  J  15 - A- 6 0 21に ifl

(kg  f!<国)

アルカリ処理 9. 9 拠.

加 熱 処 理 8. 3 ダンベル 2 サ

無 1 - 2 0"C (  59. 2)  膜厚 *'.) I  mm 

必 処 1 20"C 308. 0( 262. 0)  チャ， '7 rJ l  40mm 

j'l' 理 I 60' C ( 126. 7)  (  ) 内はチャ i' 7111] 

j且 アルカリ処理 192. 0(  155. 0)  向。l' ぴ耶.

( %)  加 熱 処 理 191. 7( 169. 2)  

亀裂追従性 ( . m) 3. 1 

付，，"1 I  tl.l t阜 10. 2 

f監 さ 温冷繰' ) 返し 8. 1 

I  (kg f  /01' )1後 水 後 5.9  

る仕上主主材です。 6 施工はセブン C R システム会による責任施工

体制lて・行っています。

. セブン C R システムの特長

1  可とう性に優れた材料で下地補修から仕上げ ・セブン C R システムの性能

までーれした l必工て持コンク 1) ートの挙動によく 防鈴材 R の塩水噴霧による防鈴カ試験の結果を

追従します。 表 - 2 に、? 単位モルタル Mの試験結果を表 - 3 に、

2. 下地中i I i 修材は; f ，リマーセメント系のためコン そして下地調主主材 S の各種性能についての試験結

クリートとなじみがよく付着性に包んでいます。 来を表 - 4 に示します。

3. 防鈴材 R は添加斉IJ とセメントのアルカリ性の 次に仕上塗材については、ポリマーセメント系

相乗効果により防銘力を発揮します。 の C R仕上材を表 5 に、アクリルゴム系セブン

4. 下地調整材 S は、ガス遮断性、並びに防水性 ウオールの性能試験結果を表 - 6 に、そしてアク

を有し、中性化、塩答、凍害、アルカリ fi -材反 リル系セブンコートの性能を表ー 7 に示します。

応等の進行を防止します。 また、下地調整材と仕上塗材を含めたシステム

5  補修材、仕上材の組み合わせにより、ニーズ としての性能試験の結来を表 - 8 に示します。

に応じた工法が選択できます。 建 材 委 員/ 長 橋 英 彦 {日 本建築総合試験所)

表 - 6 仕 上 塗 材 セ ブン ウ オールの引張強度特性

項 日 粂 r't- 試験時温度 試 験 結 * 処 理 条 件 等

無 処 理 - 2 0"C ω 0 %  

無 処 理 20"C 300% 

無 処 理 60"C 172%  

。l' ぴ

*  

アルカリ処理 20・c 280% 水般化カルシューム飽和溶液 168時間

水 処 理 20"C 290% 80・'c 168P寺IUI

紫 外 線 処 理 20"C 280% W 5 型耐候試験機250時! 日l

加 熱 処 理 20"C 290% 

無 処 理 - 20' C 50kg/ cm'  

無 処 理 20"C l1kg/ 剖

無 処 理 60"C 7kg/ arI 

"1 
娘 強 l!r アルカリ処理 20"C 12kg/ arI 水般化カノレシューム飽和溶液 168時間

水 処 理 20"C 13kg/ cm'  80"C 168時間

紫 外 線 処 理 20"C 12kg/ cm'  W 5 型耐候試験機2切時 1111

1m 熱 処 理 20"C 12kg/ 出

無 処 理 - 2 0"C 22kg/ cm'  

製 強 l!r 無 処 理 20"C 10kg/ cm'  

無 処 理 60"C 7kg/ cm'  

100%r

'

I' ぴ時の I t1) 無 処 理 20"C ＸｫｧＯαｾ＠

ゼ … テ ン シ ョ ン ー ) ピ ン

ホール発生時的伸長船

下 地 亀 裂 追 従 性 無 処 理 20"C ma X 5 回聞 膜 厚 1 mm 

恥i l OOmm 

ｾｉ 張速度 5. . /，凹

J  15A6021に準ずるダンベル 2 号 使 用 主材 セブンヴオール 1. . 厚さ

袋 一 7 仕 上 塗 材 セ ブン コート B の 性能 表 - 8  C Rシステムとしτ の 性能 鉱 験 結果 ( C R- A 工法)

試 験 項 目

試 験

i品 l!r

{』寸t  
標i ¥' l 状 態 20"C 11. 8  

5車 温冷繰返し 20"C 9. 7 

さ

休日 f/耐) 浸 水 後 20"C 8. 4 

- I O"C 84. 5 

f虫 無 処 理II 20・c 16. 5 

I立 60"C 8. 0 

( kg f  'arI) アルカリ埠理 20"C 42. 9 

加 熱 処 思 20' C 50. 6 

I

'

1

'  

70' C 40 

ぴ 無 処 埋 20"C 440 

ヰi 60"C 420 

アルカ '1処理 20"C 290 

( %)  加 熱 処 理 20"C 260 

J  I S - A- 6 9 1 0  

に準拠

哩i 目 測定条件 結 呆 {崎 .Jj-

遮 極 性 l ヵ丹後 1. 2  10- 3  mg/cm' B  土研法による

(堪罪イオン遭遇量) 2 ヵ月後 1. 0  1/ 

XIO- 3og/aI ・自
3 ヵ月後 1. 4  1/ 

中性化深さ

i ヵ月後 2  m回
促進条件

2 ヵ月 1主 4  11 

C O， i. 量1! r1O%

( 皿回) 2邑 l!r 40' C 

3 ヵ月 fま 4  11 
温 度 4 0 %

凍結融解性 100サイ '7 1レ後 34 g  ( 0. 8%)  A S T M  

( 重量I相加 1'11) 200サイクル後 80 g  ( 2 .0%)  C666- 84 

( g )  ( %)  300サイ '7 1レ後 122 g  ( 3 .1%)  A 法による

係 機 8. 3 kgf /cm J  I S - A -

付 蔚 強 さ 水授 il' H主 8. 5 1/ 6910 - 1984 

(  kgf/arI) 温冷繰返し後 8. 9 

"  
5. 8による

※ 促進月暴露後 18. 9 1/ 
誕百 WS If>I側待問

下地亀裂追従性 一 lQ"c 0. 64 mm 引張速度

( . m)  20' C 1. 86 mm l 四 /minダンベJ レ2 号

J  I S - A6021 

に準拠

日本建築総合試験所データより
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監

20世紀を 21世紀につなぐ住宅像 (その 2 )  

住 ん で み ま せ ん か ノ こ ん な す ま い ・ ・ ・ … 15のプラン

最終回

前 回 に お い て は 、 住 宅 の 持 つ べ き 質 的 水 準 を ご 紹 介 し ま し た が 、

今 回 は 、 そ の よ う な 質 的 水 準 を 硲 保 し た 住 宅 を 供 給 す る に 際 し て の 、

P Rの た め の コ ピ ー を 紹 介 し た い と 思 い ま す 。 専 門 の コ ピ ー ラ イ タ

ー な ら ば 、 も っ と 巧 み に 通 機 に 表 現 す る の で し ょ う が 、 編 集 委 只 の

メ ン バ ー の 表 現 力 で は 、 ど こ ま で そ の 意 図 を ア ピ ー l レしたコピーが

出 来 上 が り ま し た か ど う か 。

以 下 の コ ピ ー 文 か ら 、 そ の 内 容 を み な さ ん に イ メ ー ジ し て い た だ

き た い と 思 い ま す。

Copy  1  7'・ラ刀 在 宅・プラス 了住宅

余 暇 l時間 が 地 え 、 家 庭 内 で 趣 味 に 過 ご す 11寺聞が増えます 。

そ の た め に 、 ア ト リ エ や 趣 味 三 l床 に ふ け る た め の 室 を 用 意 し

た 住 宅 で す。

Copy  2  24時間管理システム付き住宅

読 ん で 字 の ご と し で す が 、 ハ ー ド で 固 め ず に ソ フ ト で 包 み

こ ま れ た よ う な 管 理 が 豆Il 恕 で す 。

Copy  3  削りとられた浬 ［ ｾｉｉ の復活

玄 |掲口で来客と昔話をする、背よばれ今ノ マーティ、 氾! ぃ出を

大切にしまい込む収納庫( 蔵) 、手づくりの aeけ 物 や 綿 干 し が

取り出せる食品L ' ll etc. ... こ れ ら は );A家 に は み ん な あ っ た 生 活。

竹本俊平+ すまいづくり講座編集委員

Copy  4  生き生き活動住宅

者[1心 部 に 建 つ Home O ffi ce 恒 住 宅

で す。居住ゾーンとオフィスアトリエ

ゾ ー ン を 持 ち 、 ホ テ ル の よ う な 日 品

位 の 管 理 サ ー ビ ス が 受 け ら れ ま す 。

そ こ で は 都 市 施 設 が 手 近 に 利 用 で き 、

ドライなコミュニティが育成されます。

Copy  5  文化施設付きマンション

土地信託f 1iIJ J . 立が千平及するので、広

い国公有地などを平IJHJ して 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ ホ ー ル 等 が 併 殺 さ れ た 住 毛 を

供 給 し ま す。

Copy  6  戸建感覚マンション

坪 庭 が あ り 、 温 室 も あ り 、 泉 水

もi見き流れ、聖子烏が南天の笑を l食

わえ ーーー 本 当 は 上 に も 下 に も 他

人 が 住 ん で い る の で す が 、 そ ん な

こ と を つ い 忘 れ て し ま う 、 そ の よ

う な 感 党 を 生 む し つ ら え の あ る マ

ンション です 。

Copy  7  背のーびのでさる家

' I = ' f のびをするためには、 [1皆同が

3 . 0 m必 要 な の だ 11

11111111111111111111111111住宅 ・都 市整備公団協力業者 ( P R) I I I IIIIIIIIIII 川 11111111111111111111111111川11111111111111111111111111川1111111111111111111111111111川111111111111111111111川 11111111111111111111111111111川11111111111111川 111川11111111111111111111111111111111111111川 11111111111111111111111111111111111111111111111111川l

エネルギー . t7j報 ・環境 設備総合エンジニアリング
ｾｪｩＱ ＺＱ Ｇ Ｑ 街生水道 l l L気設備

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 三 機 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取締役社長 若 山 繁 支 院 長 杉 浦 敏 郎

本庖 干 531 大阪市大淀区本庄来 2 丁目 3 番41号 電 話06- 375- 6000
大阪支広 大阪 ・北浜 三井信託ビノレ電話06- 202- 3071 
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Copy  8  ふるさとベア住宅( 別荘ベア住宅)

都 心 で の ウ ィ ー ク デ イ 生 活 を 済 ま す と 、 週 末 は ふ る さ と 住

宅 で 過 ご す ・・ ・、都会人にと って * ふ る さ と 。 は 甘 い 呑 り が

す る も の な の で す 。

Copy  9  オールマイテイカードシステム ( Spade - A)

こ の カ ー ド 1 枚 あ れ ば 、住 宅 の 玄 関 キ ー か ら 銀 行 の ト ラ ン

ク ル ー ム の キ ー に も な り 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド に も な る 。 イ ン

フ ォ ー メ シ ョ ン ボ ッ ク ス に こ の カ ー ド を 差 し 込 め ば 、 さ ら に 、

シ ョ ッ ピ ン グ 情 報 、 株 式 情 報 、 シ ネ 7 ・コ ンサ ー ト の 情 報 も

得 ら れ ーーー ー、 ま さ に 、 ス ペ ー ド の エ ー ス だ //

Copy  10 ライフステージ&ハウジングマj げシステム

こ の 住 宅 に 住 み は じ め た ら 、就 職 ・結 婚 ・出 産 な ど の 一 生

涯 に ま つ わ る 諸 行 事 に つ い て 、 相 談 ・融 資 ・代 行 等 を 行 っ て

く れ 、 ま た 、 住 ま い の 増 改 築 ・イ ン テ リ ア の 融 資 も あ る ・ー ー

こ の よ う な 生 活 と 住 ま い に 関 す る サ ー ヴ ィ ス シ ス テ ム 付 き 住

宅 で す。 ー f r o mt he cr adl e  t o the  gr aveー

*  

Copy  11 注文式共同住宅システム

住 宅 を 求 め て い る 人 た ち は 、 や 友 の 会 。 に 入 会 し ま す。 友 の 会

へ は 新 し い 住 宅 の 建 設情 報が 次 々 と も た ら さ れ ま す の で 、 好 み の

立 地 の プ ロ ジ ェ ク ト が あ れ ば 申 し 込 み ま す。 そ れ ぞ れ の 希 望 す る

住 ま い と ま ち の プ ラ ン と 資 金 計 画 に 基 づ い て 、 き め 紺lか い 住 ま い

つ' くりが行われるシステムです。

Copy  12 ων」プラン '90

Copy  14 ニの家には空 ・聞がある/

空 ( む な し い 、 か ら っぽ ) 家 具 も 何

もf泣 い て い な い 。 そ れ こ そ ガ ラ ン

と し た 一 部 屋 が あ る の で す。

ｾ句

允 : 篠 突 く 雨 の 日 も あ り や 、 抜 け る よ

うな H百天の日もある 。 目 が 党 め れ

ば 、 ど の 部 屋 か ら も 空 が 眺 め ら れ

ま す。

la 日 本 文 化 は 「 ま J の 文 化 で す 。 そ

れ は メ ト ロ ノ ー ム が 刻 む 機 械 的 な

間 隔 で は あ り ま せ ん 。 や" ぴたり縮

ん だ り 、 そ れ で い て 調 和 の と れ て

い る 状 態 を 言 い ま す。 こ れ を 間 取

りと 言 い ま す 。

21- t l ! : 紀は高齢化 社会 。 1990年 代 に 供 給 す る 住 宅 は 、

齢 ( よ わ い ) 九 ト を 重 ね た 人 に も 住 み こ な し て い た だ

け る よ う 工 夫 し た 住 宅 を お 届 け し ま す 。 高 齢 者 を 対 象

に し た 間 取 り ・仕 様 は も ち ろ ん の こ と 、 ホ荷量れ付き住

宅 ' や 、 近 居 ペ ア 住 宅11 ¥¥エレベーターイすき中層住宅。

を 名 付 け て シ ル バ ー プ ラ ン ' 90 と 称 し ま す 。

Copy  13 主長住宅・主語住宅・議住宅・弱 住宅

与 備 : 予 備 ス ペ ー ス は 美 し い 家 を つ く り ま す 。

与 感 : 感 性 を 育 む 家。 広 ~ い 風 呂 が あ る の が そ ん な 家

な の か な ?

与 遊 . 遊 び を 持 ち こ め る 家

与 創 ・装 い ( スタイノレ ) を つ く り 出 せ る 家

Copy  15 住まいは

木から

* 参考文献

，; J t J ; いの

ゾー、ノ

サービス

ノ吋レコニー

ノ吋レコニー

「公図的住宅J 1986. 5  住宅問題研究会

「まち& すまい J 1985.  Spc ; ng 

住宅 .I:l! 市箆備公団

r  2  X  4  J 昭相61年初夏号

兵庫県ツ ーパ イ フ 才 一控 築 協会

コ ン ク リ ー ト ジ ャ

ン グ ル の 中 で 、 木 の

JULの ぬ く も り は 、 ま

す ま す 離 れ が た い も

のとなってきます。

内 ・外装 で 人 の 手 に

細川L る と こ ろ J や目に

触 れ る と こ ろ は 、 紫

材を木て十i' l t 成した住

宅 に 魅 力 が あ り ま す 。

この住宅に住めば、

病 知 ら ず 。

今 回 を も っ て 、 こ の 講 座 の 連 載 を 終 わ り ま す。長 い 間 の ご 愛

読 を 感 謝 い た し ま す。 第 1 講 か ら 第 25講 を 通 じ て の ご 感 想、・ご

意 見が あ り ま し た ら せf ひ 、 お 聞 か せ 下 さ い。
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活 躍 す る 町 衆 プ ラ ン ナ ー

何 代 も 続 い た 旅 館 が 、 ホ テ ル 攻 勢 に ま け て 売 り に 出 る 。 町 並 み の 大 切 な 要 素 で あ る こ のI苫を何とかのこ

せ な い だ ろ う か 、 買 手 を 求 め て 走 る 。 唐破風の立派な木造公会主主があわや R C 造 に 建 て 替 わ ろ う と す る 。

識 者 の 応 援 を 求 め て 市 長 と か け 合 う 。新 建 材 で お お わ れ た 老 舗 を 一 軒 ご と 訪 れ て 、 ひ っ ぱ が し て 元 の 美

し さ に も ど し な さ い と 説 得 し て ま わ る 。

空 土 蔵 を 活 用 し て コ ー ヒ ー シ ョ ップを ひらく 。 タ ウ ン ・ マ ップ を み ん な で 作 る 。 こ の 夏 、 町 並 み 保 存 述

盟 の 全 国 ゼ ミ で 、 会 津 若 松 に 集 ま っ た 60余 団 体 の リ ー ダ ー た ち の 多 く は 、 町 づ く り の 自 発 的 プ ラ ンナ

ー で あ り コ オ デ ィ ネ タ ー で あ る 。 物 好 き 、 お せ っ か い 屋 と い わ れ な が ら も 、 こ う い う 町 衆 プ ラ ン ナ ー は 、

お そ ら く 全 国 ど の 町 にもいるだろう 。行 政 は ミ ニ 7 ム 規 制 で は カ が あ る が 、 自 由 裁 量 の 余 地 に 乏 し い 。

民 間 コ ン サ ル は 専 門 家 だ が 常 住 と は い か な い 。 そ こ で 自 由 さ と お せ っか い 性 と 常 住 の 説 得 力 に 包 む 町 衆

プ ラ ン ナ ー ・コ オ デ ィ ネ タ ー の 生 き 生 き し た 働 き を 評 価 し た い 。 来 年 の ゼ ミ は 、 松 阪 市 で 開 催 予 定。 あ

な た も 町 衆 プ ラ ン ナ ー た ち に 会 い に 出 か け ま せ ん か 。 (H . M)  

青 少 年 問 題 と 住 環 境

青 少 年 非 行 は 戦 後 第 三 の ピ ー ク と ま で い わ れ て い る 。 そ の 要 因 は 一 体 ど こ に あ る の か 。 戦 後 の 私 達 の 生

活 は 、 衣 ・食 ・住 と も 戦 前 に も 増 し て 盟 か に な り 、 ひ た す ら 物 質 的 な 盟 か さ を 追 い 求 め た 結 果 、 人 間 生

活 の 上 で 欠 か す こ と の で き な い 心 の 問 題 を 忘 れ て し ま っ た 。 こ の 時 代 の 波 は 私 達 の 家 庭 生 活 の 中 に も 色

々な形となって現れた。

そ こ で 現 代 の 青 少 年 と 住 環 境 に つ い て 考 え て み る と 、 戦 前 の 日 本 の 住 居 は 、 そ れ ぞ れ の 風 土 と 文 化の中

で 生 き 抜 く た め の 生 活 の 知 恵 か ら 生 ま れ た 実 に 合 理 的 な 住 居 で あ っ た 。 し か し 、 戦 後 の 住 居 の 変 避 は 笑

に 目 ま ぐ る し く 、 兎 小 屋 に f主 む 日 本 人 と い わ れ な が ら も 家 庭 の 団 雛 の 場 を 犠 牲 に し て ま で 、 せ っ せ と 子

供 達 の 個 室 造 り に 余 念 が な い 。 そ の 保 有 率 は 世 界 第 一 位 と ま で い わ れ て い る 。 果 し て 子 供 達 の 将 来 の た

め に 個 室 で の 生 活 が 本 当 に 幸 せ な の だ ろ う か 。今 や 家 庭 生 活 は 和 の 生 活 か ら 個 の 生 活 に 変 わ り 、 元 来 、

人 格 形 成 の 場 で あ る は ず の 住 居 は 様 式 の 変 化 に 伴 い 別 の 場 に 変 っていくような気がしてならなし、 。 家 庭

の 和 は 家 族 の 団 繁 か ら 始 ま り 親 子 、 兄 弟 の 信 頼 関 係 も こ こ か ら 生 ま れ る し 、 子 供 達 に と っ て 基 本 的 な 生

活 習 慣 を 学 び と る 大 切 な 場 で も あ る 。 ま た 個 室 の 登 場 は 子 供 の 遊 び ま で も 変 え て し ま っ た 。 昔 は 屋 外 で

の 集 団 の 遊 び ( 動 ) 、 今 は 屋 内 で のイ閣 の遊び( 静) 、ここからは哀の友情も、連平管感も生まれるはずが

ない 。 次 代 を 託 す 青 少 年 の 為 に 、 今一 度 住 環 境 を 再 点 検 し た い も の で あ る 。 ( H . F )  

西 安 で の こ と 一一ーその 3 ( 結)

現 在 の 西 安 駅 と 大 雁 塔 と を 結ぶ 道路 は 、 こ の ま ち の 目 抜 き の 道 路 と な っ て い て 、 こ の 道 路 を 雁 道路 と 呼

ぶ 。 路 側 は 並 木 が 2 重 3 重 と 林 を な し て い る の で 建 物 ら し い も の は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。林 の 中 の 道 が

真 直 に 延 び て い る の で あ る 。 巾 員 は 4 、 50 メ ー ト ル も あ ろ う か 、 日 本 の よ 7 に 自 動 車 の 渦 で も な く 、 む

し ろ 交 通 の 担 い 手 は 自 転 車 で あ る 。 私 は 西 安 市 か ら 車 を 出 し て も らって 、 こ の 通 り を 進 ん で 行 っ た。 や

が て 行 く 手 の 道 路 中 心 線 上 に け し 粒 ほ ど の 塔 ら し い も の が 現 れ て く る 、 そ れ が 次 第 に 形 を 識 別 で き る 程

の も の と な り 、 進 む に つ れ て 次 第 に そ の 全 容 を 現 わ し て く る 。 そ の 形 の 何 と 素Ai ' f らしいこと、これは正

し く 世 界 の 各 建 築 の 一 つ に 数 え ら れ る も の と 私 に は 思 え た 。

ニ ュ ー ヨ ー ク の パ ー ク ア ベ ニ ュ ー も 素 晴 ら し い 。 そこ で は 現 代 文 明 の 断 面 を 見 せ て い る 。 た だ そ の 道 路

の ビ ス タ ー に あ る の は パ ン ナ ム ビ ル で 、 そ れ は こ の 道 路 を 完 全 に 遮 断 す る 形 で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で

の 場 合 、 道 路 と い う 直 線 的 な ス ペ ー ス の 中 で の 素 晴 ら し い 点 張 な の で あ り 、 こ の 移 動 す る 空 間 で の 主 な

の で あ る 。 し か も そ れ は 千 年 の 歴 史 を 踏 え て の 風 絡 が あ る 。現 代 の 理 性 に 支 え ら れ た 文 明 の み が瓦 に 偉

大 な の で あ ろ う か 。 ( T . Y )

雑 誌 に 紹 介 さ れ る 新 し い 住 宅

建 築 の 設 計 と い う 仕 事 は 、 無 数 に あ る 二 律 背 反 の 事 象 の 中 か ら 、 人 の 生 活 の 目 的 に 合 っ た 最 適 解 を 選 び 、

そ の 組 み 合 わ せ を ま と め て 全 体 を バ ラ ン ス さ せ る 仕 事 と い って い い 。 一 つ を 選 択 し た ら そ れ に ま つ わ る

す べ て を 測 り 、 バ ラ ン ス を と る の が 設 計 の 玄 人 の 仕 事 と い う も の で あ る 。建 築 は 絵 画 や 彫 刻 と 追 って 用

を は た す と い う 業 を 一 つ 余 分に 背 負 っ て い る 。 設 計 者 は そ の 業 を 口実に 言 い 逃 れ を す る こ と は 許 さ れ な

い し 、 魅 惑 的 な 空 間 を 演 出 し た か ら と い って そ の 業 か ら 免 責 さ れ る も の で は な い 。

一 部 の 建 築 雑 誌 を 見 て い て 気 に な る の は 、 絵 に な る 画 面 さ え 出 来 れ ば 他の こ と に は 目 を つ ぶ っ て よ い と

考 え て い る よ う な ふ し が 多 い こ と で あ る 。素 適 な 住 い を 、 住 宅 の 勉 強 を と 建 築 雑 誌 を 見 る 人 に と っ ては、

誌 面 に 盛 ら れ た 情 報 が 全 て で あ る 。 そ の 住 い が 夏 は 蒸 し 風 呂 に な っ た り 、 冬 は 底 冷 え が し た り 、 結 露 や

雨 漏 り で 悩 ま さ れ る こ と に な る な ど と い う こ と は 、 誌 面 か ら は 311像 が 出 来 な い 。 設 計 者 を 選 ぶ の は 注 文

主 の 自 由 だ が 、 正 し い 情 報 提 供 は 雑 誌 の 責 任 で あ る 。 住いは所言受注文主が満足すればよいのだからとや

角 い う こ と も な い け れ ど 、設 計 者 の 主 張 の み て な く 、 評 価 や 問 題 点 の 指 摘 を 加 え る 見 識 を 編 集 者 に 期 待

したい 。 住 む 人 の 身 に な って住い造りに励む多くの真主義な設計者を励まし、誤っ た 建 築 家 像 を 世 の 中 に

流 布 さ せ な い こ と も 雑 誌 の 大 切 な 使 命 と 思 う 。 ( M . O)
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ｾａ ラ メ ｢ 、

ド心、百聞

建築設計における

C A D 

アプリケーションからみた展開

山 口 重 之

30 控築 と社会 ハ986判 月号

1 .  CADes i gn、 C ADr af t i ng、

そして C A D D ・・

ここ 5年ほどのあいだに、 C A D という言葉もずいぶんと変

わってきた 。先日、九州| で「ノぞソコン C A D利用シンポジウムJ

という催しがあり、講演する機会があった 。 200 人ほどの人達

が集まっていた 。閉じホールのうしろにしつらえられた展示会

場に並べられたシステムや機器のすべてが、いわゆるパーソナ

j レコンビュータのドラフテイング ・システムである 。 C A Dと

はもともと Computer-Ai ded Desi gn のことですとも言いだせ

ず、えらく複雑な心境にな った。 C A Dは明らかにComputer -

Ai ded Draftingの意味であり、聞いてくれている人達の混乱を

心配して、結局講演では C A Dはドラフティングの意味だけで

話を進めた 。

米国でも、 C A  D  D( Computer -Ai ded Desi gn and Drafting) 

という言葉が使われはじめたのは、設計システムが1970年代の

後半から製図システムを 中心として実用化されて以来である 。

これはオーバーレイ ・ド ラフテイングといわれるコンビュータ

以前の製図のシステム化を下地に、ドラフテイング・システム

として製図工程の効率化を目的にかなりの勢いで広ま っている 。

C A D Dシステムは、敷地計画、施設計画、 3 D ビジュアル ・

シミュレーション、ファシリティ ・マネジメントなどの機能モ

ジュールがドラフテイング機能と連結して付ーけ加えられ、スー

ノf ーミニコンをベースにしたものが多い 。最近では、パーソナ

ノレコンビュータによるドラフティング ・システムや 3 D ビジュ

アル ・シミュレーションのアプリケーションの普及とともに、

ドラフテイ ングやパース作成の機能だけのものでも C A D Dと

呼ぶ傾向が見受けられ、古くから建築 C A Dに関わ ってきた人

達を嘆かせている 。「一つめの D(esign) はどこへい ってしま っ

たのか? J という議論さえまきおこしている 。

以前 C A Dは、コンビュータを用いた「デザイン」あるいは

「設計J を指していた 。デザインとは何かを別にしても 、少な

くともドラフティングの機能だけでは C A D とは 言わなか った。

しかし、当時 C A D という 言葉を使 ってはいたが、いまから考

えれば、その意味や内容は現在以上にクリアであ ったわけでは

ない 。 いまだに C A  Desl gnの具体的なシステムや方法が一意

的にあるわけではなく、漠然と「それではない」と除去法でし

か言いようのないあいまいな私究念であり続けていると 言っ たほ

うが適切であろう 。設計プロセスの不明快さは相変わらずであ

るし、建築 C A Dと言われるシス; テムにも新しい技術がつぎつ

ぎに取り入れられ、どんどん新たなアプリケーションが生まれ、

現在でもまだ流動的で、ある 。

もう 20年にもなる建築 C A Dの歴史をふり返 ってみると、そ

の時々であるいは人によ っていろんなイ変われ方をしてきたよう

に思う 。最近のような用語の混乱あるいは意味範囲の拡大とい



う現象は、 C A Dのツールやアプリケーションが多様化してき

ただけでなく、より多くの人達が建築 C A Dに関わりを持ちは

じめた証拠でもある。多くの人達の建築 C A Dへの参画は歓迎

すべきことであると思っている。

1978年に本誌で C A D特集が掲載されてからのこの 8 年と、

これからの展開というテーマをいただいたが、筆者にこの大き

な問題を扱うだけの力量など毛頭ない。いろいろな見方があろ

うかとは思うが、建築 C A Dのアプリケーションという観点か

ら意匠系の C A D を中心にして、これまでの、そしてこれから

の展開について私見を述べてみたい 。

ｾＮ メインフレームからパーソナル コ ンビ

ュータへ : アプリケーションの多様化

建築 C A Dの研究開発や利用を考えるとき、この 8 年を 4 年

で区切 って、 1982年あたりを境に前半と後半に分けることがで

きるだろう 。

前半期は、メインフレームの利用、大組織主導型、研究開発

から設計現場での実用、企画設計システムと日影、最大ボリュ

ーム、ノ マースなどのビジュアル ・シミュレーションといった個

別的な設計支援ソフトの開発と実用が進んだことで特徴づける

ことカずで、きるよう fご。

1970年代は、初期の頃の基礎研究から、 70年代後半になって

次第に実践的な応用と実用化へと関心が移行してい った。 この

なかでとくに計画情報の集約と比較的簡単な図形処理で間に合

う建設計画 ・企画設計のシステム化に重点がおかれ、大組織を

中心に、メインフレーム上で実用システムの開発と利用が進ん

だ。同時に、日影問題などの高精度な幾何学的計算と設計を進

める上で避けて通れない問題を処理するシステムも個別的に開

発され利用されてきている 。 この聞の事情は、 1983年の「第 5

回電子計算機利用シンポジウム論文集」に付された第 l 固から

第 4 固までの発表論文の動向を見ればおおよその傾向が知れょ

っ。建築計画部門では56編が発表されており、テーマ別に見る

とC A D システムの研究開発、コンビュータ・グラフィ ックス

の利用技術、日影問題にその多くが集中していることがわかる 。

メインフレームを利用していることもあ って、コストの制約上、

利用効果最大の対象が選ばれたと 言っ てよい 。 また、その利用

も資本力のある大組織が中心にな ったのは当然であろう 。

*  

後半期にな っても、このメインフレーム上での大規模なアプ

リケーショ ン開発は続けられている 。企画設計から基本設計・

笑施設計という一連の流れのなかで製図機能と個別的な分析あ

るいは評価機能の統合システムの開発、また建築データベース

の統合化による各専門分野聞の設計情報の共有化と集中管理シ

ステムの開発などに見られるように、よりトータルで広範囲な

機能をカバーする建築 C A D システムの構築と実用化が進めら

れている 。 また、あとでも述べるように大手ゼネコン ・大手設

計事務所を中心に既製の高級型 C A D D ターンキーを購入する

企業が増えたことも後半期の特徴の一つであろう。

しかし、この期間は何といってもパーソナルコンビュータと

コンビュータ ・グラフィ ックスの急速な発展と普及によって、

建築 C A Dへの関心が一部の専門家の世界から一挙に多くの人

達に拡大したことが、一番大きな特徴であろう。その結果、パ

ソコン C A D という言葉も使われはじめ、いわゆる 2 次元ドラ

フティング、ペイント・ソフト、そしてノマースなど 3 次元デー

タの視覚化ソフトなどが相次いで登場してきた。一方で、、コン

ビュータ・グラフィ ックスを利用した写実的なレイトレーシン

グの映像、カラフルなプレセーンテーション ・レンダリングやア

ニメーションが脚光をあびて、建築 ・都市の計画設計における

ビジュアル ・コミュニケーションにも著しいインノ f クトを与え

ている 。

ノマーソナルコンビュータに代表される小形コンビュータ上で

のアプリケーションは、まだ始ま ったばかりである 。 しかし、

小形コンピュータはその発達のペースは急激で、またさまざま

なタイプのアプリケーションに対してもフレキシブルに対応で

きる 。 この点を考慮すると、メインフレーム上のような大きな

統合システムの構築は無理で、あっても、メインフレーム上で利

用されてきた個別的なソフトウェアのかなりの部分はトランス

ファーされるであろうことは想像に難くない。当然のことなが

ら、断片的で部分的なアプリケーションが多いが、それらのア

プリケーションの集積は設計に必要な幅広い機能のかなり多く

の部分をカバーしはじめている 。現に、日影、最大ボリューム、

パースなどの視覚環境のビジュアル化、 2 D ドラフテイング、

積算などの意匠系のアプリケーションだけでなく、構造一貫設

計ソフト、照度計算と照度分布、さらにワープロやテータベー

スなど日常業務のオートメーション ・ソフトにいたるまで、数

え上げればきりのないほど多彩なアプリケーションが移植され

新たに開発されて市販されている 。 これは、従来のコンビュー

タでは考えられなか ったことである 。

ノf ーソナルコンビュータのアプリケーションは、まだ実用の

域に達していないという意見もあろうかと思う 。しかし、構造

一貫設計ソフトに評定をクリアしたものがあるように、筆者の

経験からい って意匠系のソフトも一部のものは笑践に十分利用

できるレベルに達している 。このように、小形コンビュータの

アプリケーションの多彩きは個別J . 部分的で、はあるが設計業務

のかなり幅広い機能をカバーしつつある 。

*  

全般的に見れば、現在でも大手ゼネコン ・大手設計事務所主

導型の C A D という事情は変わ ってはいない 。 ただ、資本力の

ない小組織にも小形コンビュータを利用して積極的に建築 C A
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D を導入し活用していける素地ができたことはきわめて重要な

出来事である 。

設計業界の大半を占める小規模な事務所や組織にとっては、

億単位の投資は夢てあり、大組織と閉じアプローチはとれない 。

しかしながら、昨今の厳しい設計環境のなかでできるだけ無駄

をはぶき、効率的に設計を進め、設計作業の現場を見直す必要

にせまられていることには変わりはない 。小組織は大組織にく

らべて資本力では劣るものの 、その身軽さはかえって設計業務

の建築 C A D化や事務所の O A化を積極的に進めるには有利で‘

あろうと考えられ、今後の展開が期待される 。

J . ア プ リケー シ ョ ン か ら み た 建 築C A D

利 用 の 特 徴

それでは、現実の建築 C A D利用状況はどうであろうか。一

つの手掛かりを提供してくれる貧重な調査がある 。 i 第 8 回電

子計算機利用シンポジウム論文集J( 日本建築学会電子計算機利

用委員会 、1986年 3 月) に付されている「建築 C A D利用調査

報告」である 。こ れは東京・大阪を中心として全国のセ、ネコ ン、

設計事務所、住宅メーカ一、設備、鉄鋼、不動産など 358 事業

所( 回答数 145) を対象として、同委員会の建築 C A D研究ワー

キング ・クソレープが実施したものである 。詳 しくは間報告を参

照していただくとして、ここでの議論にとって興味ある結果を

いくつかピ ックア ップすると、

. C A D導入済みあるいは検討中が全体で78% 、導入あるいは

検討の時期はここ 5 年のあいだに行われたという回答がそれ

ぞれ78% と84% を占めている 。

・利用機種は設計事務所がノ マーソナルコンビュータと外部セン

タ一利用が主なのに対して、ゼネコンでは大型汎用機中心で

ある 。

. C A D導入の対象業務は企画段階 ・実施設計段階ともに、圧

倒的に製図一般 ( 72%) である。

・にもかかわらず、ゼネコン ・設計事務所を間わず、日影 ・最

大ボリ ューム ・景観チェ ックでの利用が企画設計段階では中

心て¥企画設計図面は設計事務所で29% 、ゼネコンで38% 、

また意匠の実施図面ではそれぞれ20% 、22% の利用にとどま

っている。

- 製図作業を機械化しているのは住宅メーカ ーで多〈見られ、

C A Dの利用が最も進んでいる 。

などが報告されている 。

このなかで、企画設計 ・実施設計段階とも対象業務としての

期待がきわめて高いにもかかわ らず、製図はまだこれからとい

った結果にな っている。図面のウエートがきして大きくない企

画設計はいざしらず、実施設計でも実績が少ない のは計算機利

用以前の問題としての製図作業自体の標準化やシ ステム化が遅
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れていることを示しているのではなかろうか。

*  

米国での C A D導入も、わが国と同じくパーソナルコンビュ

ータの普及もあって、ここ 5 年ほどの聞に急速に進んだ。 ただ、

米国の場合は設計コストの号| き下げや、製図の生産性と質の向

上など、かなり具体的では っきりした動機や目的をもって導入

されることが多いように見受けられる 。 わが国と同じょっに人

件費の高騰 ・新卒者の技術低下 ・設計問題の轄湊による設計手

聞の増大など厳しい設計環境のなかで、 C A D Dの導入は事務

所聞の競合に勝ち残るために設計上流では戦略的手段として、

そしてなおかつ設計下流では生産性を高めるための戦術的ツー

ルとして認識されているょっだ。

対象業務については、もちろんクライアントへのプレゼンテ

ーションに利用している事務所も多いが、そうい った事務所も

含めて、全体的には製図システムとしての利用が圧倒的に多い。

こうい った事情は、米国で建築 C A D をC A D D と呼ぶ所以で、

もある 。

製図工程にコンビュータを導入して実際に成果をあげている

背後には、建築製図自体のシステム化が、 1970年代のはじめか

ら進められてきたことがあげられよう 。基準寸法線、壁線、家

具配置など、単一アイテムの描き込まれたレイヤと呼ばれる製

図用透明シート ( マイラーフィルム ) を重ねて、一枚の図面を

つくる方法がオーバーレイ ・ドラフテイングと呼ばれるもので

ある 。 この製図法に加えて、リプロクラフィ ックスと 言われる

図面の複写 ・複製技術が、効率の良い、品質の高い図面の作成

をパ ックア ップ している 。 もとをただせば、このオーバーレイ

・ド ラフテイングの手法がコンビュータ化されたものが、 C A

D Dの 2 つめの D ( rafti ng)である 。 コンビュ ータ ・ドラフテイ

ングにおけるレイヤという概念は、ここからでてきたものであ

る。

米国でのこのドラフティ ング中心の建築 C A D は、フ ィリッ

プ ・ジョンソンをはじめ 、多 くの作家の事務所や大小を問わず

建築事務所で現に活用されている 。彼らは、デザインとドラフ

ティ ング、あるいは 「考えること」と「伝えること J の違いや

役割をは っきりと認識している 。 わが国では設計下流でさえも

建築的雰囲気をもっ図面が好まれる向きもあるが、米国では正

確で間違いのない図面が求められる 。 ここにコンビュータが登

場するのは、彼らにと ってきわめて自然なのである 。かれらの単

刀直入な問題解決へのアプローチは、見ていて気持ちがいい。

米国における C A D Dの導入は、単に製図の生産性を向上さ

せて終わるわけではない。最近のコンビュータ化されつつある

ファシリティ ・マネジメ ン トの世界へ業務範囲を拡大させるき

っかけにもな っている 。施設管理には、管理対象の台帳と空間

的位置が欠かせない 。 ドラフテイングのデータベースは、加工

されてマネジメン卜・データベースの一部となる 。さらにその



データは、つぎの新たな施設計画の武重な情報源となる。この

ような施設のプランニング、デザイン 、マネジメントという施

設のライフサイクルを通しての一貫した情報システムの重要な

データを C A D Dが提供するわけである。

4- . 一 つ の 疑問と 今 後 の ア プ リケーション

展開へ向 けて

わが国における建築 C A Dのアプリケーションにおける展開

は、実用的な観点から見てもかなりの水準に達していると恩わ

れる。一部の大型のシステムでは設計のかなり広範囲な機能を

連続的に支援することができるし、小形コンビュータの断片的

なシステムであれ、設計のなかで多彩なアプリケーションが可

能にな ってきている 。

しかし、これまでざっと見てきたょっに現実の設計現場にお

ける建築 C A D利用は、日影チェ ックだけ、あるいは景観チェ

ックだけ・ ・・・・・などといったむしろ断片的な利用が主体になって

いるようだ。統合的なシステムを連続的に利用する、あるいは

断片的な機能の集積ではあるができるかぎり C A Dの上で設計

を進めていこうという姿勢が組織や設計者個人にはあるだろう

か。あるいは、システムは面倒な仕事のいくつかを部分的に引

き受けてくれる単なる便利屋なのだろうか。

建築 C A Dは、従来の設計の進んできた道と反対側から同じ

頂上を目指しているのであろっか。組織とシステム、システム

とユーザの飛離は、考えさせられる問題である。

もともと道具というものは、それによ って得られた人間側の

進歩によ って評価されるべきである 。道具のテクニカルな面の

進歩も、それを使用する人の創造性や知的生産性を向上させ、

組織全体としても設計の生産性を向上させるように働かなけれ

ば、意味はない 。 まだ C A D といっツールが組織の興味を号| い

ても、個人のレベルでは魅力を持 っていないということなのだ

ろっか。

わが国の建築 C A Dの開発や利用は、組織の道具としての性

格が強か ったように思われてならない。個人の道具として、あ

るいはそれらを組織の道具へ統合していく手立てを今後考えて

いく必要があろう。

l i . おわりにかえて

コンビュータ技術のうちでも、とくにそれを構成する素子の

進歩はじつに目覚ましいものがある 。 コンビュータは高速化、

大容量化と同時に低価格化と小型化が進んだ。ベクタプロセ ッ

サを搭A位するスーパーコンビュータそして並列処理コンビュー

タという超高速コンビュータが登場する一方で、ここ 5 年ほど

のあいだには 8/ 16/32 ビットのマイク ロコ ンビュータという 小

型高性能低価格コンビュータが登場した。また、コンビュータ

. グラフィックスの分野でも、素子の進歩に よって多彩な図形

入出力機器を低コストで実現し、コンビュータと人聞のインタ

ーフェイスを大きく改善してきた。

こういった建築 C A Dを成立させている環境の急激な進歩は 、

いままで抱えていたさまざまな問題に解決の糸口を与え、その

将来にも大きな可能性を示唆するものではある。しかしその半

面、従来のハードは急速に陳腐化し、長年にわたって蓄積され

たソフトウェアという武重な知的財産も手直しゃ統廃合をせま

られることになる。

ここ 8 年のあいだだけでなく、これまでの約20年間にわたる

貴重な研究や実用化への試行とそれらの成果を考えてみても、

決してこの世界が着実に進歩し、成熟してきたと言うわ けには

いかない。この聞の多くの時間や努力は、つぎからつぎへと発

表されるコンビュータ ・テクノ ロジーの革新への対応、に費やさ

れてきたという見方もできるからである。アプリケーション分

野としての建築 C A Dは、ツールの急速な進歩に振り固されて

きたという印象が強い 。

1985年は、一つの時代の区切りではないかと思う。第 5 世 代

のコンビュータやバイオコンピュータの発想は、最先端で現在

のコンビュータの発展にもょっゃく先が見えはじめた証拠でも

ある 。

多様なコンビュータ技術の自由度の高い選択肢のなかから従

来どおり新しい技術の建築 C A Dへの取り込みはつづくであろ

うが、一方で現実の設計業務のなかへ C A Dをどのように取り

込んで活用していくか、具体的な方法を研究する必要があろう。

ここ当分のあいだは腰を落ち着けて建築本来のアプリケーシ

ョンを開発し、利用し、蓄積していく時代がきたのではなかろ

つカミ。

1968年に遡って、建築設計の分野におけるはじめてのコンビ

ュータをトピ ックにした会議 i Yal e Conf erence on Comput er  

Graphi cs in Archi t ect ureJ における議論を想いおこしてみた。

現在カリフォルニア大学ロサンジェルス校 ( UCL A) の教授であ

るマリー ・ミルンは、そのプロシーディングの序文で、 「われ

われの職業に重大な変革をおこしそうなことを見聞できるこの

機会を待っていた 。 コンビュータはデザイナーにとって大きな

脅威である。デザイナーの美学や人間的な感受性にとってがま

んのならないものだからである 。 しかしこの 3 日間は、実に i

キサイテイングであった ・・ コンビュータがテ。ザインプロセス

のなかで良きパートナーとして活躍しそうだとみんなが感じた

ものとおもう ......J と記している 。 C A Dがどのような方向に

進もうとも、このナイーブな発想だけは大切にしたいものだ。

( やま ぐち しげゆき 京都工芸繊維大学助教授・工学博士)
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各 論 I ・ 建 築 設 計 に お け る C A D- そ の 応 用 と 展 開一

C A Dシステムの動向と利用事例

正原

一
一
一

1  . は じ め に

コンビュータ技術を建築設計や図面処理に利用し始めてから、ま

だそれほど長い歴史はない。1950年代に、コンピュータグラフィ ッ

クスの笑験として、ブラウン管上に簡単な絵を表示した日から数え

ても、わずかな歴史である 。

1962年に MI T で開発されたスケ ッチノ マッ ドシステムは、画面に

向かつて対話しながら図面を描〈最初のシステムである 。 その後、

コンビュータ関連技術の飛躍的な進歩によ って、 CAD (Computer 

Ai ded Desi gnー設計支援) システムは、建築設計における一般的な

道具になりつつある 。 この問、コンビュータ技術者逮は、より計算

能力の優れたしかも小型のコンビュータ開発を実現し、グラフィ ッ

クディスプレイ ・プロ y タなどの周辺機器においても目覚ましい進

歩がある 。 C A Dシステムは、こうした一連のコンビュータ機器を

総合的に組み合わせることで機能する 。一方、設計者は、設計手j I 頃

・手法を省力化するために、そしてより質の高い設計を実現するた

めに、新しい技術や道具に即した方法を生みだしてきた 。

コンビュータ技術と設計手法は、相互に啓発し合いながら、着実

に前進してきている 。 いつの時代においても設計者に要求されるの

は、設計を実現するための技術開発と、新旧の道具を有効に利用す

る技術ではないだろうか。

ここでは、エイ ・アール ・シー ・ヤマギワ附が提供しているソフ

トウェアと、その C A Dシステムを実際に利用しているユーザーの

事例を紹介したい。今後の C A D利用を考える上で、何らかの参考

になれば幸いである 。
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2 .  A  R Cの ソ フ ト ウ ェ ア

A R Cは 1969年に英国に設立されたソフトウェアハウスである 。

当初は、ケンブリ ッジ大学のマーチンセンターと協調して、建築関

連ソフトウェアの研究開発を行っている 。 その後、 OX S Y S と呼

ばれる病院建築のためのシステムを開発し、さらに千凡用的なシステ

ムに発展させ、 B 0  S  ( Bui lding Des ign System) を完成させてい

る。 B D S は、 3 次元の総合的な設計システムとして、製図ばかり

ではなく、積算 ・環境分析 ・構造解析などを行うことができる 。 こ

の頃から、ミニコンビュータによる開発が行われていたが、大量な

データを扱う建築の 3 次元モデルの作成には、いくつかの制限があ

るため、 A R Cは、さまざまな設計の局面に必要なモデリングを深

〈掘り下げた汎用的なシステムの開発を行っている 。 その一つが、

2 次元の設計製図として、高い評価を受け、世界的に普及している

G D S  (Graphi cs Desi gn System) である 。GDS は 2次元の図商

処理を効率よく行う設計製図システムとして優れた特長があるが、

現在は G D S を中核として多くのアプリケーションを周辺に配置し、

総合的な C A Dのシステムの構築を志向している 。

| 期発の方向性の特長はつぎの通りである 。

① G D S を単なる図面処理システムから、図面データベースを利用

したモデリングシステムに改良していく 。

② 3 次元データベースを追加し、 3 次元モデリングシステムの充実

を計る 。

③ G D S の汎用性に加え、おのおのの専門分野のニーズに合わせた

専用アプリケーションを拡充する 。

④ユーザーがカスタマイズしやすいツールの提供、および他のプロ



グラムとのインタフェース機能を充実する。

これらの方向性とハードウェア周辺機器の接続を考慮して、ユニ

ークな C A D システムを開発している。 1985年 からは、米国のマ ク

ドネル ・ダグラス社の傘下に入り、開発の基盤を強化 して、 A E C

部門に有効なソフトウェアの開発を推進している。

3  . ソ フ ト ウ ェ ア の 概 要

(1) G  D  S ← ー汎用設計設図システム

G  0  S  ( Graphi cs Des ign Syst em) は、高速な図面処理を行い、

あらゆる図面を、正確に美しく仕上げることを特長としている 。そ

のための蛍富な機能と、単なる図面処理にとどまらないさまざまな

機能が備えられている 。 さらに、操作性やユーザー本位のカスタマ

イズできる機能や、 3 次元アプリケーション、専門アプリケーショ

ン、他のプログラムなどとのインタフェースを充実している。 G D

S は、図形処理を行う基本モデュール、 Basi c プログラム、属性デ

ータシステム、透視図作成システムおよひ敬々のサブシステムから

構成されている 。

a )  G  0  S 基本モデュールの特長

・迅速で的確な座標入力一一 ヒッ トコードを用いた入力方法では、

既存の図形情報を利用して、正確な座標入力を行うことができる 。

すなわち、交点 ・中点 ・円の中心、接点などの 11種の座標検索機能を

用いて座標値を指示する 。

・強力な作図編集機能一 一豊富な入力編集機能に加え、インテリジ

ェンスを備えたコマ ン ドが用意されている。建具の下に置かれた壁

面の線を消去したり、建具を移動 ・消去するとその壁を復元させる

コマンドや、図形の幅を変更するとその寸法値を変更するコマンド

などである 。

・オブジェクト構造一 一図形要素の集合単位をオブジェクトとして

定義し、名前 ・位置 ・縮尺 ・回転を持 って図面上に参照される 。オ

ブジェクトは階層的な名前を持つので、部品の従属関係を考慮して 、

集合的に編集対象を取捨選択できる 。

・7 ) レチファイル ・アクセス機能一 一複数のファイル内にある複数

図面を複数ユーザーが同時にアクセスして作業を進めることができ

る。 したが って互いの図面を参照しながら設計を進めることができ

るので、設計者聞のコミ ュニケーションや調整に役立つ。

・図面の自由な出力一一単一図面または複数図面のうちのオブジェ

クトを取捨選択し、表現方法を指定して、出函 ・出図できる 。 また

複数図面の必要部分を組み合わせて、一枚の図面を作成できる 。

・ラインスタイル ・キャラクタスタイル一一 G D S では多数のスタ

イルを提供しているが、ユーザー自身が自由な形状のスタイルを編

集登録でき、きめの細かい図面表現ができる 。

・メニュー登録システム一 一豊富に備えられているコマ ン ドやユー

ザーが作成するデータ ・マクロファイル・入力ファイル ・ユーザー

プログラムなどをメニューとして登録できる 。 これらのメニューは、

スクリーン上 ・カーソルボタン ・タープレ ッ ト上 ・ファンクション

キーの中にセ ッ トすることができ、操作手 JI頃に沿 ったメニューを作

成することで作業能率を上げることができる 。

・モニターファイル一 一 G D S は、ユーザーの操作ミスやハードウ

ェアの故障からデータを安全に保護するために、 G D S での作業の

履歴をモニターファイルに記憶できる 。 このフ ァイルを G D S 内で

再入力することでデータを復元できる 。

b )  Bas ic プロクラムシステム

Bas ic 言語をもちいて定型化しているパラメトリ ック図形の自動作

図や、演算 ・条件判断をともなう作図や、 G D S のデータベースを

直接修正変更を行うユーザー独自の コマ ンドを定義できる。

c ) 属性データ管理システム

図形データ 以外に、コス ト・ 重量 ・材質 ・仕様などの属性データを

入力することができる 。 これらの属性デー タは、検索 ・ソーテイン

グ ・四目IJ 演算を行って、任意の書式で作表して出力できる。

d )  3 次元透視図システム

G D S では 、平面図 ・立商図から簡易な手順で 3 次元データを作成

できる 。 自由な視点から隠線処理を施して、 3 点 ・2 点透視図、ア

イソメトリ ック、アクソノメトリ ックなど多彩な表現ができる 。

e )  I  G  E  S インタフェース

他のシステムとデータ交換を行うため、インタフェースとして、 I  

G  E  S  ( Initial Gr aphics Exchange  S pec ifi cat ion) フォーマッ トを

サポートしている 。

f )  E  P  I  C 一外部プログラムインタフェース

E  P  I  C  ( Ext ernal  Pr ogr am Interf ace ) は、 Fort ran、Pascal、 c

言語をサポートしており、これらの言語で作成されたユーザープ ロ

グラムと G D S とをリンクして、 2 つのプ ログラムを 同時に実行で

きる 。 G D S の図形データベースや図形入力編集の図面処理機能を

活用して、解析 ・積算などのユーザープログラムと連動できる 。

g )  S  I  T E S 一地表面モデリングシステム

S  I  T  E  S  ( S  ite T errain  Syst em) は、3 次元の地表面モデノレを作

成し分析するシステムである 。地図上の各地点をデジタイズして 地

点高さを連続的に入力し、三角形からなる地表面を作成する 。等高

線を自動的に構築し、任意の断面形状、透視図データを作成する 。

また、地表面問や計画地盤との切土 ・盛土の土量計算を行う 。

h )  M A P  S ー マ ッピングシステム

M A  P  S  ( Mappi ng and P lanning  Syst em) は、地理情報を扱うマ

ッピングシステムである 。 インデ ックスドロ ーイングを定義して、

無限に近い領域までの地形データを扱うことができる。詳細データ

はサブドローイングにおさめ、等高線 ・道路 などの連続するデータ

の図面問での接合を 制御して一枚の連続する大きな図面として認識

できる 。図形情報と属性情報を組み合わせて、大量な地域情報を分

中斤して出図 ・リポートできる 。

i )  R C  0  S 一 一鉄筋コンクリート詳細設計

R  C  0  S  ( Rei nf orced Concrete Det aili ng  Syst em) は、鉄筋の種類

や径サイズを登録し、構造躯体図内に、かぶり厚きや曲げの 曲率を

指示しながら配筋する 。能率よく作成される配筋図から、ペンディ

ングスケジュールを自動的に作表する 。

] )  8  S  0  S 一 一設備詳細設計システム

B  S  0  S  ( Buil ding Ser v ices Det aili ng Syst em) は、設備設計を支

援する専門アプリケーションである 。空調ダクト ・電気シンボル ・

設備機器・衛生機器などのデータベースを備え、配管や配線を能率

よく行う 。 メニューに組み込まれたマクロコマンドや Bas ic プログ

ラムを活用して、設備詳細図を迅速に作成する 。

k )  S  P  S 一 一スペースプラニングシステム

S  P  S  ( Space P lanning Syst em) は、空間利用の分析に威力を発

揮するファシリティマネージメントシステムである 。空間の利用方

法を指定して、空間単位の最適配置のシミュレーションを行う 。

(2) A  R  T 一一一カラーペインティングシステム

A  R  T  ( Archi tectural  Render ing Tool) は、カラー ・ラスター ・

グラフィ ックターミナルを用いたぺインティングシステムである 。

G D S や S V S で作成した出画に、加筆して自由自在な描画を行う

ことカてできる 。

(3)  S  V  S 一 一 3 次元カラーシェイデイングシステム
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S  V  S  ( Super  V ie w Syst em) は、 3 次元のビジュアルなシミュ

レーションを4子うカラーモデリングシステムである 。 G D S の強力

な図形入力機能を用いて迅速に作成された 3 次元データを利用して、

大量で複雑な 3 次元モデルを構築する 。 S V S では、豊富な色彩と

複数の光源を指定してカラーシェイデイングを施し、自由な視点か

らリアルな 3 次元立体を作成できる 。 S V S は、色彩や形状のシミ

ュレーションを通して、設計案の検討に役立つプレゼンテーション

に大きく貢献している 。

・ 3 次元データの入力 ・編集一一 S V S では、 X Y Z デカルト座標

に基づく絶対座標系を用いているが、必要に応じて座標の原点 ・座

標軸の回転をセ ッ トできる相対座標系を併用できる 。セ ッ トされた

座標軸にオブジェクトの原点を配置して、コーデ ックスデータを説

み込む。 オブジェクトはセ ッ トされた座標剥lに従い、それ自身が座

標軸を持ち、オブジェクトごとに 3 次元空間にリファレンスして配

置される 。 そのオブジェクトを、コピー・移動 ・回転 ・消去を行 っ

たり、一時的に見えなくすることができる 。 このオブジェクトのリ

ファレンス機能によ って、 3 次元空間での立体の複合 ・編集作業が

容易となり、メモリを効率よく利用できる 。

・投影方法の選択一一一わかりやすく 3 次元形状を把握するために、

多彩な投影方法を選択できる 。 3 点透視図・ 2 点透視図 ・アイソメ

トリック・アクソノメトリ ック ・正射; 拶 ・斜角投影などである 。

・描画モード・パラメータの設定一一 ワイヤフレーム、隠面処理指

定、シェイデイングモード指定、クリ ッピング閣と深さの指定、ズ

ーム角、エ ッジ表示の指定ができる 。

・自の{ 立誼および注視点の設定一一透視図の見え方を決定するため

の自の位笹 ・視線方向 ・注視点などを自在に指定することができる 。

・色彩 ・光源の設定一一オブジェクトを構成している面やワイヤに

マテリアル名をつけ、その名前ごとに色彩を指定する 。色彩は画面

上に表示したパレ ッ トから選択する 。光源は、太陽光と 5 つの平行

光の方向と、上半球と下半球の上下 2 方向からのアンビエントレベ

ルの強弱を指定できる 。

・カラーシェイディング一一一 S V S て寸采周しているグラフィ y ク立端

末機は、 R . G . B の三原色のド ッ トで構成されるカラー・ラスタ

ー ・ターミナルで、このド ッ トを 256 段階の強度レベルて" 調整てーき

るので256 X  256 X  256、すなわち約1600万色余りの盟富な色数の中か

ら色彩を選択して、 256 色を同時表示できる 。 さらにスティ ップリ

ングという手法をもちいて、効率よく色混合を行い、 1017段階のシ

ェイデイングレベルて恭表現て引きる 。

(4)今後のリリース予定

A R C では、ソフトウェアの改善、機能拡充、新規商品の開発、

ハードウェアのサポートを積極的に行っている 。既存システムのグ

レードア ップは年 2 - 3 回の頻度て‘ 行い、機能を拡充し、世界共通

のパージョンを提供している 。今後発表される予定の新規商品とし

ては、ソリ y ドモデラーとアセンブリモデラーがある 。 ソリ ッ ドモ

テラーは 3 次元の座標系の中で、強力な入力編集機能および 3 次元

セ ッ トコードを活用して、 3 次元データを作成する 。 さらにブーリ

アンオペレーションで 2 物体の)JU減等を行い、複雑で門由な 3 次元

形状を作成し、コーデ ックスとしてデータファイルに受録する 。

コーデ ックスは 3 次元の部品データとして与えられ、コーデ ックス

を配置して 3 次元の建物モデルを作成するシステムとして、アセ ン

ブリモデラーがある 。 3 次元の納まりの検討や、 3 次元モデルを用

いた積算などが行える 。 これらのシステムは既存のシステムと弘: 接

な連係をとっている 。

日本や個々のユーザーの事情に合わせたアプリケーションの開発
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も進めており、求積図 ・建具表作成プログラムや日影解析プログラ

ムを提供している 。

4 .  G  0  S ・S V S の利用実例

G D S は、世界で 460 システム ( 1200 ワークステーション一一1986

年 5 月現在) が稼動している 。 日本においても、すでに 20社 ( 68ワ

ークステーション ) が稼動し、実際の設計業務に活用している 。

(1)大成建設の場合

日本における G D S . S V S の第一号ユーザーであり、 1983年 4

月から 5 ワークステーションでスター卜した 。導入時は、建築の意

匠 ・構造 ・設備、土木、原子力、エンジニアリング、住宅事業部、

情報システム、大成プレハブと多部門の共同使用であ った。建築設

計を中心として、 3 つの利用形態をとり、図面作成 ・パースによる

プレセ、 ンテーションに効果をあげている 。

利用形態としては、 ① 設計者が直接利用する、 ② イ ンストラクタ

の補助を受けながら設計者が利用する、 ③ -;手iI:オペレータヵ、利用す

る、場合がある 。 それぞれの業



(

問

γ

也且. . IIIILIfO凶圃剖

ぬ

γ

り、成果をあげ、すでに 10台のワークステーションに規模を拡張し

ている 。大成プレハプ側でも、独自で 4 台のワークステーションを

導入し、効率の良い図面処理を行 っている 。

(2)積水化学工業の場合

1983年 8 月に 4 ワークステーショ ンでスタートし、 l 年の間に10

台まで拡張している 。新商品の開発設計に G D S を利用し、工場向

けの部品図を作成している 。設計者向身が、システムのオペレーシ

ヨンを修得し、新しい設計手法を確立している 。つまり、建物の l

1 モデルで図面を錨き、 7 つの音11位の設計抱当者が互いの図而を

重ね合わせて相互に図面を参! R l . しながら作図を進めていく 。 したが

っておのおのの設計者は、他の設計者の拍〈部分を 利用して、自分

の昔11位設計に専念できること、修正変更が他 の設計者に影響を及ぼ

す場合にすぐ担当者間で打ち合わせができることなど、手作業では

与えられない数々のメリ ッ トを生み出している 。

(3) 日建設計の場合

1985年 1 月に 2 ワークステーションでスタートし 、1986年 l 月に

7 台に. I f l 設し、 7 月には大阪でも 2 台のワークステーションを導入

9  
ぬ

γ

@  

v  

ペ3

ペヨ
v  

ペヨ

マ

官

ペヨ

ペヨ
香港上海

銀行設備

マ l 設計図

里l設備設計/ D

一- I KE&SCUL L

している 。 S V S による 3 次元シミュレーションや G D S による図

面処理に利用している 。利用形態としては、設計の種類ごとに、パ

ース作成用メニュー ・事務所や集合住宅などを設計するメニューな

どを設計手順に沿 って笠備している 。 このメニューと取り扱い説明

書を手掛かりに、一般数百十者が特別 なトレーニングを受けることな

しにシステムを利用できる環境をっくり出している 。

5  . ま とめ

C A D システムが実際の設計業務に有効利用できることは、 GD S

. S V S ユーザーが、すでに笑証している 。今後 C A D システムを

普及させる上で、より機能性 ・操作性に優れ、 小型でパワフルで安

価なシステムが要求されることは言うまでもないが、設計者1"IJでも、

新しい道具の利用技術・運用体制の盤備が必要でいあると恩われる 。

最近の著しいハードウェア ・ソフトウェア技術の進歩を見るにつけ、

C A D システムが設計者の道具ーとして身近に置かれ、利用されるこ

とは、さらに加速的に広がっていくものと予想される 。

( みは ら しょうい ち エイ・アール ' Y ー ・ヤ7 ギワ妹式会社 シス テム技術部)
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各論 I ・ 建 築 設 計 に お け る C A D そ の 応 用 と 展 開一

3 次 元 C A D

由 自在であるなどの長所があげられる 。 しかし、一般設計業務では

データ入力がまだ実務ベースでの効率までには至っておらず 、 C A

Dの導入が段階的導入しかされていない。

一方、特殊形状の建築では、 C A D の適用がかなり業務の省力に

つながる 。曲線 l 本引くにも製図より C A Dの方が効率がよく 、 ま

た非常に労力を要した 3 次元の座標値算 出が、 C A D により 即座に

裕

最近、コンビュータの普及が著しく、建築分野の C A D でも、マ

イコンによる C A D から、 C A D専用ミニコンによる映像化まで、

多種多様でμ ある 。

C A D の特徴として 、仕上がりが美しい、修正が容易、 出力 は自

イ膏

I  . はじめに
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(1)  3 次元の座棟系か ら任意の扇を規定し、規定した商に対して 2 次元

で入力する 。

カー ソJ レにより点 をつかむことにより、 3 次元の座標を入力する 。(2) 

2 次元で入力するコマンドメニュー

S MOOT H  

口

AXI S 

回転体 幽線の平行移動により作成される曲面入力コマ ン ド

出

7

A

一

知
一

も

一

。

M O  

DI F Y 

MOV E  

(3) 

3 次元 C A Dの入力方法図 2C A Dの動的表現図 1

生s築と社会/ 1986年 9 )] 一号
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できるからである 。 さらに、形状認識および伝達をする上でも、動

的に動かしたり ( 図 1 )、任意断面を出力できるなど 、出力形式が多

種多様であり、 3 次元 C A Dは、非常に有効な手段である 。

しかし 、入力はほとんど 2 次元的にしかできず、入力には依然問

題がある( 図 2 )。 このような背景から、自 由曲 面を有する膜構造建

築物の設計を対象とした 3 次元 C A Dにおける入力 の省力化を目的

に、開発 ・改善を行い、成果をあげているので、ここに開発の 経緯、

その実施例を紹介させていただく 。

II. 省 力 化 対 策

(1) 一貫システムとしてのデータの統一

特殊形状に対する 設計支援 システムとして、

製 図 3 次元 C A D

構造解析 膜形状解析

膜応力変形解析

シェル構造応力変形解析

施工支援 膜裁断プ ログラム

3 次元調IJ 量 システム

などがあ った。開発以前の体制としては、 図 3 に示 すように各部署

が類似のデー タを各ソフトに入力していた 。

各ソフトのイ ンターフ ェイスが作成されなか った要因として、つ

ぎのようなことがあげ られた。

・形状データ以外のデー タが混ざり、形状データのみの分類が難し

し、 。

- データに規則性がなく、汎用的なインターフェイス作成が困難で

ある 。

・社外開発 ソフ トはデー タ構造が明確でない 。

共通の要因として、各 ソフト の内部データ聞で のインターフェイ

ス作成が困難であるということである 。そこで共通の入力データを

作成し、そのデー タを各ソフト の入力フォーマ ッ トに変換する手法

により、入力データの削減を行った ( 図 3 )。

共通データの作成にあた っては、種々のソフト の入力要求を満た

すデータ構造でなければな らない 。有限要素法による構造解析や面

桜 ・容積 ・等高線t ): 出には、曲面を 三角形や四角形に分割lする必要

がある 。 とくに有限要素 法による機造解析は、その分割方法に flj lJ 約

が多く、以下に 示す要求を満たさなければならない。

座標番号

・バン ド幅を小さ くするように座標番号を設定する 。

. 同一点を 認識し、 座標番号を 同 じにする 。

要素定義 ( 図 4 )  

嘩 l C A  D  I  

時 |大 … |

|附デタ 3 1 時 |測量制|

! 形状デ-74|時 |マイコン |

。

部 署
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4書道 謀 略

作 業 所

入 力 自動生成データ 部 署

2宣言十部

入 力

入 力

計 算 機

計 算 機

出 力

暗 殺 計 図

-・ 4茸造 解 析 結 果

.。 測 量

時 裁 断 図 ー裁 断 寸 法

出 力

- t 7' -71 ; 時 |C A  D | 嘩 2 計

|形状データ |  嘩

一 一 一空
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伝

「

'  自動生成により削減されたデータ

| 荷 重 デ タ |

¥ミ形状データ 4

時

三

時 借 造 解 析 結 果

時 沼'1 量

時 裁 断 図 裁 断 寸 法

図 3

嘩 |測量機器 |

時 |マイコン |
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Z  

図 7

X  

放糊皐

内部幽菌入力タイプ

ロフト曲面

境界形伏

直線

問弧

. 慰霊線

放糊県

スプライン曲線

自由曲線

図 8

ハードの特徴と機能分担

特 徴 機 自E

C A D W.用 図形の入力が容易 製 図 機 能

ミニコ ン 図形の出力形式が多君主多様

大型 答設が大きい 締 造 解 析

計算機 計算速度が速い

パ y チ処理に向いている

マイコ ン プログラム開発が容易 拶m機能

安価 共通データ作成

漢字出力ができる プログラム開発

表の出力

幽菌作成のアルゴリズム . I  

じ ｪ テ↓Ｏｎパ ｾλｬ
ｾｖｉ ＢＢｊＯＱＢＧｊＯ卜 Ｂ ｬ Ｏｊ

ｊｾ 守 ｖ 宮守ｾ
図 9 形状解析との連動

G 形状解析

境界形状が規定できる [ロ フト曲面

アルゴリズム l i線形 Coons 曲面

双 1 次樹函

双 3 次 I幽函 J マッ チ

F パ y チ

Bezi er 曲面

Bスプライ ン111l flii

一般 Coons 曲面

表 1

表 2

境界形状や曲面形状を

適当なJ マラメータにより

感覚的に作成する

アルゴリズム

3
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要素定義の法則
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ement s for  C omput er  Gr aphi cs'  Copyri ght  1976 by  Mc -

Gr aw  - Hi l l . l nc 

てコ1

2亡コ1

'[:コ1

を与えて入力するものと、適当なノ マラメータにより感覚的に境界形

状や曲面を決定するものとに分けると、一般の曲面作成コマンドの

多くは、デザイン要素の強い曲面作成であ ったため、後者のアルゴ

リズムを基本とするものが多い。 しかし、数学的な曲面であるため、

建築の場合、設計者の意向が施工にまで伝えにくい曲面であろう 。

自由曲面を有する建築をみてみると、複雑な曲面は、梁 ・ケープ

ル等の構造体を境に曲面 の形態がかわることが多く、それぞれの単

一曲面は、ロフト曲面であることが多い 。 ロフト曲面とは、まず 2

辺の対辺の境界形状を設定し、対応する境界点を直線で結んででき

た曲面である ( 図 7 )。 必要高さを確保しなければならない建築計画

や梁製作上に困難のある施工において、境界形状は制約を受けやす

く、ロフト曲面 の ように境界の形状を最初に決定できるアルゴリズ

ムは、建築に適していると 言えよう 。

このような背景から、今固め開発にあた って、曲面作成コ 7 ンド

はロフト曲面を基本アルゴリズムとした 。境界の形状としては、直

線・円弧 . ｽｾ｜垂線 ・ 放物線 ・ スプライン曲線・オプションとして自

由曲線を、また内部曲面を決定する内挿関数として、直線 ・円弧 ・

懸垂線 ・放物線 ・任意関数を用意した ( 図 8 )。 また形状解析プログ

ラムと連動し、構造的に意味のある形状 ( 空気膜 ・石鹸膜 ) も作成

できるようにした ( 図 9 )0 

グ リッ ドの作成

特殊な形状を入力する場合、直交座標系や円柱座標系等のグリ ッ

ドが役に立たず、入力に労力を要する 。 そこで曲面上に、 表 3 に示

す種々のグリ ッ ドパ ターンを作成した 。

- 反 l時計四りに定義する 。

- 第一辺の定義を同一方向にする 。

. 分割形状を正三角形に近くする 。

. 分割l面積を同程度にする 。

またデータの登録は、必要データだけの読み込みを容易にするた

め、細かくデータを分類し、各曲面ごとにそのデータフ ァイルを作

成した ( 図 5 )。

(2)  ハードの効率化

各コ ンビュータの特性から、 表 1 の よ うに機能を分担した 。

ここでの特徴は、下 記の理由から共通デー タの作成をマイコ ンで

行うことである 。

- テ'パ ックやテストラ ンが容易で、今後の追加ソフト の開発がしや

すい 。

' C A Dの端末機の利用状況が頻繁であり、また台数増加にはかな

りコストカイカ‘ カ‘ る 。

- 作業所でも購入 ・搬入ができる 。

(3)  入力コマンドの強化

梁作成コマンド図 B

曲面の境界形状

入力の効率化を図るため、曲線 ・曲面のコマ ン ドを追加した 。

a ) 曲線

図 6 に示す代表的な 2 点と、 H 形鋼の幅と成、継手タイ プを入力

することにより、鉄骨のデータを作成する 。

b) 曲面

ロフト曲面のアルゴリ ズム

曲面を作成するアルゴリズムは種々ある (表 2 )。
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(4)  支援能力の向上

設計支援能力が高くなれば、設計の効率化が図れるので、 7哲に能

力向上を目差している。

これまでに以下の開発を行った。

a) 術算機能の充実

- 単一曲面ごとの面積 ・容がi 計算

- 曲線の H 形鋼 ・ボックスの重品 ・長さ計算

b) 形状把握機能の充実

- 等高線の算出

- 任意断面線の算出

c) 出力形式の向上

- 応力分布図のカラー化

- 応力変形図の任意断面図

. 梁リスト作成

表 3 グリッドパターン

G R  I  D  A  GR  I  D  B  

G R  I  D  G  

6  

繭

閤

7

麟

6

翻

髄

。

3  

3  

6露量

購白鶴

7璽? 盤

日

繭

闘

B震襲

?霊霊

d) 測量機器との述動

.  3 次元測量機器への座標データ転送

e) 特殊問題の対応

(1) で述べた種々の要求を満たす共通データが作成され、各プロジ

ェクトの特有の問題にも、フロジェクト単位で比較的簡単にプログ

ラム開発が進んだ。

・コンクリー卜型枠のねじれi訟の検討

. 曲面屋根の銅板立さの検討

Ifl 省 力 化 対 策 の 効 果

曲面自動生成プログラムにより入力データ量が削減され( 表 4 )、

入力データの視覚的確認が即座にでき、入力ミスによる戻り作業の

時間 ・労力が著しく削減された。

また、ー災システムとしてデータを統ーしたことによるデータ量

6豊富

?  

61盟

6闇

?覇

GR  I  D  F L  ｾｒｉｄｾ＠

!典

lA  

論議λ: 講義

金 !本 lA

1盆 品 構 l 臨 調

曲以11 4¥融 14
ｾ巳土 ｊＱ I  G R I D J 2  I  G R I D K _ j  

ょ4

。

6  

6 隆弘

z  

ーーーー」

立而図

T Y P E  A  ... . .. 1  h  351 648 4  

T Y  P E  B  ... ... 1  h  265 466 12 I  9  0  

T Y P E  C  8  h  1  h  266 432 5  

T Y P E D 1 6 h  2 h  484 812 16 II 

T Y P E  E  16 h  1  h  572 960 8  

T Y P E  F  8  h  1  h  216 264 9  

E  

?聖霊

曲面自動生成プログラムによリ作成した例
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各論 I ・ 建 築 に お け る C A Dー そ の 応 用 と 展 開一

ア ニ メ ー シ ョ ン

沢 井 健

われわれの研究室がコンビュータグラフィ ックス ( 以下、 C G と

略す ) によるアニメーショ ンの制作を始めたそもそもの動機は、入

力した 3 次元函像が動いたらさぞ面白いであろう、という至 って単

純なものである 。幸いにも、別のプロ ジェクトですでに都市の 3 次

元データを有していたこともあ って、 flj l] 作の決断を鈍らせるような

要因はとくに見当たらなか った。 と言っ ても、資金的に制限の多い

研究室でのプロジェクトであるから、高価な装置を購入することは

できない。 その分は、アイディアと時間、それに大量のマンパワー

( 人数ではなく、一人のスタ ッフがどれだけ起きていられるか、で

嫁ぐ ) で補い、完成にこぎつけた 。大学というところは、電気代と

7 ンパワーにはほとんどお金がかからないので、こういうことが可

能なのである 。

こうして制作されたわれわれの手によるアニメーションの評判は

予怨以上に万しく、その反響の大きさに、われわれ現場スタ ッフ一

同戸必いを党える、ということが相次いだ。 そうして、ある時は自

主制作、またある時は学外との共同プロ ジェクトというかたちで、

次々と作品を制作、発表してい った。

このような共同プロジェクトを始めてからまる 4 年になるが、今

それらを振り返 ってみると、気つ' いたことがある 。 それは、共同作

業の相手が徐々に変わ ってきた、い うことである 。初期は、映画や

T V などのプロタクションや、コ ンビュータメーカ一、 C A D シス

テムのベンダ一等が主流を占めていたが、 l時の経過とともに、地方

向治体の都市計画関係の音[5局や土木コ ンサルタント、建設会社や設

計事務所などが加わり始めた ( fi g . 1，2 ，3 )， そして、当初は番組タ

イトルや、機若草の P R画像等、イメー ジが先行した使われ方がなさ

れていたアニメーションが、計画の評価や、計画関係者との合意を

得るため、というように、計画そのものに 首長〈関わるいわゆる「カ

タイ 」領域での使用も行われるようにな ってきた 。

これらの、建築や都市計画関係の会社や自治体が、われわれの研

究 室 と共同作業をする動機や目的はさまざまであるが、それらの基

盤として共通して存在するのが、 「一度、われわれの計画が動いて

いるところを見てみたい J 、あるいは 「この計画の中を動き回 ってみ

たい」 など、われわれの研究室がアニメーショ ンの制作を始めた動

機と似た、アニメーションの基本的な機能である「動き J を評価し

たものである 。 rアニメーション性善説J の立場をとっている、と

でも言えばよいだろうか。

や

建築界全体を見ても、 C Gアニメーションへの関心は高くなって

おり、そのほとんどがこの「性善説」に立っているような気がする 。

しかし、これはあくまでも考え方の話であって、笑際の市1I 作となる

とさまざまな現実的な問題がからみ、話は変わ ってくるようだ。

いくつかの会社や事務所では、すでに、実験的にアニメーション

の制作を行っているが、制作そのものの是非はいまだに論議の対象

とな っているところもあるようで、全社的なコンセンサスのもとで

制イ乍を 1Tっているところは少ないようである 。

その大きな原因のひとつは、 C Gによるアニメーションが、この

分野にとって未知のものであることがあげられよう 。設備、ノウハ

ウ、スタ ッフ等、すべてゼロに近い状態からスタートしなければな

らず、場合によ っては大きなリスクを背負う可能性もある 。 きわめ

て慎重に、時には他社の出 .nをうかがいながら事をすすめている、

というのが実情ーではないだろうか。

このような状況のもとで、建設会社や設計事務所が C Gアニメー

ションを制作する場合、以下に述べる二つの方法が主だ ったものと

してあげられよう 。

第一は、専門の C Gプロダクションに外注するという方法である 。

この方法は、設備投資の必要がないし、アニメーションとしてはそ

つがなく、完成度の高いものがほぼ確実に手にはいるという長所が

ある 。 しかし、直接の制作者が建築に関しては専門家ではないため、

できあがったアニメーショ ンは、 P R などの比較的 「やわらかい」

領域で使われているケースが多〈、計画の直接的な方針決定や合窓

形成に使われることは、まだ少ないようである 。 また契約時の条件

にもよるが、アニメーションのために憐築したデータは基本的にプ

ロダクション側に帰するものとなり、他の目的に使用できないとい

うテe メリ ッ トもある 。

第二は、自らアニメーンヨ ンを制作するという方法である 。 この

場合、第一のケースとは逆に、アニメーションとしての完成度は落

ちるが、問題点を的確に突いたものが手にはいるというメリ ッ トが

担 築 と社会/ 1986年 9 月号 43 
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家庭の台所の流しから、処理場の最終行緩までの全経路を、流れる水の

限にな ってアニメーショ ン表現した作品である . 大阪府の P R映画に用

いられるシー ンとして、府の依頼を受けた映画のプロダクショ ンから持

ち込まれた企画である 。 (1986年 2 月)

fig . l  OS A K A  Sewer  Sys t em 

のクラブノ、ウスの完成予想アニメーションである 。会只募集用の P R映

像としての意味も込められているので、商業色の強いものにな っている 。

( 1986年 3 月)

fig .2  Hi gashi  Sagami  Gol f  Cl ub 

神戸市からの依頼で制作した。新交通ンステムの新線からの景観シミュ

レーションである 。このアニメーショ ンは、神戸市当局と地元住民との

長鋭対策協議会で公開された。 (1986年 4 月)

fig .3  Kobe Ne w Transport at i on Sys t em - Rokko Island Lineー

生まれる 。

自主制作の場合は、前にも述べたよフに、大きなリスクを避ける

方法が選択される 。 そのため、社の有する C A D システムを大いに

利用した制作方法がとられているようである 。

しかし、そうは言 っても、アニメーション伽1 1 ' 乍のために、どうし

ても新しく手にいれなければならない道具がいくつか出てくること

は避けられない 。ムービーカメラやビデオカメラ、撮影装置など、

C A D システムのディスプレイ上に出力された静止画を動固化する

ための映像関係の機器がその主なものである 。

今のところ、これらの設備に対しての投資は、極力判l えられてい

る。

その多くは、ありあわせのもので間に合わせるか、安価な材料を

買ってきて自作するか、レンタル機材を使う、というやりかたでま

かなわれている 。 スタ ッフの不! 恨の努力も加えられよう 。 この「金

をかけられない」という条件は、大学の研究室と共通のものであり、

そのようなわけで、われわれの研究室の卒業生の経験やマン パ ワー

が、現場でも少しは役に立 っているようである 。

話が少々それたが、この既存の C A D システムのアニメーション

制作への利用は、ある見方をすればきわめて当を得た方法であると

言える 。 なぜなら、建築 C A D と建築アニメーションは、ベーシ ッ

クな部分で共通点を持 っているからである 。 しかし、そう言い切 っ

てしまうには、解決されなければならない問題がある 。言うなれば、

現時点では、両者の直面している問題が共通している、と言ったと

ころである 。 まず、 C A Dの恨I j から考察してみよう 。

。争

本来、 C A D という誇は Comput er Ai ded Desi gni ng からきてい

るが、いつのころからか、現在の建築 C A Dシステムは Comput er

Ai ded Draf t i ng Sys t emではないか、と言われるようにな ってきて

いる 。建築 C A Dの機能の多くは、手描きの図面データを入力し、

それを機械で出力するという、いわゆる図面活舎において発揮され

ているからである 。

計画を 3 次元アニメーションで表現しようとすれば、そのための

データは当然 3 次元的に定義されなければならない 。 C A Dにおい

て、図面出力のために定義されるデータは 2 次元が基本であるから、

これをそのまま使うわけにはいかない 。 たいていの C A Dには透視

図を出力する機能が備わ っているから、アニメーションの作成は、

基本的にはこれを利用すればよいのであるが、この透視図を得るた

めには、図商用のデータとは別に、新しいデータが定義されなけれ

ばならない、というのが現状のようである 。

アニメーンョ ン制作にと ってだけでなく、透視図、平面図、立面

図、陸fi 面図などのそれぞれの表現のたびにデータを定義するのは労

力を要するばかりでなく、各表現の間で情報に矛盾が生ずるという

危険もある 。

このため、図面作成システムとしての C A Dでなく、すべての表

現のベースとなるようなデータを定義する C A Dの必要性がとなえ

られている 。空間的には 3 次元でのデータ定義が可能で・あり、空間

的要素以外にも、素材、設備、機造などに関する建築物の持っさま

ざまな属性を同時にデータベース化できるようなシステムである 。

建築とは、もともとさまざまな属性をも った 3 次元物体であるか

ら、このようなシステムの方がむしろ本来にかな っている、という

考え方である 。 さきほど述べた、透視図や、平面図、立面図、断面

図などは、こうして定義されたデータのうち、必要なものを選択す

ることによ って表現されることになる 。表現を変えるたびにデータ



定義を繰り返す必要もないし、もとよりひとつのデータベースから

の表現であるから、相互の表現の聞に矛盾の生ずる心配もいらない 。

そして、このようなシステムからアニメーション制作に必要な画像

が無理なく得られることは明らかである 。 C A Dシステムに連結し

たアニメーションシステムは、このような点で評価できるのである 。

や

つぎに、アニメーションの側1) から考察してみよう 。

現在、建築の分野にとって、アニメーションはまだまだ若いメデ

ィアであり、表現方法についても確立されているものは少ない 。が、

今のところは主として空間的情報、つまり計画が実現されれば目で

見ることができる可視的情報のプレゼンテーションがなされている 。

しかし、このメディアが今後とも建築の分野の中で育てられていけ

ば、それ以外の情報、すなわち計画が実現されても目で見ることの

できない不可視の情報をもアニメーションで表現することが試みら

れるようになるかも知れない 。むしろ、そうした属性情報の表現も

可能になることが、アニメーションが建築の分野で育ち、独自の手

法として位置付けられるための重要な鍵となると考えられる 。 そし

て、データベースが完備した C A Dシステムと密接につなが ったア

ニメーションシステムは、このような場合にもうまく立ち回れるは

ずである 。

われわれの研究室では、当初アニメーションシステムは、 C A D

とは距離をおいたところで構築された 。すなわち 、単なる 3 次元ワ

イヤフレームアニメーション作成のための専用システムに近いもの

としての入力システムと、データ定義後の動画作成システムである 。

初めての 3 次元都市データが完成して問もない頃、入力したおの

おのの建物のデータに、他の属性情報を加え、 トータルな情報シス

テムを構築しようとしたことがあ った。建物名や用途、番地や電話

番号などが、当時考えられていた属性情報である 。 この機想のもと

では、 3 次元データは、いわば情報の器とでも言うべきものであり、

都市情報のあくまでも一函として位置付けられるものとなる 。

結局、当 11寺のわれわれの試みは実現されないままになっている 。

もともと、 3 次元画像データ入力システムとして開発されたソフト

ウェアがベースとなっていたので、不可視の都市情報を付加しよう

という試みに、どこか無理があ ったのかもしれない 。

このような不可視の属性情報ばかりでなく、色彩やテクスチュア、

陰彩等、可視的な属性を付加する場合でさえ、新規のデータ定義が

必要でーあり、システムもその都度改造され、主査理のっけにくいもの

にな ってきている 。専用システムとして出発したわれわれのアニメ

ーションシステムの持つ問題は、アニメーションに新たな表現が求

められるたびに顕在化してきている 。 それとともに、抜本的にシス

テムを作り直す必要も強〈感じられるようにな ってきた 。 トータル

な属性を持 ったデータベースが存在すれば、この問題はたちどころ

に解決される 。

現イE 、われわれの研究室では、そのようなデータベースの概念を

盤理するために、建築物を個々の部材の段階まで分解し、建築がど

のような属性で成立しているかを分析しようとしている 。 この研究

は、前に述べた新しい C A Dの構築を目指すためのものであるが、

アニメーションの制作という観点から見ても、重要な意味を含んで

いる 。

令

ここまで、 C A Dシステムと アニメーションシステムのおのお

のが解決しなければならない課題について述べた 。

そして、ここに紹介したようにどちらのサイドから問題をつめて

いっても、 「新しいデータベースの必要性」というところにたどり

つくのである。

しかし、このようなシステム商の解決だけではすぐれたプレゼン

テーションを行うことはできない 。

令

さきほど、 C Gアニメーションは建築の分野にとって未知のもの

であると述べた 。 したがってシステムばかりでなく人材を得ること

も大変重要な課題である 。筆者の経験から言うと 、これは実践を積

むのが最良かつ確実な方法ではないかと思う 。映画やアニメーショ

ンなどに元々興味を持っている人がこれを行えば、上達はなお早い

であろう 。最も、ゼロに近い状態からのスター卜であれば、初めの

うちは対外的なプレセーンテーションに耐えうる質のものはなかなか

できてこないであろうが、そこは tr ial &  error を是とする方向で

( 程度問題ではあるけれども) 見ていくしかあるまい。

建築の世界では、アニメーション制作についての経験を笠宮に有

する人が周囲にいない 。 このため、自主制作を行っていると陥りが

ちな問題がそのうち出てくる 。それは、映像制作にやや' 限れてくる

と、得てして制作現場のひとりよがりの傾向をおびた作品が生まれ

始める危険性がある、といつことである 。その結果、映像的なテク

ニ ックの向上は認められるが、肝心の論点が不明瞭な、見た目に派

手なだけの映{ 象ができあがるということが起こる。これでは、プレ

ゼンテーションの役には立たない 。筆者自身もそのような意味で、

過去に何度か痛い思いをしている 。 さきに述べた、上達が早い類い

の人ほど、こうした傾向が強〈現れるのではないかと思う 。

目を外部へ転ずると、世の中は映像にあふれている 。 C Gアニメ

ーションにしても、専門のプロダクションがいくつもあり、それぞ

れの持つノウハウを駆使して映像制作を行っている 。なにより、彼

らが立脚している映像という世界が、確立された表現手法を持って

おり、その豊富さは動き出したばかりの建築 C G アニメーションの

比ではない 。そこで、このようなところへ人材を派遣するというの

も、公的にノウハウを手にいれるひとつの方法として当然考えられ

る。 しかし、プロダクションが持 っているノウハウは、建築のアニ

メーションの手法の基本にはな っても、本来目指すところが呉なる

ので、彼らのノウハウを鵜存みにするのは問題がある 。 その意味て¥

物事に熱くなりやすい性絡の人を単独で送り込むのは危険かも知れ

ない 。 これらの C Gプロダクションも、このところ建築のプレセ。ン

テーションに対し、並々ならぬ関心を抱いているので、建築につい

ての知識や経験を有している人材を求めている 。建築の立場から人

材を送り込むのであれば、 「みいら取りがみいらになる」ことにな

らないための用意は考えておいたほうがよい 。

C Gアニメーションによる建築のプレセ。ンテーションという領域

が、建築の側か、あるいは C Gプロダクションの1"1) か、どちらの活

躍の場になるかは、現時点では、断定することはできない 。両 者 が

共存し、よい意味での刺激を及ぼし合 っていけば最良の結果が期待

できると思うのは、甘い展望であろうか。

参考文献

笹田剛史 ( 1986) :  r産業界における住築 C A D、今我々はどこにいるか f也

分野と の関連をもとに J ( 日本建築' 下会電子計算機利用委員会、第 8 回1t L子計算

機利用シ ンポジウム論文集、 pp. 381- 382、日本建築学会)

( さわい たけし 大阪大学大学院博土ｾ位 Ｉ
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各論1. 建 築 設 計 に お け る C A Dー そ の 応 用 と 展 開 一

コ ン C A Dノ ミ ソ

私がパソコンにはじめて接したのは 1978年前後のことで、ちょう

どこの雑誌が前回の C A D特集を組んだ時期に丞なる。その頃、私

は留学生としてフランスのマルセイユにある建築学校の G. A. M. S.A.

U. ド科学的方法を建築と都市計画とに応用する研究グループ。の略)

という研究室で勉強していた。その研究室に、テクトロニクス4051、

ディジタイザ、プロッ夕、プリンタからなるパソコンシステムがあ

り、研究室の研究テー? のひとつである工業化住宅システムの開発

が行われていた。これは、現在のパソコン C A Dシステムのはしり

ともいうべき対話型システムで、住宅の間取りと屋市艮勾配とを入力

するとパースが出力されるようになっていた( 図 1 )。日本の大学の

計算機センターでラインプリンタによる計算機利用しかしてこなか

った私にとって、 このシステムは新鮮なm' きだ った。身近にあって

手軽に使え、計算結果が直ちに C R T やプロッタに出力できる一一

パソコンシステムのこのような特性に魅かれ、当時フランスにひと

つしかなかったシステムを使って、私も、 P. E.R .T . 一C . P.M. という

スケジュール管理7・ログラム( 図 2 ) を練習用に 作 ったり、私の研

究テーマであるく人間の空間認識一空間表現システム〉のモデルを

作ったりした。

帰国後、 1981年に日建設計に入社し τ のち今日まで、大型計算機

とパソコンとを併用しながら主にソフトの開発に従事してきたが、

今年になって市販のパソコン C A Dシステムも使うようになった。

そこで以下、ソフトの開発者としての立場と、ユーザーとしての

立場とを織り混ぜて、 〈ノマソコンを、建築設計業務においてこれま

でどのように利用してきたか〉について述べてみたい。

なお、パソコン C A Dの現状全般についてお知りになりたい方は

たとえば最後に掲げる文献 (1) を、とくに建築用市販 C A Dシステム

全般についてお知りになりたい方はたとえば文献 (2) を、ご覧いただ

きたい。

員リ地手口

1  . どのような C A Dシ ス テ ム を 開 発 し て き た か

形態演算子

海外の土木建築物の施工段階で、ペンデイングスケジュールが要

求されることがある。 R C構造物中の鉄筋の加工表である 。鉄筋の

加工と配置とを 3 次元空間の中で実施しなければならないので、担

当者は苦労する。この作業をコンビュータ化するため発足した社内

の検討委員会が直面した問題は、鉄筋の入力もさることながら、 m量

体の形状をどのように入力するかであった。

この課題に対し、いくつかの基本的な図形を足したり号| いたりす

ること( 形態演算) によって複雑な図形を入力できるはずだと考え

て、形態演算子のプログラムを開発した。原型は、オリベ ッティの

P  - 6060 というパソコン上で白作られた( 図 3 ) が、計算速度や記憶

容量の制約のため、それ以上の展開が困難になり、のちに、大嬰計

算機上で開発を続行して、 G MOD E しというシステムに結実した

( 図 4 )。
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/  

図 3 図形の足し算

図 4 G M O D E しによる独立基礎の配筋

1- 2. 景観シミュレーション

計画中の建築物が周囲の環境の中でどのように見えるか早〈知り

たいという、強い要求が設計者にはある 。 この設計者の要求にこた

えるため、日建設計でも、いくつかの パース作成システムが大型計

算機上で開発されてきた 。 しかし当社の大阪本社では最近 ( 1986年

6 月) まで、図形出力装誼が、大型計算機に接続された製図機と静

電プロ γ タとに| 浪られていたため、絵が出力されるまで時聞がかか

る、出力に色が使えないなどの難点があ った。

そこで、タブレ ッ トか らのデータ入力によるワイヤフレームのノ マ

ー ス作図システムを N E Cの P C9801で開発した ( 図 5 )。 これは、

等高級で表された地形図の中に、建物の計画案を柏木のようなブロ

ックで描き込み、いろいろな角度から見る、というごく単純なシス

テムだ ったが、いくつかのプロジェクトで使 ってもら った。

図 5

1- 3. 音楽ホールの音響シミュレーション結果の出力

音楽ホールの音響特性を設計の早期に把握するために、音線追跡

法というシミュレーション技法が使われている 。 これは、ホール内

の一点に設定された音源位置から四方八方に数万本の方向ベクトル

を発生し、それら一本一本の方向ベクトルの、ホール内での伝幡経

路を追跡することにより、ホールの音響特性を把握しようとする手

法である 。多量の数値計算が不可欠なため、大型計算機を必要とする。

図 B は、この手法

による計算結果のう

ち、ある平面上にあ

る方向ベクトルのみ

を通信回線で パ ソコ

ンに送 って作 った簡

易アニメーションの

ーコマで、ある時芸lJ

での方向ベクトルの

も花 P 附

位置を表している 。

1- 4. アニメーション映画の作成

H乍年の夏、約 2 ヵ月かけて、空港の国際線旅客ターミナル到着側

における旅客の流動/ 滞留状況の予測結果にもと づ く5 分 30秒のア

ニメーション映画 『旅客流動シミ ュレーション ( 国際線到着 )J を作

った ( 図 7 )。

この映画は、以下に述べる三段階を経て完成した。 まず、国際線

の到来使に釆 って空港に降り立 った旅客の旅客ターミナル内での行

動を、降機から検疫、入国管理、パゲー ジクレイム、税関を経て去

港に至る 一連の事象の連鎖としてモデル化し、大型百十$ ' ) : 機で数値シ

ミュ レーションを行う 。 この計算結果を パ ソコ ンに送り 、アニメー

ション 作成用に編集する 。つぎに、アニメーショ ン用の図形データ

、

図 B
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図 7

( 飛行機や建物) をパソコン恨IJ で準備する。最後に、シミュレーシ

ヨン結果と図形データとを合成して、アニメーション用に C R T 上

に出力した絵を一枚一枚映画の撮影機でコマ撮りする。

2  ど の よ う な 市 販 C A Dシ ス テ ム を 使 っ て い る か

今年 3 月、当社の大阪本社に、市販の製図用ソフト A U T O C A

D を導入した 。 当社ではすでに 10年前に製図用システム A D S を開

発、実用化しており、またミニコン用の市販 C A D システム G D S 、

S V S システムも導入して設計業務に利用している。ここでさらに

市販のパソコン C A D システムを購入した理由は、設計者が手元に

遣いて気軽に作業用図面を作成できる安価な C A D システムが欲し

かったからである。

システム構成は

図 8 の通りで P C

9 8 X  A 、 A 2  ＴＧ ｾｊ＠ (7) 

ペンプロ γ 夕、 A

3 半IJ タブレ ッ ト、

7 ウス、プリンタ

からなる 。

A U T O C A D  図 8 A U T OC A Dのシステム構成

の導入後間もなく、全くの初心者が作成した図面を示す。図 9 は当

社コンピュータ音[1の機器レイアウトである 。図面入力に 4 日を要し

た。 なお、この図を C R T 上で作図するのに 1 分、プロ y タ出力す

るのに 30分かかる 。図10 は、 O A コーナーの機器レイアウト 。 この

C A D システムを、現実の問題に利用した最初の例である 。

これらの図は、購入した A U T O C A Dに全〈手を加えずに作成し

た。 その後、マニュアルを読むうちに、 A U T O C A Dが、ユーザー

の要求に応じてさまざまな方法で機能を拡張できる潜在力をもった

48 

システムであること

がわかった。ひとつ

だけ例を挙げると、

A U T O C A D には、

Common LI SP系の

言語である Auto L  

I SPが用意されてい

る。これを使うと、

ユーザーが自分の欲

する新しいコマンド

を簡潔に定義するこ

とができる。われわ

れはこのような方法

で、できる限り入力

作業をへらした 2 次

元の図面入力システ

ムを作りつつある 。

3  . 結 論

ノマソコンを使 って

日一巴一

〔
口
一

図1日 O A コーナーの機器レイアウト

私自身が開発してきた雑多なシステムと市販 C A D システムとにつ

いて紹介してみて気つがいたことをふたつ述べる 。

ひとつは、私はノマソコンを決して積極的に選択して使ってはこな

かったということ 。 Ｑ Ｍ Ｑ に述べた形態演ｾＺ 子を開発した時期、会社

の大型計算機ではプログラムの入力をカード読み取り装置で行って

いた 。試行錯誤の多い開発用に対話型の端末機など望むべくもなか

ったのである。 1 - 2 - 1- 4 てリマソコンを f吏ったのも、他にグラフィ

ックディスプレイがなかったからにすぎない 。

もうひとつは、パソコン C A Dが実用に耐えるということ 。一般

に、あるシステムが実用に耐えるか否かは、システムとそのユーサ'

ーの使用目的との関数である。ノぞソ コンが多くの点で大型計算機に

劣っているという事実( 現在では事情が変わってきたが) を受け入

れてしまえば、 C P U速度の遅きやメモリ一容量の不足ゆえにパソ

コン C A D を笑用に耐えないと断じる必要はない。1ーl で、形態演

算子の開発には結局、大型計算機が必要だったと述べたが、 〈形態

演算子はどのようなものであるべきか〉 というシステムの設計方針

を決める上で、パソコン上に作ったノマイロットシステムは、探針と

しての役割l を果たした。 1 - 2 、 1 - 3 で示した出力は稚拙ではあ

るが、社内での作業用資料を作るためのシステムとして、十分役立

ってきた。

。g。

以上、パソコン C A Dについて、無秩序に述べてきたが、今後の

パソコン C A D システムをどのように見通してゆくべきだろう。ハ

ードウェアがこれまで以上に急速に進歩し、低価格化してゆくこと

は間違いないだろう 。それに伴 ってノ マソ コン C A D も多様能化と統

合化との両方向に向かうにちがいない 。そのとき、われわれが、設

計に真に役立つ CAD: . - - ステムを持ち得るかどうか、これからの研

究開発に期待するところが大きい。

参 考 文 献

(l ) PI XEL別冊、 C A D / C A Mアル 7 7 No. 2 、図形処理情報センタ一、昭和61年

3 月

(2) 雑 Z士、 a l 、198501

( わち かずのり 株式会社日住設計大阪本社コ ンビュータ部)



各 論1 . 建 築 設 計 に お け る CAD- そ の 応 用 と 展 開 ー

ネットワークによる情報の共同利用

稲垣充慶/ 前田良治

1980年代に入り、ハードウェアの技術進歩とあいまってコンビュ

ータクラフィ ックス技術が成熟し、実用的になってきており、 C A

D 化の波が建築の分野にも押し寄せている 。

C A D化、これをコンビュータ利用技術と換言してもよいが、コ

ンビュータ 利用の効果はこれに係わる業務の質 ・量 ・速度の 3 点で

改善を図る可能性を秘めている。業務自身の見直しに向かう質の面、

データ蓄積量を増す量の面、入力速度を改善する速度の面である 。

単一のコンビュータシステムがネ ッ トワークの広がりを持つシス

テムへと発展すると、質 ・量 ・速度の問題のうち、とくに量の問題

への解決が期待できる 。情報の共同利用をネ ッ トワークを介して行

うことにより、分散蓄積 ・分散処理の観点から量的問題を解消しよ

うというものである。無論、質 ・速度の商においてもその効果はあ

る。

情報の共同平IJ 用を行う場合には、前提としてネ ッ トワークが必須

となるが、まずその形態について述べる 。

1  . ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 技 術

ネ ッ トワークは、その空間的な広がりの距離の大小により、つぎ

の2 f 重類に大別できる 。

(1) L  A  N  ( ローカルエ リアネ ッ トワーク )

(2) グローノ〈ルネットワーク

L A Nはビル内など数kmの範囲でのクローズした領域を、またグ

ローパノレネ ッ トワークは限りなく広がった領域を対象に構築される 。

両者には距離のほかにも重要な迎いがある 。 それは 、ネ ッ トワーク

を介しての分散の考え方であり、 L A Nが各ノードに対して異種の

処理を分飽きせる機能分散を指向しているのに対し、グローパルネ

ッ トワークでは処理が完結する単位、たとえばコンビュータシステ

ムやワークステーションや一つの L A Nにより織成されたシステム

とい ったまとま った単位を接続する処理分散である点である( 図 1 )。

情報の共同利用の観点から見ると、量的問題の解決法として、大

量のデータないしプログラムの保管庫として L A Nのファイルサー

ノ〈、グローノ' ) レネ ッ トワークのコンビュータセンタを利用すること

になる 。データおよびプログラムには初期に生成されたものに加え、

加工されたものも含まれよう 。統計 ・管理というデータの加工処理、

プログラムのコンパイルというプログラムの加工処理である。加工

処理を含めると、グローパルネ ッ トワークを介して大規模コンビュ

ータセンタを利用する構成が生きてくる 。小型コンビュータにより

構成されるノードで加工処理を分担するのは、必ずしも適切な処理

配分にはならない。

反面、ネ ッ トワークを介して大量データを高頻度にやりとりしよ

うとすると ，rJ' ，: 怖は異なる 。データ通信システムでは、 L A Nが10M

bps レベルの転送速 度であるのに対し、 グローパルネ ッ トワークで

( a )  L AN 
コンビュ - 7

ワークステーション

( b )  グローパルネットワーク

コンビュータシステム

データベースセンタ

図 1 2種類のネ ッ トワーク

は数10 Kbps から高速ディジタル回線の数 Mbps レベルまでであり、

1  - 3 ケタ程度の速度差がある 。 C A Dのように大量かつ高速とい

う相反する両者の条件が婆求されると 、転送速度の大きい L A Nに

よる構成の方が有利となる 。広がりを犠牲にして高速性を求めると

いう意味において、距離の差は時間の差と言うことができる 。

ネ ッ トワークが情報の共同利用に向くとして、これに必要となる

条件はなにがあるだろうか。 その一つは標準化である 。

2  . 情 報 流 通 の た め の 標 準 化

情報を共同利用するためには、情報を流通させる手段が必要であ

り、共通の基盤となるものが必要となる 。共通化すべきレベルは多

くあるが、プログラムおよびデータのレベルで見ると、通信アクセ

ス法の規約、データの記述法およびプログラムのインタフェース仕

僚の標準化である 。

いま広くとらえて、二つのレベルに分ける。

(1)ネットワークを含む一つめファミリィシステムを構築するフ ァミ
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(ファミ リィ内)

・通信プロトコ J レ 正コ

・データベース ・・・・・

・グラ フィッ クス 肺

qwpラネタ J 外

(ファミ リィ外)

/  

/ '  

F  

Y  

Ｎデータ交換フォーマ ッ ト ｉｾ

・工業製図規格 I  V  

図 2 ネットワーク内での標準化

リィ内のレベル

(2) ネ ッ トワークを介しないファミ リィ外のレベル

ファミリィ内では、システム構築の基本的部分である通信プ ロ ト

コル、データベース、グラフィ ックスの仕様の共通化が綴準化の主

な対象となる 。 ファミリィ外とでは、最終製品データの受け渡し部

分でのデータ交換フォーマ ッ ト、工業製品仕様の共通化が必要とな

る ( 図 2 )。

(1) システム間相互接続

ファミ リィ内の仕様の国際標準化は、主に、国際標準化機 構 ( 1  

SO)の委員会である 1SO / TC97 /  SC 21 において開放型システム間

相互接続 ( OS I ) として、応用に近いレベルの仕様が対象とな って

いる 。通信プロトコルには OS Iの 7 レイヤ構成のうち、上位に位置

するセ ッショ ン層およびプレゼンテーショ ン層のサービス定義やプ

ロ トコル規定等が、データベースには遠隔 D B アクセスプ ロトコ ル

やデータベース言語等が、 グラフィックス にはグラフィ ックスの 中

核 G K  S  (Gr aphi cal  Kernel  System) やその 3 次元仕 様等がある 。

C A D と密接な関連にあるグラフィ ックスに絞 って述べる 。 グラ

フ ィッ クスには、上に述べた以外に、ロボ ッ トの動作など動的な記

述に向< PH1GS、ディス プレイ装置とのインターフェースとなる C

G  1、共通的な図形ファイル形式を規定した C G M等の標準化が進

められている 。現在、 G K S がすでに国際標準 ( 1  S ) とな ってお

り、加えていくつかの仕様が 1 S 直前の状況にあり、近年、日本か

らの寄与が高まりつつある 。 これらグラフィ ックスの仕織は、ユー

ザから見るとシステムの基本的レベルで共通の基鉱を形成するのに

役立つ。応用プログラムとのインタフェースが共通化されるだけで

なく、これら仕様を実現した図形処理パ y ケージが各種のコ ンビュ

ータで動作し、新規の入出力装置のサポートが容易となる効果を生

む。

(2)製品仕様

ファミリィ外との仕 J憾の標準化は、ファミリィ内の標準化 がたと

え行われていない場合であ っても 、 M T 等の交換媒体を介して情報

を受け渡せることを目的としている 。工業製品を記述したデータ交

換ファイルのフォー 7 ッ トとして T C  184/  S  C  4  ( 生産システムの

自動化) の 1 G  E  S が、また、 T C  10/  S  C  8  (工業製図/ 建 設) の作

図を中心にした C A D、建設フ・ロセス聞の図形情報の共通化の推進

がある 。 このレベルで記述されたデータは、送る 1"IJ と受ける側とで

若干の仕様の相違があ っても、目的とする製品情報の意味が伝達さ

れ、現時点での最も進んだ情報の共同利用の手段とな っている 。
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3  . 情 報 共 同 利 用 型 建 築 CADシステム

N T T では建設業、建築設計業界向けの専用 C A Dシス テム rc

ADMA RCJ を開発 し、61年 6 月4 日- 7 日に大阪マーチ ャンダイ

ズ ・7 ート ( 東区天満橋 ) で開催の CG- OSAKA86で発表 した 。

このシステムでは、いわゆるエンジニア リング ・ワークステーシ

ョンと呼ばれるスタンドアロン型のワークステーションに建築 C A

D ソフトウェアや設計計算、数量計算等の評価プ ログラムを搭載し、

ローカル処理でー計算 ・作図を笑行するとともに、 L A Nや電話回線

と接続する通信機能も搭載し、広汎な情報共同利用型の T S S セン

タである DE MOS センタおよびそのネ ットワーク 化 機能の利用 が可

能 とな っている。 これにより、本支庖間で図面データや標準図形の

流通、共同利用が可能となる ( 図 3 )。

ネ ッ トワークの形態としてはクe ローパルネ ッ トワークに属するも

のであり、情報の共同利用の観点からはグラフィ y クスに GK S 仕

械を採用するなど、最新の標準化の l成果を取り入れたンステムとな

っている 。

大型ユーザが独自にトータルシステムを構築している ことが多い

反商、 小 型ユーザはノ f ソコ ンないしワークステーションを主体とし

て C A D化が進みつつある建築業界において、このシステムはセン

タ利用に 一 つの指針を与えるものとして注目できょう 。

図 3 建築C A Dシステムとネットワークの結合 ( NTT)



4  . 高 度 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用

グラフィックスシステムはこれまで大型機ないしミニコンビュー

タを主体に構成されてきたが、今後は個人ベースのワークステーシ

ヨンやノマソコン利用を中心にしたセンタ共同利用型の分散処理シス

テムへの本絡移行が予想されている 。

一万、ユーザの C A D/ C A Mシステムに対する重視項目の調査

結呆を見ると、システム導入以前には機能の盟富さを重視している

ものの、導入後では次第にデータベース化、情報処理システムとし

ての拡媛性、ネ ッ トワーク機能というシステム基本機能へと重点が

推移しているという報告がある 。

このような状況は、情報処理システムとしての共用データベース

の構築、計算機聞のネ ッ トワーク後続などの基本技術が重要な役割

を果たすことを物語っている。そしてこれを根底から支えるのが、

高度情報ネ ッ トワーク ( I NS ) であり 、これまた必然的に重要とな

る。

1  N  S は文字、数値、図形、画像、普声とい った異種のメディア

情報をインテグレートした形で扱えるものと考えられるから、グラ

フィ ックスのように大量データを高速に扱うシステムには柔軟に対

応できる 。 1 N  S が利用できるとして、その先はどうなるのだろう

か。

(1) 分散の進化

ワークステーションやノ マ、ノコンは、大型コ ンビュータと処理の形

態としては相似形をなしている 。 ワークステーション/ ノマソコンの

性能が向上し、メモリが増大すると、大型コンビュータで行えるこ

とはすべて移せると考えられる 。するとセ ンタの役割はなくなるの

であろうか。 なくなることはなく、分散の形態がより進化した形と

なるはずである 。統合化された C A D/ C A Mシステムが O A シス

テムとリ ン クを持ち、情報の交信が融合化されることや、 A 1 の進

展による膨大な知識の集積がセンタの蓄積 ・処理機能を利用して行

われると予怨される 。

都市の再開発において建設予定のビルを、計算機内に仮設して背

景との親和性を検証する最観シミ ュレーションが話題を 11乎んでいる

が、各種の怨築規約にマ ッチし、かつ芸術的なセンスが受け入れら

れるかどうかの判断が重要視される 。 このような場合、背景となる

長色のコンビュータ化情報、建築規約情報等が複数の建築設計者へ

の共用情報となる 。

共通部品の多いマンション等の設計のための部品とい った製品情

報のみならず、多様な観点の情報がネ y トワークを通じて共同利用

されよう 。

(2)業務の改善

集中管理された共通データベースの存在とセ ンタを介する処理ノ

ード聞の情報の交換は、業務の流れそのも のにインパクトを与える 。

建築設計業務について見ても、営業企画、企画、設計、施工、監

理、保全という C A D化前の直線的な業務の流れは、 C A D化後に

は共通のデータベースを中心とする求心的な流れに変わると同時に、

その流れの柔軟性ゆえに業務の統廃令 ・新設へ向かうと A 考えられる 。

業務の結来をシミュレーショ ンで予測したり、設計業務の結果が

最終段階まで述絞したりすることから システムはいわ ゆ る C A D

/ C A M/ C A E と発展しよう 。

(ぐL叫 一 なω付山由が付e令き …  NT T凶…i臼3一
まえだ よしはる ｎ ｔｔ デ一夕 ｩ過凪副 ｩμ ＮＱＧ ｊ炉＾ｾ 業 ｅ 本淵部 ｩ 産 Ｑ業 ｅ ンステム Ｇｊ 拝＾ＺＺＱ業 ｅ 古部部 ｩ日 Ｑ Ｑ

用語解説

分散処理 : 従来中央処理装置が処理または制御していた機能を、

複数の処理装置に分散させることをいい、システム全体の

柔軟性、信頼性、経済性等の向上を図ることを目的として

いる 。

ノード: ネットワーク内の、データ伝送路に接続。される一つ以

上の機能単位( たとえば、ワークステーション、データ端

末等)。

ファイルサーバ L A Nのノードに取り付〈外部記憶装置( 磁

気ディスクや光ディスクなどの大容量記憶装置) 。

コンパイル : 問題向き言語 ( F ORT RANや C OB OLなど) で表

された計算機プログラムを、計t ) : 機向き言語に観訳するこ

と。

b  p  5 データ転送迷J3t で、ビ ット/ 秒のこと。 ( M= メガ、 K

= キロ)

プロトコル : 通信規約のこと 。データの円滑な転送を行うため

に、計算機、端末装置とい ったデータ電信網の構成要素聞

でやり取りされる各種の制御情報、およびその転送手順を

規定したもの。

I S O/ T C9 7/ SC21 :  I S O の中の作業グループ名で、主に

通信ネ ッ トワークに関するアーキテクチャとプロトコル共

通技術( 製品検証方式なと・) 、並びにコンピュータ・グラフ

ィックスおよびデータベースに関する技術の標準化を進め

ている 。

G K S : ヨーロ ツノマで開発されたグラフィ y ク ・ソフトウェア

の標準である 。プロ ッタ等の出力のみのシステムから、高

度な対話形図形処理まで共通して、必要不可欠な機能をサ

ポートすることを基本思想としている。

P H I G S  グラフィ ックス ・モデリング機能を必要とする C

A D/ C A M分野のニーズに沿った襟準。

C G I  コンビュータ・グラフィ ック ・インタフェースの略称

であり、ディスプレイ装訟の機能上の規定。

C G M  コンビュータ ・グラフィ ック ・メタファイルの略称で

あり、図形ファイルめ記述形式の規定。

M T : 磁気テープ。

I G E S : C A D/ C A Mシステム聞のデータ交換仕様であり、

1981年に A NS I 風俗 ( Amer i can Nat i onal  St andards Ins -

ti tute ) として承認された 。

C  A  M :  " Comput er  Ai ded Manuf act ur i ng" のことて¥コ ンビ

ユータ援用の生産システム。 C A D とC A Mは別々のもの

ではなく、- _ c r したものであるという見方に立 ってC A D

/ C A Mと二語を述按させて用いている 。

C  A  E  :  " Comput er  Ai ded Engi neeri ng" のことで、製品のl井l

発、設計、生産を 一連の流れとしてとらえた、 C A D/ C

A Mを包t3するトータル ・エンジニアリングシステム。
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各 論 II ・建設業界と C A D

建 築 C A Dの 現 状 と 取 り 組 み 方

三橋英二/ 板橋壁ニ

1  . 建設業界の状況と C A Dへ の 期 待

オイルショ ックを契機とする低成長時代は今後も継続すると判断

されており、日本の全就労人口の l 割弱が従事する建設業界は、建

設投資の低迷からくる過当競争の加速、利益率の低下、倒産企業の

増大等、依然、厳しい状況下に置かれている 。

このような環境ゆえに、各企業は生き残りをかけて他社との差別

化を図り、企業競争力を確保すべくあらゆる努力を重ねており、そ

の方策として技術力確保、品質および生産性の向上策および業務全

般の効率化策が重要なテー? となり、近年急速に高性能化かつ低価

格化しつつあるコンビュータを活用して体質改善を目指している 。

昨今の C A Dブームは、実務面での活用に恨ぎした活実なもので

あり、冷的な状況判断のもとに活用努力がなされればその成果を確

実に達成しうる状況にきている 。

しかし、 C A Dに対するメーカーおよびユーザー両者の異常とも

思えるほどの期待と反応が、はたして正しい評価に立脚して生まれ

たものであるのかについては疑問な点も多い。厳しい環境下の企業

にとり、 C A D技術は扱い方如何により討jーにも薬にもなるものであ

り、それゆえに C A Dにまつわる情報や諸問題等を再度冷怖に検討

し直し、積極的かつ適切な対応策を笑施していく時期にきているの

ではなかろうか。

2.  C  A  0 化 の 足 跡

C A D とは、コンビュータを活用し、図形表現をベースとした対

話型の設計活動支援システムであると定義すれば、過去に 2 回の C

A Dブームが生じている 。

第ーのブームは 1970年代の前半であり、 C A D を支える基本的ハ

ードウェアとソフトウェアが確立し、先進的企業がこれを自社の設

計業務に活用を試みた時代である 。建設業界においても大手企業が

業務への活用に向けてシステムの研究開発を行い、 C A D システム

が技術的に実用化可能であるばかりでなく、将来設計業務合理化の

大きな武器となることが確認された 。 しかし現実の設計活動に活用

するためには相当の投資を必要としたため、連設業界では可能性の

検討と技術力の宣伝には役立 ったものの、実用化までには至らず、

以後の低コスト機器や優れたソフトウェアの出現に期待せざるを科f

ぬ状況にあ った。その後ミニコンペースのスタンド ・アロン型 C A

D システムが次々と発表され、それぞれの優劣を競 ってきた 。

1980年代に入り、ノ マーソナルコンビュータ ( P C ) が普及するに及

んで、低価格 C A Dが可能となり、急速に広い利用者層を対象とし

た第二の C A Dブームが生まれ、今日に至 っている 。現在では、さ

らにエンジニアリング ・ワークステーション ( E WS )が市場に投入

され、 C A D システムもホスト砲、 E WS 型、 P C 型と煩型化され、

利用者のニーズに見合 った方向性と具体的実業務への活用という目

標に向け、着実に成果をあげつつある 。 この点で、前回の C A Dブ
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ームとは異なり、厳しい環境下の企業活動へ確実に適用でき期待効

果をもたらしうるか否かが、今日の C A D システムに対する最も重

要な評価要素となってきた 。このために市販される C A D システム

も汎用システムを中心とし、より広い普及を目指した各業界向け専

用システムの榊築が試行され、各企業でも相応の C A Dシステムを

検討 ・調査し、導入活用していく機運が高まっている 。

建設業界においても日［ｾｾ ・ パース等の企画設計分野から実用 化さ

れ、建築確認申請レベルの一般図作成( 意匠、構造、設備) 、原発を

含む現場施工図作成へと適用範闘を拡大し、 一治実に C A Dの効果を

増大しつつ発展してきた。 しかし現在でも単なる汎用作図システム

の活用のみでは十分な効果を期待することは難しく、またより多く

の効果が期待て" きる専門分野 l向けシステムの援事前面やその活用方策

等にも秘々の問題点を残している 。

建築における C A D技術を効果的な設計作業のツールとして使い

こなし、目標を達成していくためには、ハードウェア、ソフトウェ

アの現状と将来動向を正しく認識し、かつ成功への着実な対応策と

継続的な努力が必要となる 。単なるブームへの相乗り気分程度の取

り組み方では、業務の合理化や技術力向上、品質向上どころか、全

く無駄な投資となりうる危険な 1111 j 面のあることを認識して、 C A D

に対応していく必要がある 。 とくに今後企業にとり、 C A D技術を

生かせるか否かは重要となり、これが企業存続に大きな彩響力を及

』ますことになろう 。

3  . ソフトおよびハードの動向

C A Dの普及を可能にした要因として、計算機の低価格化と高性

能化が同時に進展したこと、これに合わせて優れた C A D ソフトが

開発されたこと、さらに利用企業の競争力や製品開発力の強化ニー

ズ、設計部門の合型化ニーズ等に C A D利用効果が合致したことが

あげられる 。

コンビュータについては、ノマーソナルコンビュータ ( P C) でさえ

すでに一昔前の大型コンビュータ並みの能力を保有し、かなりの処

理が可能とな っている 。 したが って C A D ソフトについても、 P C

や E WS をベースにして多段多様なソフトウェアの実用化が可能と

なった。 C A D システムとしては、汎用製図機能に中心を註くもの

と、特定業組用の専門業務処理を効率的に行うものに分化しつつあ

り、建設業界で見れば、ドラフターや製図板の代答となる汎用 C A

D と日) 1.3 - やノマース、設計図、 施工図等を効率的に作成する専用シス

テムに分かれて進展しつつある 。ただし専用システムの中には汎用

製図 C A D をベースとして開発されたものもあり、効率化の点て' 期

待できぬ場合や適用領域が狭〈実務に耐えぬもの、機能、計算精度

や計算時間、操作性や応答性に問題の見られるシステムなども含ま

れ、現H寺点では玉石 ilU{r の状態である 。

ノ、ードウェアについては、ホストからミニコン、 E WS 、P C と

各騒が市場に登場し、さらにそれらに多様な C A D ソフトが組み合
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わせ提供され、 利用者にとり、選択の幅は広がったものの、情報が

氾濫し、適切な選択のための本当に必要な情報は表面化せず、判断

に苦しむ結果となっている。とくに専用 C A Dシステムについては、

一般的にまだ実績も少なく、評価も定着していない。この点でシス

テムメーカ一、利用者の両者が今後努力を重ね、さらに洗練したも

のに仕上げていかねばならぬ状態にあると言える。

現時点では、 P C レベルのコンビュータで専門領域の C A D 化を

すべて期待するのは能力的にも無理でhあり、この意味から、 P C レ

ベルの C A Dはそれなりの範囲で活用するよう判断すべきである。

一般的傾向として E W S が低価絡化しつつあること 、能力的にミニ

コンないしは 中型ホストコンピュータ並みに強化されていることか

ら、今後は E W S ベースの専 門分野向け C A Dシステムが広〈普及

すると思われる。( 図ー 1 )  

4 .  C A  D から C A E へ の 発 展

建設分野の業務を中心に C A D を々えると 、上流から下流に向か

い、 相互にテータや情報が|掲述し合いながらプロジェクトが完成し

ていく。すなわち企画設計、基本設計、笑施設計、見積、施工計画、

現場施工、アフターサービスの全段階での情報伝達や処理をコンビ

ュータに行わせ、企業活動の効率や品質を高めることが技術的に可

能となってきている。現在では各分野ごとの例別の業務用 C A D を

展開している状態ではあるが、これらの経験をベースに、いずれ総

合化されたシステム ( C A  E) へと発展していこう。第一に、部門内

での C A E が( 図ー 2 ) 、つぎの段階では企業レベルでの C A E に確

立されていこう 。 C A E の展開により設計関連データは個人レベル

から部門レベルへ、さらに企業内他部門や他社へと拡大して活用さ

れ、業務全体としてより多くの効果を発揮するようになろう。

5  .  C  A  D導 入 お よ び 活 用 上 の 注 意 点

(1) 過剰l宣伝と期待過剰l

C A D という文字が新聞、 雑誌等に見られぬ日がないほど 、世間

一般の C A Dへの思い入れは深い。メーカー倒IJ の過剰なまでの宣伝

と利用者側の期待感の大きさゆえに正当かつ冷静な行動を忘れ、シ

ステム導入後に至って各種トラブルやシステムへの不信感等を 引 き

起こしている例も少なくない。これらの原因は、双方の取 り組み方

に問題があるが、利用者側にのみ不利益な現象が現れてくる以上、

導入以前に表面に現れない諸問題点を 利用者側が調査し、実態を十

分に J巴復した上で C A D システムの活用策を計画し推進すべきであ

ろっ 。

(2)企業独自の判断規準の設定

各般 C A D システムの開発背崇や目的、利用対象は、すべて異な

る。さらに利用者側の受け入れ目的も企業により、また部署により

異なる場合が多い。また多様な 利用者にとり 10 0 %満足しうる C A D

システムは、今後ともありえない。したがって 利用者側I j が使用範囲、

利用頻度、必要機能、目標効果、将来予測等の最低要求項目を事前

に分類整理し、テスト、評価等導入までに行う作業の半IJ断規準を用

意することが重要となる。さらに各企業における典型的業務例数種

をテスト用として準備する。これは各社の C A D システムを評価 す

る場合、笑物件によるテス トをベースに表面化 していない諸問題点

を顕在化させ正当な評価を効率的にすすめる上で必須となる。

(3)システムの評価

システムの性能を評価する場合の検討内容としては 、下記のごと

き項目が考えられるが、システムや利用目的に応じ、必要な項目を

選択または追加するほか、各評価項目に適切な重みづけを行い、客

観的に性能を把握できるよう心がけるべきである。評価作業は利用

担当者と管理者に分け、異なる立場ーから多面的に進める必要がある。

先にあげた各社特有のテストデータにより、自社の要貝が笑行した

結来をもとに冷静な評価を行わなければ意味がない。

・評価項目- →呆有機能、処理規模、制限事項、処理制度、処理効

率( 能力) 、安定性、信頼度、操作性、経済性/ 採算性、自社主要業

務への適合性、他吉11門業務への応用性、独立性( 将米への発展性)

このほか業界での受け入れ実絞、メーカーの信頼性( 技術力、対

応力) 、将米性等も大切となる。ここでは導入企業の目的や利用範囲

での例別の評価が必要なのであり、メーカ -1HIJ の主張と食い追いが

生じた場合、よく議論し、その理由を明白にし、納得しておくべき

である 。

とくに建築専門の C A D領域では、出力された図面のみを単純に

見比べてもシステムの評価はできず、実物件の複雑さ、規伎の大き

( 出力結采) さ等により評価結果は千差万別の状況を示すことが多いことを認識し

メ

- - - - 、、、 t

|  ータ ・ベース 1" - ー ー ー +

一一一→区歪E

図 - 2 C A E システム 栴想

ておきたい。設計図や施行図等の出来上がりの図面を通して、 r凡周

作図 C A Dシステムの概略機能は判断しうるが、操作性、生産性、

応用性等のほか、システム利用により享受できる効果についてはテ

ストなしに評価することはできない。

P C レベルの C A Dではその能力上、処理速度、 fiH支、処理効率、

信頼性等の面で実務処理上問題を生ずる恐れが多いため、十分なテ

ストを重ねシステムの限界を把み、適切な利用方策などの対応を決

めておく必要がある 。

(4)システム活用に関する 総合評価

C A D システムは今後設計関連業務に彩轡を及ばし統け、その結

来として数年の後には相当な変化をもたらすと思われる 。 したがっ

53  



て現時点で C A Dにどう取り組み今後いかに活用努力が続けられる

かにより、企業が将来享受できる C A Dの効果の程度が決まろう。

C A Dシステムは今後も発展し続けるが、ユーザーにとり完全なも

のを期待して待つとしても、当面は満足できる状態には至らない。

C A D システムそのものについての評価や比較検討以外に、 C A D

システムのもたらす効果についてもマクロな検討を行い、より総合

的な観点より事前評価を行うことで、その後の判断ミスや無駄の少

ない C A Dへの取り組みが可能となろう。

評価項目として環境、技術、利用能力、投資、効果等の側面で検

討することになろう。環境面では C A D導入の緊急度や要請l支を、

技術面では妥当性、波及効果、蓄積効果、貢献度、利用能力面では

要員の技術力、利用頻度、ライフサイクル、投資面では投資額、投

資工数、効果函では直接効果として時間短縮または処理能力向上、

経費節減、省力化、村度や信頼性向上、企業競争力強化、管理水準

やサービス水準の向上、間接効果として新しい可能性の確保、バラ

ンス効果、企業体質改善、教育、室伝等の諸観点が具体的評価項目

となろう。各項目の詳細については記述を省略するが、可能な限り

広い視点より検討を行うことで現実の C A Dシステムの効果限界を

認識するとともに、今後いかに効果を増大させていくべきかについ

ても理解が進み、過剰l期待やシステム能力から生ずるトラブルを最

小限に押さえることができょう 。

6 .  C  A  D 普 及 上 の 問 題 点

C A Dシステムに係る問題点は大変多く、いずれも本質的な解決

を早急に求めることは難しい。最近目立つことを列記する 。

(1) C  A  D  は教育の道具ではない

C A D を導入すればこれまでできなかったことが何でもできるよ

うになり、それが現在不可能なのはシステムが不備でωあるためであ

るとする意見がある 。利用者として専門分野の技術が身についてい

ない人には、いかに優れたシステムを与えても真に価値ある利用は

できない。

システム活用以前に専門領域の技術力を養成することが先決問題

であり、その上で C A D活用の方策を考えるべきである 。

(2)C  A  D システムに完全なものはない

今後、より良いシステムが利用可能となるが、完全なシステムを

追求しても当面求められまい。

現状の C A D を利用者が早期に使いこなし、生かしていく工夫と

努力が必要となるが、問題点のすべてをシステム側の原因とする片

寄った評価は生産的でない。

(3)C  A  Dは経済的にペイしうる

経済的にペイさせるためには、相応の努力が必要となる 。単に図

面一枚の作成コストという狭い範囲て。比較しても筏念ながら良い結

果は得られない。 しかし企画業務や設計全体、さらに焔工図までと、

困困困

より広い領域で総

合的な評価を行え

t;r、 C A D システ

ムの中には現在す

CADD/ CAEに でに経済的効果を

よる作図コスト

発揮しているもの

もあり、いずれこ

の効果は各企業に

波及するはずであ

る。 ( 図 - 3 )  

図

面

作

成

コ

ス

ト

シ

ス

テ

ム

能

力

図- 3 システム成熟と図面作成コスト
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(4)C A  Dにより生産性と品質向上を同時に達成することが可能であ

る

現時点では、単に汎用製図 C A D ソフトのみによる生産性の向上

は困難な場合が多い。しかし設計部門の主要業務全体での効率化 を

目指した C A E を進展させることにより、生産性と品質向上 を同時

に達成することは可能である( 図 - 4 )。 しかし生産性は容易に向上

させうるが、品質 机

6又

については設計者 言

自身に品質向上意 質

欲がなければ問題

外である 。 C A E

の活用方策如何で

品質向上と同時に

生産性を向上させ

大きな効果をもた

巨 ｅ ｾ ＵＱｩ Ｑ

門短縮)

実 施 君 主 計

らすことができる 。 図 - 4  C  A  E による生産性向上と品質向上効果

(5)C  A  D では組織内の役割分担も大切となる

C A Oシステムは設計業務の新しいツールである。しかし現在で

はまだ電話や自動車のように、誰でもが使いこなせる状態までには

成長していない。

当面は活用技術を低下させぬ工夫が必要であり、そのため基本部

分は設計者が担当し、修正変更や仕上げ作業は C A D 操作に慣れた

要員が行うなど、ある程度の役割分担の変更は必要となる 。

7 .  C  A  D シ ス テ ム へ の 取 り 組 み 方

昨今の C A Dブームは単なる流行て‘ な〈、確実な技術やシステム

に裏付けられ、実用化を目指し押し寄せている技術革新の大きな波

の最中にいる状態である 。ハード面での P C化/ E W S化 、専門分

野化し高度化していく C A Dソフト等は、われわれ建設業界自身が

自己革新のために掌中にすべき技術レベルに到達している。 C A D

技術は今後も普及発展していくが、利用者側IJ としてもこれを正しく

評価しつつ適切な対応策を打ち出し、システム提供側との協力で今

後より大きな効果を引き出すべ〈努力していく必要が出てきた 。

C A Dに対するこ、三の問題は前節までにも取り上げたが、最後

に、利用者側の C A Dに対する取り組み方について、項目を列挙し

ておく 。

(l )C A  0 の利用目的、範囲、内容、業務量の明確化 ( 自社の判

断基準の確立 )

(2) 調査 ・実テストによるシステム検討

(3) 投資効果、利用性等の総合評価実施

(4) 具体的目標、務: 準化促進、専門分野技術者養成

(5) 活用体制の整備と利用教育の徹底

(6) 徹底した活用によるシステム等の問題点の抽出と改善努力

(7) C A  E への展開計画と笑現努力

C A Dに対してはすでに導入している企業、また今後導入活用を

検討している企業においてもそれぞれの事情を冷絡に把握し、正当

かつ前向きの評価を下し、適切な方策を立案推進すべき時期にきて

いる 。 C A Dシステムに対する着実かつ積極的活用への努力により、

さらに効果的なシステムの確立が可能となる 。一部署から企業へ、

さらに企業から建設業全体へと、 C A D をベースとした体質改善と

近代化が進展していくことを期待する 。

( …心 じ… 川If.F- J十 一一
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建築設計ヘリアルレスポンスを提供. グ

ノ〈ーソナル C A Dシステム

AUTOCADM坐 3

. ノマーソナルコンビューターからエ

ンジ ニアリ ングワークステーション

まであらゆるコンビューターでイ変用

可古E

- 各種図而作成工数の大幅短縮

・各極メニ ューの使用によるイー ジ

ー オ ペ レーシ ョン

・意匠、 ';lI 気 、 衛 生、空 調 等22Eな

アプリケーションソフトウエア

A U T O C A Dによるイ乍図伊l

I R I S 3 0 0 0 シリーズ超高速

ａｕｔｏｃａｏ™ａｄｅＳ 仕様

作 図 機 能 | 線分、点、 円、問張、太線、自在司自図形、ホリライ

ン、被合図形、盟主図形、スケ y チ

文 字 機 能 I k詰め、中，( . 合わせ、右詰め、左右合わせ、

字体温E更

編集機能| 削除、医院引証泊、移動、絞写、鋭而複写、繰

返阪写、線の結合、角部とし、線の編集、デ

ータ変更

ユーザーの| メニュー( スクリーン、ボタン、タプレ y ト)、

術主可能な| 線開、争体、ハ y チ ・パターン、コマンド ・

ライブラリ| スクリプト

r耐 法 人 | 側 、 角 度 、 雌 、 輔 、 中 心 ← 7J J t

適 応 機 純 1 N E C  PC- 9800: . . - リーズ

( 例) 1  N5200/ 0 5 m K  11 

lJ 上i且 F M- 1 6 s

1  B M  55Xx: . . - リーズ
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目立 2020 

サン7 1 7 ロ サ ン 3

A P P O L O  

D E C μ V A X I1 

三次元ク、ラフィックワークステーション

- カスタム V L S I によるファーム

ウェア、ジオメ トリ ーエ ンジン。に

より、クラフィック処疋Eスピー ドを

飛 躍 的 に 向 上

・建築モデリング、振動解析等名純

シミュレーションに iI訂堕のリアルタ

イム グラフィック 処ｾＮ｀Ｎシステム

1  RI S3000 シリーズ仕様

プロセ ，-tj -- 1モト ローラーMC68020

C P Uメモリー 1 MA X  16M' <イ卜

イノージメモ 1) ー I  MA X  32ピ y ト

グラ 7 イ， 7 l 1024X768 、60HZ 19" 

ディスプレイ 11ンインターレース

周辺装置 | キーボード、マウ人 C MT、7 ロ y ピ一、

ディスクドライブ、 M T

コミュニ 1  R S  232C、E T HE R NE T、

ケ- ; ，. - ョン I I BM3274インタフェイス

L I NI X システムV / ，ークレイ 4. 2

C 、F ORT R A N/ 77、P A S C AL

ジオメ トリ エ ン ジ ン は S G I 社 、 A U T O C A D はオー トデスク社の登録商標です。

ゆ住商工レクトロニクス株式会社

本 社 干101 東京都千代田区神図錦町3丁目 11番地( 精興竹橋共同ピJ レ) 宮( 日 3) 292- 2411 名 古 屋 営 難 所 干461 名古屋市東区東桜1丁目 9番目号( 住友商事ピル2号館) 公 ( 052) 951 一日 396

大 阪 支 唐 〒541 大阪市東区横繍2丁目 7番地( 住化不動産機掘ピJ レ) f i ( 06) 222- 6161 福 岡 営 業 所 干812 循岡市悌多区博多駅前4丁目 1番 (t尊多駅前日生第2 ピJ レ) 合 ( 092) 4  72- 580日
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C A T I S  &  A D A M  

CATI S. ADAMファミリーが貴社の建築CAD/ CAEを実現します二

やややや訟ややや

』ι ↓-t_J . . ι ↓ 斗- 斗一一

I  I  

守一寸__-_-

ｾｌ｟ 斗 一一

I  I  

I  I  

ノやノコンによる

製図γ λ テム

C A T I S / DR A Wは、強力なカスタム化機能により、ユーザ、の個別ニーズにマッチし

た実用的なカスタム C A D を容易に構築する二次元製図システムです。

A D A M/ S・R C・S R C は、対話操作により骨組のモデル作成から応力解析 ・一 次 設 計・

二 次 設 計 ま で 行 う 一 貫 設 計 シ ス テ ム で、豊 富 な 図化出力が大きな特長です。

こ れ ら の パ ッケ ー ジ は 、 こ の た び エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ワークステーション Apol l o

Doma i n にも搭載し、画期的な低価格ターンキィシステムを実現しました 。

お 問 い 合 わ せ は 下 記 ま で

袋詰号撲選撚概撚欄思F

.: : : : : ' 主総吉川ぉ~可訟F

i l O輯 醐議 株式会社 東洋情報シユ子ム

大! 坂本社 ( 江坂 第 二 分 室 ) 応 用 技 術 シ ス テ ム 営 業 部

干 564 I吹田市盟i - I ! 町 8 - 7  T E L  06- 384- 1041 

東 京 本 社 ( 日本柿分室) 応 用 技 術 シ ス テ ム 営 業 部

干 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋3- 14- 1 T E  L03- 535- 6751 
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選択の期間は終わった。

今、キャドパンテージが熱い/

CADV ANT AGE  

建築設計分野における最高のパーソナノレ C A Dシステム

.  %!色付41:，4酬

tもqも例

口作図機能( 例)

・ユニット( シンボノレ) 機能による部品の登録

. レイヤー( 階層) による図面のオーバーレイ

( 各レイヤーの容量は無制限)

・プログラム可能なインテリジェント ・マクロ機能

・実行中のコマンドを中断せずに使用できるネステッド ・

コマンド 図面の拡大 ・縮ノj，. 移動、グリッド、

図面表示、マクロ

・図形のドラッグ移動、ラパーバンド機能

・シンボノレの自動帰入、スケーノレ、回転

. 図面作成中のMS - D O S コマンドの実行

口編集機能( 例)

- 複数頂点の同時移動

- 豊富な文字機能( サイズ、帽、傾き、角度、 )  

・高速で、柔軟なノ、ッチング機能( ユーザ指定可)

.  X ， Y  f j 向それぞれのスケーノレが可能

トリミング

口建築用機能( 例)

- 平行線機能による墜線の作成

・ドア ・建共等のシンボノレ配置時の壁線の自動削除

. 包絡線処理

.  j属性抽出および積算

. 自動寸法線

・3 次元プロジェクション

オブリック( 斜投影) 、アイソメトリック、

ノξ ースペクティブ
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|CA D V A NT A G E用最小システム構成 |

' MS - D O S 対応ノぞーソナノレ ・コンピュータ

( I BM5 5 5 0 ファミリー， P  C  9  8  0  0  - V  M)  

・6 4 0 K B R A M  

・フロッピー ・ディスク装置

.  1 0  B Mハードディスク装置( 図面用ファイノレを含む)

' R S 2 3 2 C シリアノレポー卜 x 2  

- デジタイザー

・プロッター

| 開 発 会 社 |

日本カルコ ンブ株式会社

干532 大阪市淀川区西中島7-5-25

新大阪ドイピル 2 階

T  E  L  .06 (304)  2  0  1  2  ({効

| 販 売 代 理 庖 |

アイ・エス・エル株式会社

〒564 吹田市広芝町 3 - 29- 602 

米津ビノレ第三江坂 6 階

T  E  L  .06  (330)  9  8  2  1  (刊
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優 良 再 開 発 建 築 物 整 備 促 進 事 業

一民間の建築物の共同化に、費用の一部 補 助 を /

2 人以上の地権者( 土地所有者、借地権者等)

が、おのおのの敷地を共同利用し、オープンスペ

ースをそなえた優良な建築物を建設する場合、後

述の〔事業の要件〕を満たせば、計画費用などの

一部に補助金が受けられます。

これが“ 優良再開発建築物事告備促進事業" と呼

ばれる制度であり、民間で任意に行われている建

築活動を共同化事業へと誘導し、良好な市街地住

宅の供給促進、環境の整備、防災性 ・安全性の向

上を図るため、大阪市をはじめ人口 5 万人以上の

主一要都市で実施されています。

〔事業の要件〕

大阪市の補助要綱によれば、事業の要件はつぎ

のようになっています。
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1.  2 人以上の地権者が、敷地の共同化とあわ

せて行うこと。

2. 施行地区面積( 敷地境界線および接する道

路の中心線に固まれた部分。 F ig.l 参照) が、 1000

d 以上かつ敷地面積が 500 m' 以上あること 。

3 . 地区内に 200 r n ' 未満の敷地または不整形な

敷地を含むこと。

4  敷地内 に建築基準法施行令第 136 条第 l 項

に定める空地( 建ぺい率による空地より 2 0 %多い

空地) を礁保すること。

一一総合設計制度( 担当 ' 総合計画局建築指場部指導深指導

係) と要件が矧似していますので、同時に適閉されれば、容

積率の訓憎しゃ道路斜線制限等に l刻する緩和が受けられます。

5  住宅の用に供する告11分が、延べ面積のを以

上あること。ただし、つぎの事業の促進に寄与す

るものは、 f主宅がなくてもよいことになっていま

10. 原則として敷地内に除却すべき建築物が存

在すること。

11 . 敷地内に敷地面積の 3 %以上の公園・緑地

または広場を設置すること。

以上、すべての要件に該当することが必要であ

り、このほかに住宅の設計については、建設規程

が設けられています。

〔補助の対象〕

つぎの項目が補助の対象となり、補助金の額は、

対象事業費の告です。( 大阪市の場合、別途定め

られた標準建設費をもとに補助金の算定を行いま

すが、最高5000万円、住宅が延べ面積の 3未満の

とき最高 2500万円の上限が設けられています)

1  調査設計計画質一一事業計画質、地銀調査

費、建築設計費

2  土地整備費一一一一一建築物除却費、整地工

事費

. 1 

3. 共同施設整備 ' E i - 空地整備費、共周辺行

部分整備費、立体遊歩道 ・人工地盤等整備費

*  1  共同施設量産備ｾは、住宅の問に供する部分の床面績が

延べ面積の 3以上の均合に補助の対卑となりま事 。

〔融資および税の特例〕

この制度を適用した事業には、住宅金融公庫の

一般中高層建築物融資や日本開発銀行の融資な ど

低利の融資を受けることができます。

また、地上階数が 3 以上で住宅を主用途とする

建築物あるいは、地上階数が 4 以上の建築物を建

築する場合、これを取得した従前権利者やこれに

よりやむなく地区外で資産を取得した地権者の譲

渡所得については、ロい換えの特例が受けられま

す。

す。 *

都市防災不燃化促進事業、建築美観誘導、街路 これまで一般に行われている市街地再開発事業

事業、土地区画聖堂理事業。 が、家の公告 ・縦覧、都市計画審議会の議決、建

一一特定賃貸住宅建設融資制度との併用も可能です。この場

合、調査設計計画質および土地盤側貨に対し「優良再開発」

の補助金を受 It 、工事貨に対し「符定賃貸住宅J の融資を受

けることになります。

6. 地階を除く階数が 3 以上の耐火建築物であ

設大臣の認可等という手続きを要しているのに比

べ、この制度は、他段に簡便な手法であり、要件

に見合う地権者が 2 人以上いれば、すぐにでもか

かれる再開発の手法として今後大いに期待されて

ること。 います。

7  原則として工業専用地域 ・工業地域以外で 大阪市内については、大阪市都市盤側局計画部

あること。 指導助成諜 ( T E L 06- 208- 9225) にお問い合わ

8  敷地は、都市計画純設の区域外であること。 せ下さい。

9  幅員 6 m以 上 の 道 路 に 接 し て い る こ と 。 ( 太 ; 阪 市 町i市整備局計岡部指導助成課主査 渋 谷康雄)

〈建築・パース 〉の 国 家 検 定 試 験

第 1回毎日・ D A S高 校 生

デザイン賞

昭和61年度 1 級お よび 2 級「建築図面製作 (建 前用紙の交付を受け、申請期間内に同 毎日新聞社と( 社) 総合デザイナー協会 (D AS)

築透視図製作作業)J の技能検定試験は、下記によ 協会へ提出。 は、全国の高校生を対象に、①グラフィ γ 夕、①

り実施される。 申請期間 昭和61年10月6 日( 月ト 10月17 日ω 工業デザイン、③インテリア、④テキスタイルと

記 受 検 料 実 技 試 験 7，500円、学科試験 2，300円 服飾、⑤クラフ卜の 5 デザイン部門にわたって、

試 験 方 法 実 技 試 験 お よ び 学 科 試 験 受検資佑学歴や職業訓級哩に応じた実務経験。 デザイン ・コンクールを開催することになった。

試 験 日 実技 : 昭和62年 2 月8 日( 日) お問い合わせば、中央職業能力| 摘発協会( 干 107 課題は自由。作品をカラー写真に撮影して、 61年

学科 : 昭和62年 2 月22日( 日) 点点目1港区赤坂 3 - 5 - 2 サンヨー赤坂ピル T E L  03 12月20日ωまでに 出品のこと 。詳細は毎日 . D AS

受 験 申 請 各 都 道 府 県職業能力開発協会で受験申 ー585-0048) へ。 高校生デザイン賞事務局 ( 06- 341- 5895) へ。
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ヘリコフターによる

資材の荷あげ

原 俊夫

ヘリコプターによる物資輸送作業を実絡するに

あたって、作業が安全かつ円滑に遂行できるよう、

以下に一般的基準をまとめたものである。

きめ細かな事前の打ち合わせ、調査、準備の万

全、整理豊富とん、これらの確認と徹底が安全輸送

作業の基本である。そしてこの基本に基づいた安

全の確保と励行は、作業能率を高め、よりよい成

果を約束してくれるものである。

騒音

近年、多分野でヘリコプターの利用が拡大、活

発化しているが、ヘリポート設置に際し、周辺地

域に対する騒音の問題がきわめて重大となってき

ている。騒音を心配する地元住民の設置反対運動

のために、ヘリポートの建設が困難となる場合も

起こっている。

また、騒音問題は単にヘリポート周辺ばかりで

なく 、上空の飛行によって飛行経路上からも考え

ヘリコ プターの性能 (資材輸送用 の主な機種)

機 f重 エンジン

，、主
Jレ 2  

。
4  B  1. 100トPX 1  

ベ ル 2 0  4  B 一 日 1. 300I-PX  1  

f く
J レ 2  4  B  2. 9301-PX  1  

)11 曲奇ノ f ートル 1 0  7  n  A  1. 500I-PX  2  

S  A  3  3  0 ピ ュ ー 7 1. 5751PX 2  

A  S  332L スーノ〈ーピュー 7 1. 755I-PX  2  

ねばならない。工事の大型化とともにへリコプタ (4) 燃料置場

ーの飛行回数も噌加し、そのため周辺環境への彬 ヘリコプターに使用する燃料は、消防法による

響を十分考慮して場所設定を行わなければならな 危険物第 4 類第 2 石油類( ケロシン) に該当し、

し、。

輸送作業

1. ヘ リポート 、荷吊り場、荷降ろし場、輸送

(飛行) 経路等の設定

ヘリコプターによる資材の輸送作業を笑鈍する

ためには、まず、ヘリポート( ヘリコプター離着

陸場) 、貨物輸送の発地( 荷吊り場) と着地( 荷降ろ

し湯) 、 e愉送( 飛行) 経路を選定し、設定しなければ

貯蔵および取り扱いにさまざまな規制を受けるの

で、ヘリポートの燃料置場は法令で定める条件を

そなえたものでなければならない。

1 - 2  荷吊り場 ・荷降ろし場

荷吊り場、荷降ろし場の設定条件はつぎの通り 。

①輸送物件を収容することのできる十分な広さと

平坦さがあること。

②原則として、周辺の空域はヘリポートと同等で

あること 。

ならない。 ③ヘリポートと同等の空域がない場合においても、

1  1 ヘリポート イ) 進入自制見方向( 風上、風下方向) に障害物が

( 1 ) ヘリポート選定の条件 ないこと。

①ヘリコプタ ーの離着陸可能な十分な広さ、地表 ロ) 高い障害物から 2 0 m以上離すこと。

の硬さ、空域を有し、離着陸方向に障害物がない @ 傾斜地や軟弱地の場合、踊り場を設置するか、

こと。 適当な方法を講ずること。

②資材搬入用車両の出入りが容易であり、燃料保 l - 3  輸送( 飛行) 経路

管場所、支援車両用駐車場所などのスペースカ叩在 輸送経路は民家、病院、学校、鉄道、幹線道路

保できること。

①気象上、ヘリコプター運航に支障がないこと 。

@ 人家などの密集地を遊け、飛行経路を含めて総

合的に経済的であること。

(2) ヘリポート設備の概要

①離着陸場 ・ 繋留地 ｬ ま地面を水平にｾ地して、コ

ンクリート、矢板等で 8 m X 1 5 mの広さを基準と

する。

②荷吊り場: 輸送する資材の塁、または種類によ

ってことなるが、ヘリコプターがホパリング移動

するための約3 0 mX 5 0 m程度の面積が必要である。

③資材置場 : 輸送しない荷物は荷吊り作業の支障

になるので、資材置場を設けて、そこに主主理して

おく。

@ 水源 . 生コンパケットの洗i争また防盛のための

散水用としての水源が必要である。

(3) ヘリポ ートの広さおよび周辺空域

左右対称( 原則)

の上空を機断接近しないよう配慮するとともに、

地形、障害物等を考慮し、総合的に調査、判断の

うえ、経済的ルートを設定しなければならない。

また、やむをえず繍断、接近する場合はつぎの対

策を行う。

①選定した経路は 、地元に十分広報するとともに、

理解と thbカを求める 。

②|話)f : 系管理機関の認可を受ける 。

③横断個所を指定し、その個所の実情に応じた標

識( 横断旗、危険旗、吹流し) を設置し 、道路横

断の場合は保安要員を配置し、交通規制を実施す

る。

2. 輸送計画

2 - 1  輸送作業可否の決定

輸送の安全を図るため、輸送作業の可否は、輸

送予定資材の準備状況、機体の状態、気象条件な

どを考慮して、機長が最終決定を行う。

輸送作業が可能および不適となる主な基準はつ

ぎの通りである。

( 可能条件)

① 日の出後より日没前まで。

進入区i或 ②ヘ リコプターが雲から離れて飛行できること 。

- 転移表面の類i J lJ

I 頬: I縫着陸地帯の外{ P . IJl Omの範囲内に離着陸地帯の

表面の延長面上に出る高さの物件のないこと。

ヘリポートの広さおよ び周辺空域

ＨＢｾ相 Ｖ Ｑ 年 Ｘ 月境技 Ｉ

最大俗減量 標準指紋量 ローター直径X全長 (m)

1. 300kg 800kg - 1  . 000kg 14. 6X17. 37 

1. 300kg 800kg - 1  . 000kg 14. 6X17. 37 

2. 500kg 1町 800kg - 2. 300kg 15. 24X18. 52 

2.900kg 2. OOOkg - 2. 500kg 15. 24X25. 4 

2. 900kg 2. OOOkg - 2 .  500kg 15. 1XI 8. 22 

4. 500kg 3. 500kg - 4. 000kg 15.  6 X  18. 7 

③ヘリコプターから 1. 500 m 先が見えること 。

( 不適条件)

①強風、雨雲の時。

②乱気流の発生が箸しい時。

③気象の急変が予想される 時。

@ 飛行中ヘリコプターに者氷が予想される時。

⑤その他、機長が飛行不適と判断した時。

2 - 2  輸送計画

ヘリコプターの能力を十分に発揮させ、安全に

かつ効率的に作業を進めるためには、事前に綿密

な打ち合わせを行い、輸送計画をたてる。

通常作業飛行は 1 時間 - 1 時間20分行い、各作

業飛行の間に燃料補給のため 15 - 2 0分飛行を休止

する。

*  

以上、安全かつ効率的な輸送作業を実施するた

めの、一般的基準をまとめた。

※ t評般五Iは輸送距離、気温、高度、地形、気象、輸送物件の形状などにより t割減する。 ( はらとしおエアーリフト株式会社営業部副部長)
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ディリベントシステム

と駐車場

鑓 専次

統計によると、都市計画駐車場、届出駐車場、

附置義務駐車施設、路上駐車場の、 59年度駐車場

総供用台数は約 120 万台となっており、 I自加率は、

最近 5 年間平均で 5 %程度であることから、昨年

度まででは 126 万台と予想される 。 そのうち地下

駐車場は? 3 と言われ、約40万台と思われる。

今後i首加するであろう都市再開発ピルをはじめ、

都心部ピルへの駐車場附置義務を考慮した場合、

地下駐車場の駐車場に占める割合は、ますます噌

加するであろうと考えられる。

駐車場の換気

駐率士坊の換気については、駐車場法鈍行令によ

り、床面積の% 以上の関口を有する場合を除いて、

「内部の空気を 1 時間につき 10回以上、直接外気

と交換する能力を有する換気装置を設けなければ

ならない」とあるだけで、どの程度給排気口を分

散するかについてはとくに規定されでいない。実

質10回/ Hr 換気を行うためには、天井商全体に大

きな給排気ダクトを縦横に走らせ、給気口、排気

口をきめ細かく分散配置して、汚染空気の滞留を

防止する必要がある。この地下駐車場の換気方法

としで、本来大空間用換気として注目されている

ディリベントシステムの応用が普及しできており、

ここに紹介したい。

システム概要

ディリベントシステムとは、 図- 1 で示すよう

に、小容量のプロア③、指向性のあるジェ y トノ

ズル③、および両者をt接菱続する小口径丸ダクト@

で

き出したジエツトエア一の走巡IDIi劉動『肉1):誌註を利用して、サ

プライエアーを室内全体に綴送し、空調、換気を

o  

図- 1 システム概要

ディリベントファン ディリベントノズル
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行うものである 。

ジェットエアーの理論

吹出気流に対して、空間の容績が十分に大きく、

また周壁の影響がない場合には、吹出した気流は

自由噴流を形成する 。 自由噴流には、運動量保存

の法則が適用され、関口昔日に平行な断面の運動

m X v は一定となる。

図- 2 において、開口部、断面①、断面②の関

係式は、間 ov o=m，v ，= mZV2 となる。

断面 l 断面 '2， 1  

上 L 十¥
・一一一一・ ・ーー・. (j>-o・ l  

・一一→ % ・一一・. V， 争 + ぬ l  

・一一一一ー ・一一- 0 -ー l  

・一一 一ｾ ・ーー・ 争 ー l  

γ 太 ← |
。T I  

(!>. ， 

g ~ ~守- - - - _ . I  

• 1次空気 O 問問の空気

図- 2 ジェッ ト気流による周囲の空気の誘引

運動量が一定であるので、 ジェ γ トエアーは周

囲空気を誘引して速度が減少し、風f注がt帥日する 。

この原理を利用して、サプライエアーを誘引 - 搬

送する。この搬送された空気の到達距隊内に、つ

ぎのノズルを設遺することにより、順次より遠く

へ空気を誘導することが可能となる。元来、大空

間のダクトレス空調、換気システムとして開発さ

れたこのシステムを、駐車場換気に応用すること

により、多くのメリットが出てくる 。

ディリベントシステムの特徴

大きな給排気ダクトの代わりに、ディリベント

システムを設置することにより、汚染空気の滞留

箇所の解消が簡単にでき (図- 3) 、機能的にも従

来の換気方法と遜色なく、むしろそれ以上の効果

が期待できる 。 また大きな給排気ダクトをなくす

ことにより、つぎのような利点があげられる 。

( 1 ) 駐車場内、必要有効高さの確保に有利となる 。

(2) 計画時期によっては、駐車場階高を下げるこ

とも可能となり、建築資のコストダウンにつ

なげることができる 。

(3) 小口径ダクトのため、施工が容易で、、梁貫通

も可能。

(4)  換気動力も少なくてすむ。

以上のような特徴から、イニシャルコスト、ラ

ンニングコストを低く 押さえることができる 。

従来ダクト方式とデイリベントシステムの基本

段置例

的なちがいは、 図- 4 で示すように、給排気に対

して、従来ダクト方式が並列関係に対し、デイリ

ベントシステムが直列関係にある点である。この

ことは、図- 4( 3) に見られるように、設置場所に

よる C O滋度のバラツキが少なく、最大濃度と予

怨される排気口付近に C Oセンサー 11闘を設置す

るだけで安定した市11倒l を行うこと ができることを

意味し、後述するコスト低減、 n エネ化の有効手

段のーっと 数えることができる 。

ティリベントフ? ンユニ y トディリベントノ '̂ J I，..

図- 3 断面気流分布

(1)ディ リベン卜方式 ディリベン

給劃 一一一一一一一一一一¥ 挑担

ＷＢｾＡ ｹＢ ｟Ｎ＠ _  If.一一 Iy ' _ Iy ' _  ｾｦＮ 一一 ＱＷ ァ γ

07Al ¥! ぶ | ¥ ! ト同

1  1姻 換 気/ H， 1  

(2)従来方式

給 貫 目 I 排気

7アン h← !  ｾＭ !  ｾ ←＠ Ａｾ ←＠ 14- ;7::' 

of  r 'LLc dL _土1l- ーコL一一主計。

110団換買/H，I I  1 .  1'0国換気/ H/

(3)各方式のco濃度の変化

従来方式 ディリベント方式

t  一一一一一一一¥ ー一一一一一一「

Ａｌｊ Ｏｌｌｦ ← ｩ ｊｉｾ Ｑｉ＠
十 〆 ，I  ， ｾ Ｇ＠ 1  ， Ｍｾ フヂ 寸て二 Ｏ Ｑ

給11ムニニー- - コz二二 f  〆 一一-v"

給気口からのE 瞳

図- 4 ディリベン卜方式と従来方式のちがい

実 績

ディリベントシステムは 、駐車場換気用として

昭和54年に導入されて以来、 l 万台分を対象に設

置され、全地下駐車場の約 2. 5 % を占めるように

なった。最近 1 年間では、新設約 2 万台に対して、

3 千台を対象として採用され、約15%を占めるに

至っている。

今後の動向

今後、地下駐車場の計画に当たっては、コスト

低減はもちろん、省エネルギーにも留意する必要

がある 。すなわち、近年自動車の排ガス規制も厳

しく、規制対象となる C O発生: l 1 t も少ないので、

換気効果が良ければ実質 2 - 3 回/Hr 程度 の換気

回数で、 C O濃度50ppm以下に押さえることも可

能である 。 このことは 10回/ Hr の換気能力を持つ

送風機の風益出11倒l運転の可能性、および必要性を

: な昧し 、現在この市11御方式のうち最も省エネ効果

の大きいものが速度出11御であり、 COi ，農度検知に

よる送風機のインバータ速度制御方式とデイリベ

ン卜システムを組み合わせると、大幅なランニン

グコストの低減が図れることになる 。

すでに縁切l中の例があり、好結果を得ている 。

今後ますますデイリベントシステムと風昼時11御に

よる地下駐車場のダクトレス化と省エネルギー化

に貢献できることを期待する 。

( やりせんじ 円本 7 レクト株式会社大阪支応技術深深長代理)
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大空間用空調システム

ディリベントシステムは、

ノズルから吹出す高速 ジェッ ト気流の

エネルギーを利用して、

外気フ ァン又は吹出口からの新鮮外気を

誘引搬送し 、ダクトレスで地下駐車場の

換気を行う画期的 システ ムです。

合

〔特 長〕
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， . ダク トレスで換気できま す。

2 . 施工が容易で設備費も低減でき ます。

3 . 環境が良くな ります。

4. 給・排気 ファンのランニング‘コストが下がります。

5 . 階高が低くて清み建設費が削減できます。

〔その他の用途〕

・工場・倉庫・体育館・展示場・文化ホール・室内温水プール・図書館・書庫・空調機械室
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. 昭和61年 度 の 出 版委 員 会 は・. .

わたしたちは、毎月第 三火 附 日 の 17: 00-

18  :  00の問、協会の小会議室に集まり、協会企

画 ・学芸出版社発行の「プロのノウハウ」 シリ

ーズ( 四六判) の単行本の企画 ・出版等のお手

伝いをしています。

当委員会が発足しましたのは、今から 9 年前

の昭和52年です。協会創立60周年記念事業とし

て「建築技術選書 (A 5判) J を発行しようとい

うことになり、当時の出版委員長小林消氏( 新

住宅社) が中心となられて出版委員会が発足し

ました。

最初の本は「茶室の話」で、昭和53年 7 月に

出版しています。当本は、企画がよか ったとい

うか、内容が当時の世相にマ ッチしたというか、

著者の鋭い筆力もあり、現在までに 5 刷 12，000

告I1 を売り 上げました。建築技術選舎の中では、

ダントツの売り上げ第一位の本です。

建築技術選舎は、その後38番目の「住宅の照

明」で終わり、昭和59年よりは読者層のニーズ

の変化と「よりハンディなもの」の婆求に対応

して、四六判二色刷りの「プロのノウハウ」に

受けつがれました。現在までに 9 冊を発行して

います。

昭和53年より数えると、 8 年間に47冊の単行

本を世に送り出しました。平吻して一年間に 6

冊ずつを発行してきたことになります。 ここま

で当事業に実務面でご協力いただいた出版社側1I

のご苦労は、大変だ ったと思いますよ 。 あらた

めで感謝の意を表します。

最近の 出版界は、不況です。 いくらいい本を

出しでも売れません。活字離れが進行 し、じ っ

くりと本を読む習慣がなくな ってきました。飲

大宅壮一氏がいわれた r T V 文化の進行は、 一

億を総白痴化する」が進行してきたのです。

ところで、出版委員会で著合名と著者を一応、

決定しでも、それがそのままスムー ズに進んだ

ことは、一度もありません。各委員が知り合い

の著者を捜し出し、ある程度著者側と打ち合わ

せをして企画会議にのせます。 これからが、お

互いに苦労がつみ重ねられていくわけで、や っ

と、出発点に立 ったランナーの心境です。

. 著者と共に歩む編集者

企画会議で著者と著容名が決ま ったものの、

それからが大変なんです。出版社側は、絶えず

著者と連絡をとりながら、著者に原稿を st いて

貰うように仕向けていきます。

実務に多忙な著者ですから、絶えずコンタク

トを{呆っておかないと、テマ ・ヒマのかかる原

稿など絶対に書いて: c l ' えないからです。 それが

高じて相手にうるさがられることもありますが、

そこでひるんでは負けです。 したがって、著者

と、、っかず離れずH の関係を保 っていきます。

「仕事は、忙しい人に頼まなければ完成できな
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. 委 員 会 の 横 顔一一一一一

『出版委員会の動き」を追って

はじめに、日本建築協会出版委員会のメンバーを紹介します( 敬称略) 。

委員長 須賀好富( 近畿大学)

副 委 員 長 舟 橋 園 男 (大阪大学)

山田 修 (大阪市立工芸高校)

委 員 市 的 久 嗣 (大林組)

川ili 麟太郎 (関西大学)

川村 佳則 (川村建築十月造)

い」のが事実なんですわ、ら ー…・。

ミ 専 名な著者だから「うまくｾいていただける

だろう」と思うのも繰りでした 。文章を古くの

は一つの芸で、技術というよりも技能に近い、、職

人仕事" です。 よく 3 C といわれますが、 C lear

( 明隙 lこ) 、 Corr ec t (正般に) 、 Concise (簡

潔に) をモ y 卜ーに、著者は平易に、分かりや

すく、記憶に残るように 3 かなければなりませ

ん。 いうはやすく、行うはむずかしい芸です。

打ち合わせの段階では「原稿徒出日は何月何

日」と決めましでも、それはあくまでも予定に

すぎません。実際に目次を作成して: c l ' つでも著

者自身が古いているうちに、変更せざるをえま

せんし 、 目次にない新しいアイデイアが出てき

て、初めの予定とは呉な った方向に進むことは、

ザラです。編集者の意見で変克せざるをえない

ところもで、てきます。

やっと提出して貰 った原稿は、各部門別に分

けた出版委員で手分けして持兄し、出版委員会

として「変更や1 : ' き直し」をお願いしたケース

もありました。

最近の本造りは 、若者と編集者の協力体需11 を

車且まない限り、いい本ができなくなりました。

. 本の できる悲しみと 喜び

わたしが担当した例をとり上げてみましょう 。

喜びよりも、悲しみが多か ったように思います。

一件は、ガラス関係の本です。某メーカーに

知り合いがいましたので、その人を通じて社内

で苫けそうな人を数人選んで1まいました。

会社の名古ij が出ますから、上司の決裁が必要

です。 トップに部長が坐り、あとに 3 名の研究

所のスタ γ フが加わり、会社としての執鐙体制

は整いました 。

そこで、本の内容 ・目次等を、出版社の吉田

氏とわたしと会社の人たちで練り、第一次紫案

ができました。 それをよミー体的にどう展開してい

くか・・・ 「サンプルを示してくれ J r読者対象を

どこにしぼるか J r専門的 な説明 をどの程度まで

記述するのか J r文章表現だけでは読者にあきら

れるので、図版 ・写其を入れて貰う J r図版 ・図

表 ・写真の種類は、どんなものがいいか」等、

御堂筋にあるメーカーの事務所を何度も尋ね、

委 員 谷川 康信 (大阪工業技術専門学校)

。 牧野 茂 (竹中工務底)

。 松 尾 恭 治 (松村組)

松井 昭光 ( 日本建築協会)

京 極 迫 宏 (学芸出版社)

吉田 隆 ( "  )  

企画を進めていきました。

その道の専門家を相手にして、編集上の注文

を申し込むのですから 、いい気持ちは しません。

ずい分と失礼千万なことを 申 し上げ、 いやな顔

をされたこ とも、たびたびです。「そこまで、お

っ しゃるのなら、あとは、あなたの方でや って

下さい」と投げ出されそうにな ったのを、ひた

すら平身低頭しであやまり、お願いを続けまし

た。 とにかく「頼むより手がない」のですから 。

手直しができず、中途半端な本を出すと、も

っと後味の悪い思いをしますし 、不特定多数

( 最近 は特定少数になりまし た) の読者に 申 し

訳ありません。出 された本人自身が、 一番ショ

ックを受けられるでしょう 。心を鬼にして、事

務所通いをあtけました 。

ところが、企画が順調に進んでいる途中に、

トップの方が突然に東京に転勤 されたのです( ご

本人はホットされたのではないでしょうか) 。 こ

れには当方も困りましたが、 先方も困られまし

た。 しばらくは、東京との電話連絡でコンタク

トをとりましたが、当方も副業ですから、無償

の労{ 動力の提供には限界が生じます。

とにかく、先方に無理をいって大阪に後任の

恒任者を見つけて貰い、そちらに仕事を引きつ

いでいただきました。 その新しい方と話し合い 、

もう少しで完全原稿提出 という段階で、どちら

ともなく挫折してしまいました。今でも、その

原因がよく分かりません。

当初 l 年の予定が 3 年と延びたものの、ここ

までお互いに努力してきた仕事が、 くずれさっ

た悔やしさは、司王舌ではいい表せません。会社

としても大きな損失です。今もその会社の前を

通りますと 、相済まない気持ちと、その時一押

しできなか った決断力の不足をなげいています。

このように 、 うまくいきそうだ った企画が挫

折した悲しみは、いまでも、わたしの心の底に

打ち沈んでいます。逆に 、 うまくいかないだろ

うと企画したものが、意外や意外、スムーズに

運び、いい本を 出せた絡しさは絡別 によいもの

です。 どんな仕事でもそうでしょうが、両極端

が存在します。

このほかにも「笠の話」が、陽の目を見ずに

消えていきました 。残念です。



日 本 建 築 協 会 出 版 委 員 会 .

左より 牧野、山田、川近、市崎、川村、舟崎、谷川、須賀、総井、吉岡の各委日 ( 松尾委日は欠席)

. ある日( 昭和61. 7 .15. ) の企画風景

「今日は出版委貝長が少し遅れるとの述絡が

入りました。先に出版社の方より報告事項を説

明して貰います」と松弁氏の話。

全員に「プロのノウハウ J r建 築 技 術 選 -;!.tJ の

経過報告舎( 学芸出版社編集部作成。 B 4 判 3

枚 の 印 刷 物) が配布されていました 。

r  (衛生設備のトラブル50) は 、 3 刷 を 発 行

しました。累計で7，000部出たことになり、最近

にないよい結果が出ています。〈建築塗装の手引

き〉は改訂が入ったため、初版のものは廃棄し

なければならなくなりました。いま社内に 100冊、

社外( 小売庖) に 300余冊ありますから、 400余

冊はダメになります。

定価を改訂しなければならなくなり、 1，400円

としました。

( すまいの語録) (ソ ーラーハウス ) ( 住宅設

計とインテリア〉は、新定価が1，300円になりま

した。いま新しいとりかえ用のカバーを制作中

で、カバーに新定価を表示します」

「その他、進行中のものを報告して下さい」

r  ( 住宅の外壁チェ y ク リスト ( 著者 I 氏) )  

は、その後余り進んでおりません。 4 月30日に

I 氏( 在東京) を訪問し、 8 月末回答という返

実IJ を貰 ってきましたが・ ・」
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「雑誌のものが即単行本になる、というのは

間違いです。 時代の流れもありますから、やは

り、著者に手を加えて見直して Iまわないといけ

ないですよ」

r  (建築紛争の解決法一一建築あれこれ相談

に再び中国へ行かれるので、 9 月末脱税を目標

にしています」

「目標が黙票( 黙って通過できる標識) にな

らないことを 1IT っていますよ」

その他、上記以外に進行中のものが、出版社

より 17点報告されました。続いて、昭和61年 度

脱税予定の〈プロのノウハウ) シリーズの既刊

9 冊 、 未 刊 15冊の名前を再確認しました。未干IJ

は未完ですから、未感( いまだ感触あらず) に

通じます。

続 い て 「 工 務 庖100のポイント( 仮称) J の目

次 案23と、原稿兄本( ワーフロで打たれていた)

のコピーを兄ました。問答形式で、解説が入っ

ています。

「これは山田私案ですが、字だけ並ぶ原稿は

読みつ‘ らく、読者の興味も半減しますから、図

を入れる、一部淡字をへらしてくひらがな古き〉

にする、説明を短文にするなど、編集上にー工

夫が必要です」

「今日は宿題として、各委員から新しいテー

マを出していただきました。

① 大 阪地盤図ダイ ジェスト版 I 先 生 ( 松尾

委員)

② 仕上材料選択基準チェ γ クリスト : 某 設 計

事 務 所 ( 市嶋委員)

@ 建築法令実務のポイン卜 : 府か市の行政実

務担当者( 山田委員)

@ コンクリート工事の現場学 ・C 氏 ( 吉田委

員)

以 上 の 4 点について、ご審議下さい」

当誌上では、そのなかの①の話をとり上け. て

みました。

「行政担当者が文章を ｾｴ くとなると、いろん

な利害得失がからむから、かえってｻＡｾきにくい

のではないか」

「この文章は、誰が: ! ，t いたんや、となると責

任問題にもなるし、その人の将来にも影響する。

( 著者 O 氏) ) の進展状況は、どうですか」 役所というタテ社会では、一人カ河祭出すると必

「これも、話が出てから 2 年になります。目 ず頭を叩かれる。そういう意味で、ほんとうの

次の組み立てのアイデイアさえ出れば早いので 聞きたい話は出てこないだろう 。どうでもいい

す が・・ ・一。 5 月 1 日に東京に出かけて訪問して ような話題なら、売れないよ」

きました。 r それなら、グループで書いて貰ったらどう

構成案は山田先生よりいただき、それを基本 か。現に大阪府のグループは、 K 出版社から単

にして学芸で作成中です。 0 先生は、近いうち 行本を出しているが… ・」

「ベテランの専門家と、本の執筆者とは別問

題である。人選が大変にむずかしい」

「企画としてはいいんだが、むずかしい問題

を含んでいる。役所に度目の広い K 大の K 先生に

人選をお願いしてみたらどうか」

「それがいいと思う。提案委員の方てザ可か巽

ii' i はあるか」

「別に異存はない」

この日は、あとで夏の懇親会を聞くというこ

とで40分で会議を終わり 、 そうそうに北のがん

こ寿司( 会費6，000円) に移動、委員の親践を深

めました。自弁で飲むーぱいは、最高にうまか

ったです。誰にも遠慮する こ とがないのですか

勺。

. 終わりに近づ きました

わたしたち出版委員は、まじめに、かつボラ

ンティア精神に徹し 、出版界の動向を模索しな

がら、出版活動を進めております。

また「少しでも協会に基金を」ということで

「よく売れる本」を数多く出したいとも念じて

おります。そのためには、会員の皆様方のご協

力が必要です。どうか会員の皆様、一冊でも多

く当協会企画の本をお買い求めいただきますよ

う、お願いいたします。

値段も手頃な価格ですから、「ちょっと一杯飲

んだと思えば、本の一冊なんか安いものです」

と、わたしはおすすめしているのですが、やは

り高くても一杯飲む方の誘惑には勝てそうにあ

りませんねェ。

伎術関係の本の寿命も、昔に比べるとグーン

と短くなりました。 2 - 3 年で改訂するか、特

定の方に多量に買い上げて賞わない限り 、売 れ

なくなっています。

いまのところ、各替庖の比較的いい本棚( ゴ

ールデンスペースという) に当協会の出版物は

並んで、いますので、 o庖としても V I P待遇を

してくれでいるようです。しかし 、 この厳しい

世の中ですから、、甘えの構造H は許されません。

わたしたち出版委員は、限りなき仕事を夢み

つつ、少しす、つ冊数をふやしていきたいと努力

を重ねております。目標は、 100冊です。

日頃、表に出ることのない出版委員会の活動

状況を会員の皆様に知っていただくために 、報

告をかねた拙文を記してみました。

( 副委員長 ・山田修記)
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月間の動き

昭和61年 7 月分

編 集 委 員

A. .  

ｾ＠

第 1回徹計者のプロフィール幹事会

4 日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出席者 加藤委員ほか12名

議事 「設計者のプロフィール」金収録臨時僧刊号

発行企画

第 4 図作品作風小委員会

7 日 4 時 - 7  B寺 於本会会議室

出 席 者 黒川委員ほか 4 名

議事 (1) 最近の掲載状況報告と掲載方法の検討

(2)  rGall ery  J 内容報告と今後の検討

(3)  本小委員会のあり方を検討

第 4 回計画分科会

7 日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出席者 田中幹事ほか 4 名

議事 “ リニューアルにかかわる地改築あるいは

インテリア " 特集の企画の具体化

第 4 回編集委員会

10日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席 者 井 上 委 員 長 ほ か 6 名

殺 事 (1) 7 月号 r21世紀の住居と設備」特集経

過報告

(2)  8 月号「開発」特集経過報告

(3)  9 月号 r C A Dーその応用と展開」特

集報告

(4)  9 月号“ リニューアルにかかわるイ ン

テリア" 特集の企画

(5)  10月号「新しいオフィス空間の構成ー

求められる機能とその構成要紫」特集

の企画

(6)  青年技術者特集号の件、小委員会報告

(7)  収支状況報告

「リニューアルにかかわるインテリア」特集編集

幹事会

16日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席 者 田 中幹事ほか 3 名

議事 「リニューアルにかかわるインテリア」特集

の企画

第 4 回広告企画小委員会

22日 4 時 - 5  a寺 於本会会議室

出席 者 井 上 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1)  7 月号 r21世紀の住居と設備」特集広

告、暑中見舞挨拶広告収入報告

(2)  8 月号「ツイ ン21J 特集広告収入報告

8 月号「開発J (計画) 特集報告

(3)  9 月号 r C A D ーその応用と展開」特

集広告企画

9 月号「リニューアルにかかわるイン

テリア」特集広告企画

(4) 10月号「新しいオフィス空間の締成一

求 められる機 能と桃成要素」特集広告

企 画

64 挫築と 社 会/ 1986年 9 月号

第 4 回投稿欄小委員会

24日 4 時- 6  H寺 於本会会議室

出席者 . 1( ' ) 測副委員長ほか 5 名

議事 (1)  説者の頁、「この人」の企画

(2)  アンケートの検討

(3)  r建築の生字引」について

(4)  r書評」 ・「私が読んだ本」の推薦

第 2 回 「設計者のプロフィール」幹事会

29日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出席 者 加 藤 力 委 日 ほ か 4 名

殺事 「設計者のプロフィール一関西の昭和生ま

れの建築家」金収録噌刊号の発行企画

「リニューアルにかかわるインテリア」特集第 2

回編集幹事会

31 日 6 時- 8 時 於本会会議室

出席者 田中委只ほか 2 名

級王将 執筆者選定とリニ ューアル事例のまとめ方

事 業 委 員
A. .  

Z 玄

桂鍛富一昭和の大修理一講演 と映画会 (16 ミリ)

31 日 6 時半 - 8 時50分 於本会会議室

参加I.t， 48名

J前市 水本並弘氏

(株式会社大林組、元校雌下f工事事務所長)

建 材 委

A. .  

ｾ＠

第 3 回若い会員の集い小委員会

1 日 6 時半 - 9 時45分

出席者 石川副委員長ほか 11名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2)  本年度第 l 図企画「浪速短期大学の伊

丹キャ ンパスを見る」につい て

(3)  第 2 回以降の企画

第 3 回広報小委員会

2 日 6 時- 8 時

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 3 名

議事 (1)  前回事業委員会の報告

(2)  第 2 因企画「綾離宮」講演と映画会の

企画

第 3 回見学会小委員会

3 日 611寺- 7 時

出 席 者 伊 東 別 委 只 長 ほ か 7 名

議事 (1) 前回事業委員会の報告

(2)  5 丹、 6 月の見学会の実施報告

(3)  7 月以降の見学企画

若い会員の集い分科会

8 日 6 時半 - 9 時15分

出 席 者 大 川 委 只 ほ か 2 名

議 事 本 年 度 の rf 閤展の企画」

第 3 団事業委員会

9 日 0 時半- 211寺

出 席 者 西 村 委 員 長 ほ か 8 名

議事( 1) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2)  その他

若い会員の集い企画打合せ

18日 6 時 - 7 時半 於出江寛建築事務所

出席者 ゲスト 出江寛氏 (出江究建築事務所)

松本主査ほか 2 名

議事 「出江JI 氏の企画」

若い会員の集い分科会

21 日 6 時半 - 9 時 於本会会議室

出席者 ゲスト 中村徹氏 (大阪ガス )

松限主査ほか 3 名

誠司王 「葉祥栄氏の企画」

若い会員の集い分科会

23日 6 時半 - 8 日寺 於本会会議室

出 席 者 阿 部 主 査 ほ か 2 名

議事 「キャ ンパスを訪ねる」当日の スケジュ ール

ほか

若い会員の集い分科会

25日 6 時 - 7 時20分 於本会会議室

出 席 者 根 康 主 査 ほ か 3 名

議事 「みどり学習会J (第12回) の企画

広報小委員会

員

17日 3 時半 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 牧 回 委 員 長 ほ か 12名

材料説明 : rセブン C R シス テム」

担当 : 長織委員

議事 (1)  今後の検討建材

(2)  r新建材紹介コーナー」掲級予定

出 版
A. .  

ｾ＠委 員

15日 51侍- 6  a寺 於本会会議室

出席省 須賀委只長ほか 7 名、学芸出版社

議事 (1)  選舎とプロのノウハウの経過報告

(2)  今後のテーマと執筆者選定

法 制 問 題 懇 談 会

14 日 3 時半 - 5時

出席者 栂里子建設省市街地建築謀長

{空里T会長ほか 6 名

議事 法制に関する諸問題、と くに形態規制改正

案について

(委員会終了後懇談会)

若 い 会 員 の 集 い

浪速 短期大学の伊丹キャンパスを見る

26日 2 0守- 5  B寺

参加者 43名

J J昨師 大 久 保 久 能 氏 (株式会社坂倉建築研究所)

織 原 良 矢 氏 ( 向 上 )  

建 築 ク ラ ブ

朝食会

8 日 8 時 - 9 時半 於大l坂グラ ン ドホテル

演題 「私の悌教観」

講 師 大 型 勝 率 寺 住 職 奥 野 俊 雄氏

出席者 74名

建築防災関係法令研究連絡会

22日 2 時 - 41侍 於建築家会館

出 席 お 織 成 団 体 各 委 員

議 事 「建築と社会」 誌掲絞の、 ( 防災設計思想とそ

の限界) などの検討

建 築 業 務 基 準 委 員 会

22日 2 0寺- 4 時 於 日 本 建 築 士 会 連 合 会

出 席 者 椛 成 団 体 各 委 員

議 事 委 只 会 の 進 め 方 に つ いて

創 立 70 周 年 記 念 事 業

「住まいの総本」打合会

4 日 2 時- 4 B寺 於本会会議室

出席省 三品委員長ほか 4 名

議 事 {面絡および販売などについて

7 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 2 社〕

側愛知電機製作所大阪支社

制佐泌武夫設計事務所関西支所

〔個人会只 5 名〕

木 均 公 典

( 大阪府開発指導課)

守 山 久 子

{大 林 組)

半 田 雄 司

( 大 成 建 設)

山 田 祐 三

(安井建築設，l I {・))

平 畑 正 人

(雌木工務庖)



編集後記メモ 参

- 本号でもって、長らく続いてきましたふたつの

シリー ズが最終阿を迎えました。ひとつは、 「設

計者のプロフイール」で、昭和57年 8 月号より、

関西の昭和生まれの建築家たちをイ ンタヴュー形

式で紹介してきましたが、本号で50人目となり、

これで一応区切ります。後は、地成も新たにして

写真、スケッチ、座談会、年表などをI肘lti しなが

ら、臨時 ｴｾ 干 ｉｊ 号の形で単行本として発行すること

にして準備を進めております。来年は本会創立70

周年を迎えますので、その記念事業のひとつとし

て発刊する予定でおります。

・ もうひとつのシリーズは、「すまいづくり講座」

です。昭和59年 4 月号よりはじまり、本号の第25

講で一応終わります。これは住宅 ・lif l市豊富備公団

関西支社の第一線の技術者たちによる集合住宅の

ノウハウも含めた講座です。今は故人となられま

したが、福田前会長の発案で、当 H寺の関西支社長

であった怯下良一氏の同怠をえて 、公団の第一線

技術告の集団討議を経て掲載してきたものです。

このシ' ) ーズも、公団側でー怖のパンフレッ卜に

まとめられるように聞いております。

以上、ふたつのシリーズにご協力ねがった各位

に厚くお礼申しあげる次第です。

. 終わりとなったシリーズの代わりというわけで

はないのですが、i I i I 月号から「会員グループの頁」

のシリーズを設けて、職場 ・職域での会民グルー

フ ( 5 名以上) の声 ・意見 ・織相を紹介していく

大阪府立青少年会館ヤングスタジ オ

ー可..守守司，守一一一一守守...ーーーー......・ーー・ーーーーーー・ーー・・・・・・・・ーー・・・・・ーー...._._----_.. ._--------ーーーーーー・ー・ーー

φ  
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ことになりました。近畿地建からはじまり、大建 な待集といってもよいと思いますが、本号は 、 カ

設計、大林組、大阪市…・・・等々と続く予定で進め ラーペインティング、アニメーション、人工知能、

ております。 3 次元など、その後の C A Dの著しい発展と 利用

・本号の本文は C A Dの特集ですが、本誌では、 動向をふまえて構成を考えてみました。 r CA D-

C A D という名称、がまだ一般化され ていない 8 年 その応用と展開ー」と 題 した所以です。 何 らかの

前の 53年 9 月号に、早くも C A D という名称、を顕 参考になれば幸いです。

につけた特集を組んでおります。その点、先駆的 ( 松井記)

ＺｬｴｾＮ 十 Ｏー 粒祉ヴォーリス建築事務所音響設計 ・ 施工 Ｏ 高山工業株式会社

高山の技術が各分野で大活躍 都市づくりに大いに貢献してしぜす. ノ

(' 1M【刷刷、) 言語函王議溢当量証

建段業許可番号建位大臣許可第皮22号/ 一級建築士事務所/ 車京都知事量館第13313号

本 社 東京都千代田区富士見 1- 11 - 21 東京 (03) 265- 5631  ( 代)

大阪宝庫/ 仙台支庖/ 千葉営換所/ 機浜営難所/ 北関東宮損所/ 西東京営蝶所
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テトカッパー防水

- 防火・防煙シャッター

. ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

• ｾＩｪ 水 Ｇ ＮＧｦＮｊｬｩ め研究続験から生れたす〈ない資 ｩＱｦＮ ｴ のパーフェクトな防水 ｬ 併 です Ｎ

この ｾＩｪ 水 ｬ 討は Ｈ一層防水Ｉ 地 ｔ するだけで、ｼ切水は〉己 ‘ ｾですＮ

温 度 変 化 に ('1' びがなく、柔軟性に t・1み、劇的 . 血t，薬品性に慣れ、腐蝕しません.

カッパー防水帯

コ- " ，ータイト

オクロン防水平帯

新工法

プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業株式舎示i
dド 社 東 京 畠 中 央 区 銀 座8- ，- 9 電眠03 ( 511 )  2103 

大阪家初所大阪市淀川区東三間6- 1- 41 11，" 06 (391)  1081- 2  

2・E 1t a 冊 崎 五 県憎川市東 1- 3- 30 電話ω81( 14)28，5・6

，. ，本山機所神事川県草木市金【11259 電話0162 ( 21 )  1161 

4月占組出嗣 名占崎市南 ＨｬＨｩ ｊｾ 町 ＳＳ 司E甑052 (811 )  3660 

九州出領暗佐賀嚇佐賀郡附宮町，ｫＧｾ崎直温 ＧＵＰ 電話ω52 ( 41) 目' 5

- 軽量シャッタ一

回クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

A  大…阪附…………市付………北M……区日…茶何屋……町引………5川山…………番引一………2片一一一号刊吋吋電臨臨土E話百

ム 鈴 木 シ ヤ ツ タ 一 工 業 株 式 会 社 北 陸 営 業 所 釧 侃 一 … 市 枯 悶 長 姐 田 … 地 電話金沢 Iべ円 けじ斗凡汁 守3仁勺ザ65 - 5135- 6  

， .  神戸営業所神戸市長田区大橋｛Ｚｊ￐ｴｪ電話神戸 間 働 ＱｾＮＱ ＱｬＭ

豊 か な 経 験

最新の技 Ｑｾￎ

東洋シャッタ一株式会社

本 社 : 大 阪 市 京 区両 信 町1- 12 日生ピル f t  (943) 6571代表

東 京 ・横浜 ・盛岡・仙台 ・水 戸 ・静岡 ・岡 崎 ・名古屋・富山 ・大津・京都・神戸 ・広 島 ・高松・福岡他 全 国 主 要 都 市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ 郡朝目玉撲絵

本 社 東 京 都 港 区浜必 町 1 ・25・7 電 話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大 阪市淀川区加島 1 ・58- 59 . 脂 (302) 2 2 7 1 (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 機 浜 ・鯵岡・ 京 都・神 戸

震災羽忠実処造設計地工

φ 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 問 問T 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 - 8 1包 括 神 戸 341局 5 8 9 2  

電気・空調 ・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪電気暖房株式会社

*唐大匝本祉大阪市西区江戸組1丁目 911't 25号ー 〒550 電11i (06) 441-8231 (大代)

東京本社 東京都中央区銀座2丁目 211't 17号 〒 104 1It 1l; (03)  535-5251 ( 大代)

支 社 名 古 庖 慌 問

支 底 札制 ー仙台・新制・大宮 ー千楽・4揖浜金沢・天恩岡山広島・高絞・熊本

営 鍵 所帯広・函館・青森・秋田・盛岡・前編・長野・僻間 銀図・ ilt ・

富山・福井 京倒 神戸 徳 山 ・松山高知 ー北九州・鹿児島・

郎 町

出 張 所 地川・桐島・松江 田徳島・長崎・宮崎

海外支庖 ンンガポール ホンコン ・スリ ランカ

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気綱和般備 ・その他管工事一切の殺計・. 工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東京都千代田 区大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270)  - 7411(側

大阪支 社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電信 06-( 443) 5041(的

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉 ・償 浜 ・名 古屋 ・金 沢 ・四国 ・広島 ・福 岡

出 張 所 福井・倉敷 ・松 山・ 宇 都 宮 ・併問・苫小牧

空 気 鯛 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

/ y 、 ¥ 環 境 術 生 1庖 ?

1 /三、 l 荷役 ｾｉ 般機械

、- - - - . / 化 学 鉱 山 機 械

気 量生 1刷

房I蔚

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 自IS

大阪支信長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東( i { 北浜 2 γ U 2  2 吊'1也 電.I l; 大阪 (202) 代友3071

本 広 東京 ・日比谷 三はピル

支 庖 名古屋) L i H・北海道・中国点北北陸 ・四国・ シンガポール

営 業 所 償 浜 ・静岡・豊田・岡山・金沢 ・新溺・符浴

空 気 鯛 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑩ 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 鱒 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2 屯 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 . 1111 台 ・札 帆 ・ 広 島 信 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

。格式会社三発空調

本 社 大 阪 市 東 区 城 見 γ イン 21MID タ ワ ー 電 話 06- 949ー1371

東京本底 東京都 新宿区西新宿 新宿住友ピル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 銘0222- 61- 3002

名古屋市中村区名 駅南2丁目 14番 19号 電 信052- 581 - 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 背骨秋田・宇都直千葉.111崎・摘棋富山福井車面神戸 E江高E 下関熊本鹿児島・沖縄

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 漉 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

E哩， よりよき環境へ筏術てす兆む一一一一

@星野 株 式 会 社 精 研

自凶 •. ..・v ・

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 II 番16号 ( オートセンターピル1.2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナ ンJ. ffl! 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1代 表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目2番 5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

遺 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大 阪市 北区堂島浜 1 丁 目 2 番 6 号 ( 新 大 ピ ル)

包括 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本僑本右町4- 2( 三井第 二男11銃)

包括 ( 03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・札 純 ・東 海 村 ・北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
夫、

ｏＺＡＮＡｾ 雪 Ｑ Ｓｩ 業捗見令 ｦさ

6 7  



電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

社
ム一

A
式電陽朝

士

本 社 太 阪 市 北区中之島 3 - 2 - 4 朝日 ピル T E L ) ¥阪06 (385)1361  (代)

大阪営業所 T E L  k 阪06(38511361(代} 京都営業所 T E L  Jt: /is075(311  1185((¥: 

東京営業所 T EL 車京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(77) 6  1  6  

"'電.  
.w. 本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東日反懇ビル T E L 0 6- 3 1 3ー 1101

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・京 都 ・天王室

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原菜取 締 役 社 長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高n矯五丁目 二八番地電話大阪 ( 202) 0325- 9  1ft 

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 1ft 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 出 張 所 全国主要郎市2 ヶ所

キ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る υ

電 気 設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暗 房 役 傭

給 排 水 衛 生 殴 備 ・ 富 十 銭 帽1) 御 般 傭 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

殴 置 す 施 工

三 室 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 瀦 納 イ云 三

干 530 k  阪 市 北 1><: 同 疋満 2 - 6 - 8 ( 笠ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X 523- 3  2  8  7  

干 105 胤 );r /;l l 港 1><: 軒 情2- 16(ー ェー純 情 ピル ) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X 222- 6  7  2  4  

干 Ｔ ＶＲ 抗 占 ｬｩｬ ｲｬ ￮ 北 ｉ＾ｻｾ 岨 ， r  11  12  - 14 T EL  052(991)  5  1  3  1  

干 ＶＵＷ 神 μｲ ｬｩ ｬ ・ ｌ ＾＼Ｚ ｾ ｉｉ ， Ｑ 'l'0f1 -2-9( エ ピ λ ピル ) T E L  078(881) 5  5  7  1  

&  

総合設備工事〈殺計・施工〉

建築・電気・通信・送電線・プラント・計装・空調 ・土木

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

本 社

東 京 支 底

名 古 屋 支 庖

神 戸 支 底

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8  Tel  06- 452- 1151 ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2  - 1 7  T e l  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡 ・広島・名古屋・神戸 ・京都

社

京

社

本

来

支

電気・計装・空調工事設計施工

本 永 造

大阪r ! i 北 区 凶 天 満 5 丁 目 1 Is: 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4  - 3 056  (代)

東京・神戸 ・広島- 岡山

名 古屋 - 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苫 小 牧 . i:兵怯・ 滋 賀

Ji: 倒1・高 砂 -三原 i昔、山・怯山・新 居 浜 ・偲岡・沖縄

ｰｾ ト圃気工Ｚ，［［［［二戸 ｊ レヲ跡式 ｑ ｉｴ

山取 締f支社長

A  

奉仕感謝の底

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 唐 本土

支 庖

事業所

本

号事550 大阪 市 i川区 凶本田T 1 ー 13 - 3 3

話 大 阪 06(532) 代0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

ヰ土本

BoardふSlate

フ タ バ 工 業

天理営業所

ナ

ニ

ワ

E

椋

式

会

社

一
川
崎
唯
一
一
一
叫
一
唯
一
品

4

ト

U

一一一

r

r八

@明

現時

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 (堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 4目 篠 原 . J!!I. . 滋 賀

Standard 

雨 水 港 入 制 落 防 止

耐季霊室量

ナニワ緩勾12ii
3 寸緩勾最適軽量水止付 (空葺) 瓦

、tI:::

::l8. エ

富士造園土木顎

計 施

吾n .

日又園

⑧ 

模型製作 l  

石 m校 jiq ・アクリル校Ytq 製作目

干 665 宝塚市山本東 2 ー 6 - 17  

電話 0797- 88- 0501的

宮岡建築模型製作所

干l mI 取点目1; 中央D mI、1'(，; ".111
) 3  14  11 

出 品 10316697565 I-' ^ X  10316697565  

68 
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酎

斗

志 社 有志 *15 ，Ｎ 京 都 同宿巨西 軒 市 ＲｾＶ ・ Ｑ < 0 )3 担， 1匹 11夫 代 文 聞 志社 0 .06- “ 8- 3刷 3 代

文 陪 支社 宮 崎 448- -58日 代 名古厘 王 ｾ u  152 引 1535.{¥ 中 国宝15 " 国 ] -247-554

九州: 1i l 6 宮 内2 431. '2147' 代 曾1I' 同花開買噌 民・神戸東町 岡山園田

空 気 訴I fll ノ〆、¥

給排 水衛生 『 ζ 了五7

第ーエ索抹式会社

大阪支庖

大 阪 支l苫 〒 530 大 阪 市 北 lえ 凶 天 満 3 r 目 6 倖 1 4 庁

m Jl， 0  6  - 3  6  4  - 6  6  6  1  ( 代 表 }

本 社 干 100 *  ，;r Ift l 千 代 田 氏 九 の 外J 3  r 目 3 俳 1 号

ｾｵ ［ｲ［＠ 0  3  - 2  1  1  - 8  5  1  1  ( 代表 )

搬 送機設備

投 ま| 施 工

日麦 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈 掌

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 芝 凹1丁目 4- 8( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

「 maDII III:::::> 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 舗 信 機 式 会 経 大 防 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー ] ー 2 7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

本 社 東京郁中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  (562)  )  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 相 同

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本社 設備部

大阪市北区丙天満 5 - ) ト ) 2 電 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 }j 市甲斐四点目T 9  - 3  司! Q720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦 (. " p庄登録54977Hi一) I  

110750， f製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 (実用新案笠鉱出版i中 )  J  

110751 

各本! I 洋瓦全般 カラー ベ スト・モ ニエル瓦・セ千スイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保凶鉄工・松下電工仰・日本モニエル側' I l ! ホ化学工業側富士スレート胸・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 r 目 5 待 14号 <!i!>544

電 J6' 06( 715)  0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大阪市平聖子区 工 場 兵五11県 三 原郡( 淡路島)

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

3525 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 i l! 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底 ・蛍業所 福岡 ・京都 ・天理 ・川 西

⑨日本管工業株式会社

本社及京都宝庫 京 部 市 南 区 西 九 条 畳 間 町 2 0 番 地 の 1

電 結 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話( 06 )  352- 3501(尚

三 量 支 底 油 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電 話 (0592) 26- 3610仰

四日市営換所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 7431附

滋 賀 営 難 所 犬山市中央 2 丁目 4- 28 電 結 (0775) 22- 973剖勺

E'ii". 3舎 町震房 副 事

キ電曹司. . . .

③石毛謀議結茶話

. . . . . ‘ ， I ，U : I，.  

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7・5-30 昔 前似) 6) 1111 代

日本写植センヲー 干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 官 閥 2 (26)  4371 

津山写樋セン 7 ー 〒708 ;霊山市大手町8番5号 機箆庖会館 ... 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写樋セン 7 ー 〒蜘 荷 風 嗣 情綴 沖縄印刷団地 雷 間 8 (55) 61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設 / 設計 ・施工 ・監理

⑬ 山 田Z 鑓 積 書a u

本 社 大阪市西[ >( ，; t 町堀 1 - 6  - 8  1lt Jli 06(443)  8161 (大代表)

(環境笈置事業部呼閉) 電話 06(447) 0831 (代表)

分析セン 11一 大阪市淀川区 二lJt ぼ市トト35 1lt Jt 06(308)  1491 

支 底 J I l : 京・名古111 ・稲岡

営 業 所 J;r ｉｩｦｾ神Ｏ［姫路 ー 広島高松訟山

文化庁・宮内庁・各府県庁

星雲文化高 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部

御 用 達

G m孟宇工業所

代表取締役 小 林 . 麻 造

干 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)
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販売元凋 ｴ モ，・ ｉｊ コｾＺｲ ｦｬＮ 網島ｾ重言語企
本 社 / 東 京 船 港 区 六 本 木 3 ー 1 6 - 2  6 ・03- 珂2-8811

大 阪 世 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 20喧-3294

特殊壁装材製造販売和室に最適

回一ぞ!:;;!?)(株)副 J! J : J ! ] D::2 

〒 大 阪 府 員 塚 市 王 子 5 0  [  

場

一

二

エ

第

第

。 ｟， ｾＩ｜ｩｾＭ 酬の断熱局シｾ人 ｫ
Iあげシ ー- 今

目立1¥.' イチ11ーシート P

目豆電線株式曾批判期軒畑区丸の内2丁目 制 ( 刊 困 ピlレ)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 ポ ・ シ ー ト 防 IJ< • モ ｊ レタ ｊ レ防本

・樹脂注入緩着工法 各個樹脂注入後 11補 修 工

・ 亀 裂 術 修 工 事 各組樹脂 i主人・充根 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー 1レ・ウレデン アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン・弾性タイ Jレ・その{ 也

。建 股 量 韓 併 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー53) 第 51225号

。日本シーリング工事幾筋会4 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  IJ .ι 、品. : 1: . ' D事・ 4 ート主主主

星利地所扇町ピル201 s  ｉｾｉ＠ ff' τ守 匂F コ震: . . . τ7 1.1 11

T E L  06( 31 5) 0701 ，-・. ' f O . ，- ・- ，. 唖- ......・

‘  圃 & . 1問、，、1f t .・『ーー、I I  笥=11 円

Ｗ ・ノ刀 ｾｾａ ノアミリー製品

- T二J DCSA. … ・… … … … … … … ・… コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・雪二J D弓ヌヨニJ …. . . ..・ H ・- ……・・…・鉄骨ベース、

( グラウ ト用 無 収 縮 材 )

ＮＷＺ Ｑ二 ｊｄ ］ｦＺｊＮＧー子吻ＧｊＮｾ…………・…・コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修 用急硬セメン卜 )

・安ニJ DES. … … … … ・… … … … … ・… 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与nI I OOO・… … … … … … … … ・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

逆打部の充填モルタルに

社
..6.. 

ｾ＠式株業産
白

木浜
電気化学工業株式会社

T E L 本社・ 京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

近 畿 地 区 販 売 庖

本土
ム

玄株 式業浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

T E L 東 京 ( 0 3  )  
E  

社/ 本コト
-圃闘.-

社

..6.. 

ｾ＠株 式産洋 物光 宇土

A .  

ｾ＠
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8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀・ 守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  



ｚｊｊ 官官ｾｔｬ ｉｊｉ レヲ ｊｬ 歩ゆ ｊｬ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

波 紋 焼 餅 S 小 i皮 . s 大 波 ・Vi 皮・ボ ッ クス i皮・W ジ ャ ン ポi皮・V テ "/ キ

S V ジ ャ ン ボil皮. JCの{ 也

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター (強制)

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を l.l'[I，Ij 'I;R ドさし、

鎖 市IJ I !J 9  Jl J. 別 製 造 株 式 会 誼

大 阪 本 社 干 660 ｉ ｴＺ ｬｨ 有 山 ｩ ｬｬ ｻｻ 和 ｉｾ ， ￭ 通り Ｓ - 26 松 本 ビ ル ' ，l!:，ll r. . 大阪 ( 06) 412 - 5131 ( 代)

営 業 部 干660 尼 崎 市 II {{ 利 It，j 通 り 3 ー 26 松 本 ビ/ レ 屯 ぷ 人:11b( ( 06) 41 2 - 5131  ( 代)

支 庖 及 工 場 人ー|以 . Ｉ ｌ ｾＫｉ ・ γ［ Ｑ ＱＱ ＢｊＮ ｴｾ ・ Ｑ ム仏 ・ ｊｬ，ＡＺ粂 ・ メ ｉｊ 谷

ｾｉＺｩ 路Ｈｊｬ，ＡＺ ｩｲ 主 ｬｈ ＭＺｉ Ｇ Ｑ 業株Ｉ

東 京 本 社 及 工 場 干 335 成 山 坂 越 5 r  11 6 得 32 ¥; .  '，[ ; : 訓政 ( 0484) 42 - 311 5( 代 )

支 庖 及 工 場 ｊｬ，ＡＺｾヒ
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井上 1専 著 85 ・157頁 定 価3，000円

施工しやすい 井 上 博 ・ 北 小 路 宏 共 著

| 差配筋読本・改訂版|

85 ・162頁 定 価3，200円

建築筏術者 ・ピル管理者のための

|設 内外装の損傷と補修|

同編集部繍 85 ・289頁 定 価3，600円

各種建築情造の計画 ・設計に役立つ

|建築構造計算資料集|

(全 8 巻 ) 中 川 淳 編 著

いろいろな建築情造の計画や設計に役立つ実

用便覧として、最新の情報をふんだんに盛り

込み、一貧した方針のもとでまとめたわが国

建築界はじめての構造計算資料集。

l巻鉄筋コン 7 リート構造鏑( 1)

65 ・2'0頁 定 価3，800円

2巻鉄筋コンクリ ト構造繍(2) 11月上旬尭売予定

3巻 鋼+構造篇(1) 65 ・225買 定 価3，200円

4巻 鋼+構造篇(2) 65 ・256頁 定 価3，5∞ 円

5巻鉄骨鉄筋 コンクリート 情造鱗

65 ・208頁 定 価3，200円

6巻 基 礎情造篇 65 ・2'9頁 定 価3，800円

7巻終局耐力 篇 65 ・247買 定 価3，8∞ 円

株式会社建築技術

⑮ 160 東 京 都新宿 区 北 新 宿

1- 8- 1 中島 ピル

5建築様柿 10

No.422 目 次 定価 1，000円

ｉ ｾ 酬 ｉｭｬ Ｎ 酬 ｗｬｬ ｬ ｬｭｬ 開瞬 間 ｉｭｬｬｬｬ ｬｊ 酬 ＱＱＱＱＱＱ Ｑ

専門筏術者のための

|建築構造問題快答集図|
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井上 ! 専著 85 ・171 頁 定 価3，200円

医翠謂 ，1;川川』μ川l闘 川 "

2引1世紀へ向けてのインテリア設計e 日 体 犬 ほ か

隊機畿滋養護議長総務義務j

・帯 電 防止 床 性 能 研 究 会 設 立 の 経 過 ・・小野菜哲

・静 電 気 帯 電 に よ る 災 害 と障害・ー 吉川 一三

・床 の平等電防 止性 能 評 価 方 法 ー 渡 辺 博 司

・帯 電 防 止 塗 床 材 の現 状 と 問 題 点 ー 大国自告士

・帯 電 防止 張 床 材 の現 状 と 問 題 点 ー ・太地 ti 

・導 電 マ ッ トの 現 状 と 問 題 点 ・ 木 村 久 美

・帯 電 防止 床 材 一覧 .•••••••. 編 集 部

怪目で見る建物形態の分類と活用例 会中 川 淳

I> P C構造の設計および

施工管理システムの開発

炉木造住宅の断熱防露性能 ー

炉近代建築と技術をかえりみて

炉 解 説 ガ ラ ス を 用 い た

開口部の安全設計指針

炉建築ライブラリ・プログラム

，“ メキシコ地震" あれから 1 年

久徳敏治i仏

大津 元毅

木村 俊 彦

わかる設備シリーズ第 2 巻

|室 電 気 読 本 |

井上 l専 著 85 ・217頁 定 価3，800円

梅田 勝也
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筒井助幸著 A5 ・210頁 定 価3，200円

情造設計者のための

| うっかり間違える構造力学|

井上允彦著 86 ・93頁 定 価 1，200円

固と手で確かめた水と土の記録

12最新場所打ぐい工法|

北中克己著 A5 ・341 頁 定 価3，500円

刷 会 社 建 築 技 術

倉 東 京 03 (363) 42 11 ( 代)

振 管 口座 東 京 0 - 72417番
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くっきり、鮮やれ

表

紙

ス 合 正

ケ = 全 j)

>  1回 号毛 B

チ 九 丘1-

= ;;，/，1  

書 . IL. !if -¥ 
- _  . -1 ｾ＠

男 o ｉＺｩ ｾ｜＠

竺 円 室-

r 、，--町、=

書送 与J' !

吉 料 Ｕｾ ＧＱ
喜兵 合ョ:

5 」J 収幸;

って、 さらにfl 自|性的、

三星フネンシンクル

闘

さらに魅力 的 にな
す。 その夫しく、柔らかいぷι|古は、建物

の ｴ Ｎ Ｇ､ ｾ が ｨ ＭＡ ｦｈ によ っ て ｩ￭ ｩ Ａ，Ｇ ｉＧ ， さ ｩｬ ることを

ぷ 別 しています。同 組は い ま、 析 しい ぷ

怖 をもちました。 11本の It :出、 守歩すす

めて、フネンシングル ・ -火文:' (:は 1"川 :

と1尖i しさを i迫〔色1;ボド。 組 し め る 控 物 や 環 岐づ

くリにあわせて選んだ、 $fr 色 7 色がそ ろ

采 らかな質感、鮮やかなライン、深い 色

ど り。 美 しいずj: きl沫で、フネンシングル

. 一-文 '(: は 11 本 の If ，出に昨' よ: ( こ主将 して

きました。 美 へ の鋭 L 、感覚がノ1: きて こそ

{云キ充のl挙制一一一フネンシングル ・ 火: ) < 

は、素材 ・デザイン ・色彩が 体 とな っ

て、 優 れ た ア ンサ ンプルを形成していま

fi 550 大 阪 di 州 |メ J;( ｾｉｲ＠ JI :ri 1  10 5  T EL06 (443)0431  

fi 730 /.ム/.:"Ii ' l ' l メ州、ド塚阿r8- 13 合引 1ム仇ビル 寸EL082(246)8625 

fi 810 ｾＧ，｜＠ ｉｾｉ＠ di '1' 央 |ズ 浴 2 1  29 TEL092( 712) 0800 

fi lOI 氷点制I T f l;: 11I1メれ本側r 3  II 13 TEL03 (862) 8531 

雑 誌 03379 - 9  
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京
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広
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東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  


